
フランスにおける最低所得保障と社会的・職業的参
入

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2015-06-16

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 川口, 美貴

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00008708URL



靱
〈目
次
〉

は
じ
め
に

第

一
章
　
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｉ
理
念
と
構
造

一　
給
付
と
政
策

１
　
所
得

・
生
活
保
障

（Ａ
）
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当

（Ｂ
）
社
会
的
保
護
給
付
　
　
　
　
　
　
　
／

２
　
参
入
政
策

（Ａ
）
社
会
的
参
入
政
策

（Ｂ
）
職
業
的
参
入
政
策

一
一　
給
付

ｏ
参
入
シ
ス
テ
ム

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

ｏ
職
業
的
参
入



法
政
研
究
二
巻
一
号

（
一
九
九
七
年
）

１
　
機
関
と
財
源

（Ａ
）
機
関

（Ｂ
）
財
源

２
　
給
付

・
参
入
の
実
現

（Ａ
）
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
給
付

（Ｂ
）
社
会
的

ｏ
職
業
的
参
入
の
実
現

〓
一　
小
括

第
二
章
　
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｉ
機
能
と
効
果

一　
分
析

１
　
受
給
者

（Ａ
）
受
給
者
数
の
増
大

（Ｂ
）
受
給
者
層
の
変
容

２
　
目
的
の
達
成

（Ａ
）
貧
困
の
解
消

（Ｂ
）
参
入

３
　
評
価

一
一　
課
題
と
今
後
の
方
向
性

１
　
一
九
九
六
年
報
告
書
の
提
言

四

四



（Ａ
）
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
機
能
分
化

（Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
改
革

２
　
社
会
的
統
合
に
関
す
る
法
律
案

（Ａ
）
権
利

へ
の
ア
ク
セ
ス

（Ｂ
）
機
構
改
革

〓
一　
小
括

結
び
に
か
え
て

は

じ
め

に

一
九
八
八
年

一
二
月

一
日
の
法
律
第

一
〇
八
八
号
等
に
よ
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れ
た
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入
最
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所
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度
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く
８
Ｅ
風
諄
目
Ｈ
″
０
．】３
ｑ
け一ｏ
口
、
以
下
、
Ｒ

Ｍ
Ｉ
と
略
称
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
的
保
護

（「
簿
８
一】ｏ
●
８
ｏ
】“
ＨＣ

訃
麟
の
み
な
ら
ず
、
労
働
法
を
も
含
む
社
会
法

（や
ｏ
一̈
８
３
ｂ
“

全

体
に
、
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。

第

一
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
は
、　
一
定
の
例
外
を
除
き
、
そ
の
原
因
を
問
わ
ず
、　
一
定
の
水
準
以
下
の
収
入
し
か
な
い
人

一
般
を
対
象
と
す
る
無
拠
出
制
の
金

銭
給
付
を
、
社
会
扶
助
給
付

（”
】いｏ
Ｏ
”
Ｌ
ｏ
●
０
．出
計

８
ｏ
い，
】こ

と
し
て
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
的
保
護
制
度
に
お
け
る
所
得
保
障
の
中
心
は
、
社
会
保
険

（”
務
日
”
Ｒ
ｏ
８
ｏ
【”
一Ｃ
、
労
災
補
償
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●
ミ
“
疵
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●
８

”
８
〓
８
オ

〓

嗜
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日
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３
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日
①
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３
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び
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業
保
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度
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Ｌ
ｏ諄
ｏ̈
●
多
０
日
”
”
こ

か
ら
保
険
料
を
財
源
と
し
て
支
給

さ
れ
る
拠
出
制
給
付
に
よ
る
、
一
定
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社
会
的
な
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ス
ク
と
負
担
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β
●
８
３
β
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８
８
無
料
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な
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８
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害

含
ヨ
ユ

Ｒ̈
８
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亡
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，
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し
、
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齢

（ユ
①
】【げ
８
Ｃ
、
遺
族

Ｔ
ｏ●
く
”
的
こ
、
家
族
負
担

（ｏ，
ｐ
置
８
貯
日
】【い”
【８
）、
労
災
・職
業
病

Ｃ
８
〓
ｏ●
お

き

一Ｓ
く
”
〓
鮮

日
”
Ｆ
Ｒ
３

「
３
８
りζ
目
①
【【①じ
、
失
業

（３
ｏ
８
出
こ

の
実
現
に
よ
る
、
所
得
の
喪
失

・
減
少
ま
た
は
支
出
の
増
大
に
対
す
る
保
障

で
あ
り
、
貧
困

・
欠
乏
状
態

（ａ
ご
”
け【ｏ
●
ヽ
ｏ
０
０８
一３
）
に
対
す
る
最
低
所
得
保
障
は
必
ず
し
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
は
な
か
っ（だ
。

従
来
存
在
し
て
い
た
最
低
所
得
保
障
給
付

（喘Ｑ
①●
易

日
〓
８
”
●
こ

は
、　
一
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る

「社
会
的
弱
者
」
（高
齢
者
、
障
害
者
、

廃
疾
者
、
単
身
で
子
を
扶
養
す
る
者
、　
一
定
の
失
料
群
等
）
を
対
象
と
す
る
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
最
低
所
得
保
障

↑
２
」
Ｈ８
ユ
一ユ
日
営
函
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誅
躍
Ｒ
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一３
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最
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（目
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ロ
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■
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】̈】ｏ３
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Ｆ
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けい８

程
ｘ
”
２
【魔
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一ｏ

，
り
ｏ
３
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Ａ
全
蜘

、）

廃
疾
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所
得
（目
．口
】ヨ
ロ

い日
』
Ｑ
【８

¨
略
称
￥
坊

、）

単
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当
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ｏ
ｏ
●
出
８

計

冨
８
詳
一のｏ
お
【
略
称
Ａ
Ｐ
ｈ
干

参
入
手
当

（』
ｏ
ｏ
”
け【８

３
日
①諄
いｏ
●
¨
略
称
Ａ
卜
一
お
よ
び
特
別
連
帯
手
当

（，
】】ｏ
Ｏ

，
一【Ｏ
●
Ｏ
①
８
】〓
鶴
】８

８
８
目
ｏ
●
ｏ
¨
略
称
Ａ
Ａ
Ｓ（Ⅷ
）等

）
の
み
で
あ
り
、　
一
般
的
最
低

所
得
保
障
の
機
能
を
有
す
る
手
当
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
最
低
所
得
保
障
給
付
の
う
ち
、　
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の
失
業
者
に
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す
る
特
別
連
帯
手
当

（Ａ
Ｓ
Ｓ
）
お
よ
び
参
入
手
当

（Ａ
Ｉ
）、
な
ら
び
に
単
身
で
子
を
扶
養
す
る
者
に
対
す
る
単
親
手
当

（Ａ
Ｐ
Ｉ
）
は
、
受
給
期
間

に
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
は
、
社
会
扶
助
の
領
域
に
お
い
て
、　
一
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
人
だ
け
で
は
な
く
、
貧
困

・
欠
乏
状
態
に
あ
る
人

一
般

を
対
象
と
す
る

「普
遍
的

ｏ
一
般
的
」
最
低
所
得
保
障
制
度
を
確
立
し
た
、
と
い
う
点
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
的
保
護
制
度
に
お
け
る
所
得
保

障
シ
ス
テ
ム
を
大
き
く
変
革
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
は
、
手
当
に
よ
る
単
な
る
所
得
保
障
で
は
な
く
、
一
定
の
水
準
以
下
の
収
入
の
者
と
そ
の
家
族
の
社
会
的
・職
業
的
参
入
含
房
望
昌
ｏ
●

８
ｏ
【”
Ｆ
２
「
ｏ
お
協
ゴ
ロ
①【ＨＣ

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
を
享
受
す
る
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
お
よ
び
そ
の
一
定
の
扶
養
家
族
は
、
担
当
行
政
機
関
と
「参
入
契
約

Ｆ
ｏ
●
嗜
鉾
ら
、いお
ｏ詳
【ｏ
じ
」

を
締
結
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
同
契
約
に
基
づ
き
、
公
共
団
体

（８
【】８
Ｌ
ュ
一ＯＣ

（国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
）
は
、
受
給
者
の
社
会
的

・



職
業
的
参
入
を
援
助
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
は
、
参
入
実
現
の
た
め
の
行
動

・
活
動
を
行
う
。
ま
た
、
特
に
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者

の
職
業
的
参
入
の
実
現
の
た
め
、
特
別
の
労
働
契
約
や
職
業
訓
練
契
約
、
特
別
の
企
業
に
よ
る
雇
用
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
社
会
的

ｏ
職
業
的
参
入
と
い
う
目
的
、
お
よ
び
、
参
入
契
約
の
締
結
が
手
当
受
給
の
一
つ
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
点
は
、
既
存
の
最

低
生
活
保
障
給
付
と
異
な
る
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
独
自
性
で
あ
り
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
創
設
は
、
新
た
な
性
格
の
給
付
を
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
的
保
護
制
度
に
登
場
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
の
職
業
的
参
入
の
た
め
の
、
特
別
な
労
働
契
約
、
お
よ
び
、
特
別
な
企
業
の
創
設
は
、
労
働

法
の
領
域
に
お
い
て
も
そ
の
契
約
法
制
お
よ
び
雇
用
保
障
制
度
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
Ｒ
Ｍ
Ｉ
が
創
設
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
特
に
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
、　
一
方
で
、
失
業
の
増
大
等
に
伴
い
、
長
期
の
失
業
者
、
片
親
家

庭
、
若
年
者
層
に
お
け
る

「重
大
な
貧
困
と
経
済
的
社
会
的
不
安
定
さ

（ｒ
”
日
●
一
ｏ
●
”
“
ｌ
①８
２
す
「
８
ミ
い８
８
ｏ
●
８
Ｒ
燿
①
鮮
８
ｏい”
】ｃ
」
が

拡
大
し
た
こ
と
、
他
方
で
、　
一
定
の
社
会
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
社
会
保
障
、
お
よ
び
、
職
業
活
動
に
よ
る
経
済
的
自
立
の
期
待
で
き
な
い
一
定
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
人
の
み
に
対
応
す
る
社
会
扶
助
お
よ
び
社
会
保
障
の
無
拠
出
制
給
付
と
い
う
、
完
全
雇
用
を
前
提
と
し
た
、
従
来
の
制
度
の
不
十
分
さ
が
認

識
さ
れ
、
従
来
の
制
度
の

「空
隙

（【”
８
５
３
」
に
よ
り
社
会
的
保
護
を
受
け
な
い
人
々
の
存
在
、
お
よ
び
、
雇
用
保
障
、
社
会
的
・職
業
的
参
入
促
進

政
策
の
不
十
分
さ
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ（濯
．

一
部
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
す
で
に
一
般
的
最
低
所
得
保
障
が
任
意
的
社
会
扶
助
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
た
が
、
国
ン
ベ
ル
で
も

一
般
的

最
低
所
得
保
障
と
参
入
促
進
制
度
の
導
入
が
議
論
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
も
と
、
す
で
に
選
挙
期
間
中
、
そ
の
公
約
と
し
て
国
レ
ベ
ル
で
の
一
般
的
最
低
所
得
保
障
制
度
の
導
入
を
掲
げ
て
い
た
当

（・２
）

時
の
フ
ラ
ン
ソ
フ
・
ミ
ツ
テ
ラ
ン
大
統
領
に
よ
り
、　
一
九
八
八
年

一
二
月

一
日
の
法
律
第

一
〇
八
八
号
に
基
づ
き
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
が
、
時
限
立
法
に
よ
る
措

置
と
し
て
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ｒ
Ｍ
Ｉ
は
、
そ
の
後
、　
一
九
九
二
年
七
月

一
七
日
の
社
会
的

・
職
業
的
排
除

（ｏ
ｘ
色
ａ
【ｏ
●
８
ｏい”
げ
無
り
８
お
脇
ざ
日
鳳
Ｐ３

に
対
す
る
法
律
第
六
七

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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（・３
）

五
号
に
よ
り
、
制
度
の
導
入
が
最
終
的
に
確
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
給
付
対
象
の
拡
大
と
内
容
の
改
善
、
お
よ
び
、
雇
用
保
障
と
社
会
的

・
職
業
的
参

入
促
進
政
策
の
強
化
を
主
た
る
内
容
と
し
て
改
正
さ
れ
、
そ
の
他
い
く
つ
か
の
』
認
を
経
て
現
行
制
度
に
い
た
っ
て
い
る
。

（
・５

）

な
お
、　
一
九
九
六
年
九
月
二
〇
日
、
社
会
的
統
合
↑
ｏ，
ｏｏ̈
ｏ●
８
ｏ̈

，
一Ｃ
に
関
す
る
法
律
案
が
提
示
さ
れ
、
社
会
経
済
評
議
会
で
の
意
見
聴
取
の
後
、

一
九
九
七
年
二
月
二
六
日
に
国
民
議
会

（＞
脇
８
３
【８

Ｚ
”
由
ｏ
口
”
いこ
　
へ
提
出
さ
れ
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
改
正
が
審
議
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
法

案
は
、
四
月
二
一
日
の
国
民
議
会
解
散
に
よ
り
、
審
議
未
了
の
ま
ま
に
終
わ
っ
て
い
る
。

Ｒ
Ｍ
Ｉ
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
法
の
理
念
と
構
造
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
こ

（・６
）

の
Ｒ
Ｍ
Ｉ
に
つ
い
て
、
そ
の
理
念
と
構
造

（第

一
章
）、
お
よ
び
、
そ
の
機
能
と
効
果
の
分
析
と
今
後
の
課
題

（第
二
章
）
を
、
順
に
検
討
す
る
。
Ｒ
Ｍ

Ｉ
を
契
機
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
法
の
理
念
と
構
造
の
変
容
、
特
に
、
所
得
保
障
シ
ス
テ
ム
の
修
正
と
参
入
シ
ス
テ
ム
の
発
展
、
お
よ
び
、
新
た
な
連

帯

♂
ｏ
【〓
ミ
】け９

と
市
民
と
し
て
の
復
権

（ｏ
】けｏ
Ч
８
諄
ｅ

の
理
念
の
展
開
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
は
、
別
稿
に
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（１
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

「社
会
的
保
護

（マ
ｏ
お
８
【ｏ
●
８
ｏ
【”
【ｅ
」
は
、
「社
会
保
障

（∽８
，

ユ
８
８
ｏ
ぃ”
【ｅ
」
（同
領
域
に
は
、
老
齢
、
疾
病
、
出

産
、
遺
族
、
障
害
に
対
す
る
保
障
を
行
う

「社
会
保
険

（”
ａ
長
”
●
８

８
ｏ
【”
【３
」
、
「労
災
補
償

↑
０
ミ

，
いいｏ
●
無
狂
“
８
ざ
８
お

８

嗜
”
く
”
〓
２

一
３

８
”
一，
８
Ｂ

す
８
お
ａ
す
目
ｏ
●
３
と

お
よ
び

「家
族
給
付

（づ
ｏヽ資
洋
ざ
Ｂ

喘，
日
】̈【”
】３
と

の
三
分
野
が
含
ま
れ
る
）、
「補
足
的
社
会
的
保
護

（「
ｏ
８
ｏ出
ｏ
●
８
ｏ』“
げ
８
８
り
ぉ
Ｂ
Ｏ●
け”
【【３
」、
「失
業
保
障

（〓
計
日
０
】“
Ｌ
ｏ
●
多
０
日
配
ｅ
」
、
「社
会
扶
助

（Ｌ
計

８
ｏ
一”
】Ｃ
」
、
お
よ
び
、
「社

会
福
祉

（“
ｏい】Ｏ
●
８
ｏ
ぃ“
一こ

を
含
み
、
日
本
に
お
け
る

「社
会
保
障
」
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
概
念
で
あ
る
。

（２
）
こ
こ
で
は
、
さ
し
あ
た
り
、
「社
会
法

（キ
ｏ
一．け
８
ｏ
【”
】と
を
、
社
会
的
保
護
制
度

Ｃ
８
け
ｏ由
ｏ
●
８
ｏ
い”
【ｅ

お
よ
び
労
働
法

（Ｐ
ｏ
〓
２
一嗜
”
く
”
じ

を
含
む
概
念
と
し
て
定
義
し
て
お
く
。

（３
）
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
的
保
護
制
度
に
つ
い
て
は
、
〓
【ｏＦ
【
ｕ
ｏ
”
ｏ
ｕ
↓
↓
〇
鮮
”
ｏ
ｆ
二

ｒ
＞
『
Ｑ
召
〕・
ｕ
８
〓
Ｏ
①
【．“
い●
０
簿
Ｏ
ｏ
中．贄
ユ
ｏ
●
８
ｏい巴
８

，



い０
０
Ｐ
Ｅ
Ｆ
い
８
ｏピ
８
諄
げ
●
一
Ｕ
】お
＞
ｒ
『
＞
Ｚ
∪
＞
”
Ｆ
＞
ｏ由
ｏ
●
０け
Ｌ
Ｏ
ｏ
のｏ
Ｒ
”
】８
ヽ
卜
Ｏ
ｏ

，
ヽ
ＨＯ
∞
Ｐ
Ｕ
“
】】ｏ
Ｎ
〕
】
０
”
い
，り
お
１
０
０
口
＞
Ｃ
Ｏ
目
＞
”
∪
・∪
『ａ
け

Ｏ
ｏ
】“
∽贄
と
Ｌ
８
０ｏ
■
”
【ｐ
い０
０♪
ｒ
・〇
・∪
』
∴
『
①
”
●
』
”
ｏＯ
●
８

∪
Ｃ
り
同
く
”
Ｏ
Ｃ
Ｘ
・
Ｕ
『ｏ
〓
Ｑｏ
一”
熙
ド
●
『一な
りｏ
Ｒ
”
げ
・
い００♪
ＨＮ
α
ｏ

，
・
Ｕ
”
【一ｏ
い

一寺

参
照
．

（４
）
「失
業
」
リ
ス
ク
に
対
し
て
は
、
前
述
の
失
業
保
障
制
度
か
ら
当
該
者
の
被
保
険
者
期
間
と
年
齢
に
応
じ
た
保
険
給
付
が
行
わ
れ
る
が
、
受
給
資

格
を
充
足
し
な
い
者
、
ま
た
は
、
受
給
期
間
を
過
ぎ
て
な
お
失
業
し
て
い
る
者
の
一
部
は
、
特
別
給
付
を
受
け
う
る
。

（５
）
０
あ
あ
・ｂ
諄
。Ｆ
・∞
いい
も
。

（６
）
０
わ
あ
。ｂ
ユ
・ｒ
・∞
Ｎ
Ｈ占
鮮
∽・

（７
）
０
あ
あ
一ヽ
諄
。ｒ
・ω卜
Ｈ
出
①一
９

（８
）
０
あ
あ
・ｂ
ユ
・ｒ
ｕＮ
卜
出
無
∽・

（９
）
０
。嗜
”
メ
ｂ
ユ
・Ｆ
・ω
輌
Ｈ‥Ｐ

（１０
）
０
。質
”
メ
ヽ
ユ
・ｒ
・ω
Ｏ
Ｈ‥〓Ｐ

（Ｈ
）
た
と
え
ば
、
”
”
ｕ
づ
ｏ
諄
０
●
０
８
需
い】
８
ｏ
●
ｏ

，
いｏ
８

３
８
ｏ
【”
Ｆ

Ｏ
お
Ｘ
●
８
づ
ミ

〓
。ぢ
８
り

，
Ｊ
月
ｕ
曽
Ｚ
∽
【
Ｈ。
口
”
い３
●
８
ｏい”
げ
∪
８
Ｅ
３
●
ぉ

・１
‐
Ｚ
。
ω
ｕ＼
∞
ヾ
０
」
Ｎω
２
■
，
い０∞
ヽ
〕∪
ｏ
９
日
０
口お
０
口
Ｑ
円
”
Ｏ
Ｚ
。
∞
Ｐ
「
『ｏ
お
ｏ由
ｏ
●
ｏｏ
ｏ
●
ド
舞
０
”

，
翼
路
い
‐
り
ｏヽ
８
２
ｏ̈
●
ぶ
ｍ
Ｌ
ｏ
３
ｏｘ
０
９
【ｏ●
ｏｏｏ

一〇
０

，
】ｏ
Ｏ
①
『ｏ
く
ｏ●
●
］Ｒ
」
●
貯
日
Ｅ
Ｒ
口
ｍ
”
『，
い
虫
ご
一０
∞
∞
・
Ｈ）０
０
・喘『”
い
０
”
【のｏ
・

（・２
）
『
０

，
お
ら
器
』
８
”

ま
た
、
後
述
の
適
用
デ
ク
ン
、
ア
ン
テ
の
他
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
実
施
に
関
す
る
一
九
八
八
年

一
二
月

一
四
日
の
通
達
６
】８
』
出
お

Ｐ

〓

●
ｏ９
８
８
ｏ
「
〇
〓

ヽ

８
９
８
“
）
も
参
照
。

同
法
律
の
解
説
と
し
て
、
口
”
【８
●
８
ｏ中，
Ｆ

Ｆ
置
・８

，
‐
｝
Ｚ
．
３
８
≧
∞
２

覇

８
ｏ
。８
８
・
＞
】”
〓
ｏ
Ｏ
Ｕ
⊆
召
巧

，
ｏ
８
日
】８
け”
【８

８

【２
●

。
∞
∞
出
ｏ
∞∞
０
●
いｏ
【
ヽ
０
９
〓０
∞
Ｐ
”
↓
∪
（
Ｍ
´
日ヽ
い０
∞Ｐ
”
・
Ｈ『ｏ
〕
Ｘ
”
く
ｑ̈

り
”
Ｕ
”
〇
↓
・
ｒ
．Ｆ
あ
け̈
一●
けいｏ
●
ヽ
‘
」０く
ｏ●
“
日
】●
一日
Ｅ
Ｂ
ｒ３
ｏ詳
中ｏ
●
含
ｏ
【
Ｚ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

・
職
業
的
参
入

四
九



法
政
研
究
二
巻

一
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

。
∞
”
【
ｏ
∞
∞
鮎
●
い
ｏ
」
（ぶ
Ｒ
肖
テ
■
ｏ
Ｐ
Ｏ
∞
∞
ン
＞
ｏ
嗜
ぶ
呻

∪
”
【】ｏ
い

Ｈ
Ｏ
∞
ｐ

●
・Ｈ
Ｎ
Ｏ
一
”
Ｑ
ゴ
”
『
０
「
”
＞
〇
〇
Ｚ
＞
”
∪
ヽ
い
ｏ
喘
ｏ
≦
日
●
■
島
ａ
日
日
日
Ｒ
Ｆ
あ
①
諄
【ｏ
●
¨

“員
５

一Ｗ
５
●
Ｏ
①
”
ロ
テ
いＬ
ｏ
い
ヽ
∪
い

の
ｏ
ｐ

い
。
「
ヽ
∞
い
０
∞
Ｐ

Ｕ
ｂ
『
ω
一
”
ｏ
げ
ｏ
詳

”
ゝ
・『
Ｏ
”
Ｕ
・
ｒ
ｏ
ｏ
嗜
ｏ
お

●
ｏ
識
り
０
●
”
で
目
¨
＞

り
吋
ｏ
り
ｏ
∽
缶
ｏ
【”
】０
い
０
●
〓
０
ヽ

●
ｏ
８
日
〓
ｏ
８
〓
Ｌ
Ｌ
∪
＞

口
。
Ｈｏ
８
８
・
づ
・８
ω
　
等
参
照
。

（・３
）
「
〇

鮎
口
８

塁
卜

Ｈ
８
ド

同
法
律
に
よ
る
改
正
に
つ
い
て
は
、　
一
九
九
二
年
二
月
二
六
日
の
Ｄ
Ｓ
Ｓ
／
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
通
達
第
五
号

（９
８
いご
いお

∪
∽
∽
＼
∪
Ｈ”
〓
Ｈ
●
。
８
‥８

Ｐ
【
８

日
賀
∽
８
８
・
ω
Ｏ
”
【
８

，
い
。
８
＞
Ｏ
Ｐ
３

言
】【じ

お
よ
び

一
九
九
二
年
二
月
二
七
日
の
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
通
達
第
四

号

（９
８
【】”
いお

∪
Ｈ刃
〓
Ｈ
●
。
８
‐Ｒ

（旨

Ｎ
『
日
”
３

８
８
ヽ
∪
【ｏ
けざ
Ｒ
Ｆ，
いお

り
Ｑ
ヨ
”
●
ｏ
詳

＞
ｏ
Ｌ
ｏ
●
∽
ｏ
ｏ
】“
一ρ
８
８

，
り
。だ
望
し

も
参
照
。

ま
た
、
同
法
律
の
解
説
と
し
て
、
目
“
い８
●
３
ｏ
ぃ，
Ｆ

ｒ
ｏ
”
・８
９
‥∪
ゃ
Ｚ
。
Ｒ
“
ｂ
Ｎ
Ｏ
●
〓

”
ｏ
津

８
駕

一
＞
一“
〓
ｏ
Ｏ
日
Ｃ
目

↓
・
０
８
日
】ｏ
ユ
”
一お

Ｏ
①
】Ｏ
』
い
。
Ｏ
Ｎ
ヽ
Ｎ
Ｎ
ヽ
口
Ｎ
Ｏ
一●
】̈【無

いＯ
Ｏ
Ｎ
・
”
↓
∪

ｏ
いく
。
卜
＼
日
０
０
Ｎ

ｏ
あ
Ｎ
ω
¨
Ｘ
”
く
】ｏ
『
「
”
Ｕ
↓
〇
↓
・
Ｆ

，
日
ｏ
鮎
【由
ｏ

，
一【ｏ
●
鮎
口
『９
ｏヽ
●
●
日
〓

８̈
●
８

，
ぼ
い
り
２
梓
】．Ｏ
●
（ＨＯ
】
●
．
Ｏ
Ｎ
‥ヽ
Ｎ
Ｎ
ヽ
●
Ｎ
Ｏ
』●
日
】①
け
いＯ
ｏ
Ｎ
ン
〕四
Ｈ
）∽
∽
【＼
い０
０
ω
・
●
・い０
∞
。

（
・４
）

ｒ
ｏ
¨
い
。
Ｏ
Ｈ
‥【
卜
０
０
鮎
●
ω
Ｐ
魚
０
０
■
０
０
日
（「
０

０
ロ
ト
一“
い
く
■
ｏ
ｏ
Ｎ
ン
ｒ
ｏ
】
口
．
ｏ
卜
‐６
ω
∞
０
」
Ｎ
口
』口
】【ｒ
い
０
０
卜
（〕
Ｏ

ヽ
Ｃ
Ｎ
Ｎ
』口
【】【Ｌ
０
０
０
ン
ｒ
ｏ
【
●
．
０
い
‐Ｈ
μ
０
０
●

卜
勲
イ
い
Ｏ
ｏｏ
Ｇ
０
０
口
釧
喘９
「・Ｈｏｏ
ｇ
。

（・５
）
同
法
案
に
つ
い
て
は
、
口
”
】８
房

８
ｏい”
Ｆ

∪
ｏ
８
日
ｏ●
雰
・く
‥Ｚ
。
８
錠
８

０
●
葛

ｏ
ｎ
二
８
Ｐ

”
ｏ
ぴ
①〓
覆
ｒ『
９
召
江
ン
３
あ
いｏ
炉
Ｆ
Ｘ
諄
【ｏ
Ｆ

【
●
彙
絆
輝
．”
一
】
Ｏ
●
・
』
『
”
ｏ
一
‘
『
①

の
０
０
い
”
【
０
・
０
０

，
０
０
¨
Ｏ
●

∽
０
０
【
”
］
①

¨
］
ｏ

「
Ｏ
い
０
∽

Ｑ
Ω
∽

壼
口
”
●
Ｘ
ヽ
国
目
）
∽
∽

卜
＼
い
０
０
６

・
り
・∞
Ｏ
ω

・

（・６
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
Ｒ
Ｍ
Ｉ
（参
入
最
低
所
得
保
障
）
に
つ
い
て
は
、
〓
“
ａ
８
”
≧
口
ｕ
Ｆ
げ
彎
ｏ
いけ
８
ｏ
【』
ツ
【、０
８
●
く
①
〓

【Ｑ
ｏ●
口
日
【ュ
８
目

ヽ
、【

ＨＨ
Ｏ
『
Ｌ

Ｏ
口

・
り
晏
あ

梁

あ

Ｃ

●
【
く
ｏ
■
ｏ
津

”
¨
棗
あ

厠

Ｏ
贅
オ
ｗ
”
饉
Ｘ

・
い
Ｏ
ｏ
ｏ

〕
Ｕ

〓
ｏ

」
ｒ
ｒ

”
ｂ
り
角
∪

ｂ
嗜”

Ｆ

ｂ
δ

由

ｏ
●

ｏ
け

“
い
Ｏ
①

∽
０
０
い
”
【
①
″

卜
０

い
Ｏ

ｃ

Ｐ
ｏ
∞
ｐ

∪

“
〓
ｏ
Ｎ

゛
り
。ｏ
『
ヽ

ｏけ
り∴
「
ｏ
”
●
〓「
お
ｌ
ｏ
Ｏ
口
＞
Ｃ
Ｏ
目
＞
”
∪
■
ワ
「ｏ
津
一
ｏ
】“
ｏｏｏ●
『̈
いい
のＯ
Ｒ
”
Ｆ
・
【００♪
ｒ
・〇
・Ｕ
』
ｃ
り
。卜
ｕω
２

９
〕
『
①
”
●
』
“
ｏ
ｏ
員
あ
∪
Ｃ
「
国
く
”
Ｏ
Ｃ
Ｘ
・

∪
ｏヽ
Ｆ
ａげ
【“
ｏｏ
ｏ●
■
けｏ
ｏｏ
ｏ
一”
【ｐ
いＯ
Ｏ♪
ＨＮＯ
ｏ
Ｐ
ヽ
∪
”
】【ｏ
か
り
あ
∞
∞
ｏ
け

，
一
を
ｎ【ｏ，
①中
”
〇
”
Ｏ
Ｕ
↓
↓
Ｏ
ｏけ
”
ｏ
げ
ｏ
ユ
Ｆ
＞
『
Ｏ
”
∪
・
Ｕ
『ｏ
津
一
ｏ
】．”
【Ｏ
①
Ｑ
”

Ｏ
①
】．”
ｏ一いＯ
●
∽０
〇
一”
庁
Ж
ご
日００
０

，
を
自〇
●
一ｏ
Ｏ
Ｆ
『①の一一Φい
りヽ
。ω
ｏ
Ｈ
①一
の。一
”
７̈
〔Ｈ
①一
”
●
ゴ
「①の
０
一０●
Ｏ
のいけ【出∽
ヽ
Ｊ
●
００蛍
昌
Ｏ
い
。ロ
ニ
０け一〇
●
●
”
」̈ｏ
「
①目
日
ｐ
●
ｏ●
け
ヽ
ス
ト
０̈
い



∽
０
０
』”
【①

・
い
０
０
〇
一
一四
０
く
ｏ
●
仁
ｂ
ｐＦ
Ｌ
Ｆ
ｏ
」
ｂ
ｐ
●
出
５
０
０
畳
昌
Ｏ
●
ヽ
日
ヽ
”
【∽
Ｏ
ｂ
●
０
０
０
ぃｐ
ｒ
〓
ン
【
あ
め
Ｕ
『
①
∽
一
ｐ
け̈
Ｏ
目
わ
喘
“
日
ｐ
〓̈
“
】①
の
ヽ
∽
●
●
●
【０
日
①
●
け
】４
。　
Ｈ
日
０
い
０
日

，
一
日
Ｏ
ｏ
Ｏ
ヽ

フ
ト
〓
日
ｏ
け
ｐ

¨
”
∪
∽
∽
い
。

の
り
ｏ
２
”
【
留
『

】．】鑽
都
ユ

ｏ̈
Ｆ

卜
＼
Ｈ
Ｏ
∞
０
一
Ｘ
”
く
げ
【
り
卿
日
”
〇
↓
。
Ｆ
．】口
降
〓
口
け̈
ｏ
口
鮎
●
『
ｏ
景
】
」
口
Ｌ
日
。日

●
日

ｒ
あ
①
諄
一ｏ
●
（Ｆ
ｏ
【
口
。

∞
∞
出
ｏ
∞
∞
０
」
Ｈ
ぬ【
０
（ド
Ｑ
〓
ぴ
【６

い
０
∞
３
・
＞
ｏ
”

齋
ぼ
Ｆ
∪
”
【【ｏ
が

い
０
∞
ｐ

ｏ
■
Ｎ
ｏ
ｏ
け

，

一
”
２
席
壼
け
”
＞
「
〇
”
∪
・
ｒ
ｏ
の
嗜
ｏ
お

０
２
お̈

０
口
”
ぞ
口

”
＞

ｏ
」
ｏ
り
ｏ
∽
ヽ
ｏ

】
”

【
Ｏ
』
０
口

い
ｏ
」

０
０
０
６
口

む

『
ｏ

い
０
∞
Ｐ

＞

「
∪

＞

●
。

【
Ｐ

【
０
∞
Ｐ

づ
。い
Ｏ
ω

ｏ
一
ｒ

一
口
Ｑ

ゴ

”
『
０

「
”

＞

〇

〇

Ｚ

＞

”
∪

Ｌ
甲

〕
員
当

Ｅ

ｐ
●

■
摯

ョ
日

Ｅ

Ｂ

ヽ
ゴ

あ

①
ユ

い
ｏ
●

“
●
●
①

咀

Ｓ

●
ヽ
ｏ

，
日
子

い
Ｌ
ｏ
●
Ｌ
ワ

Ｆ

の
ｏ
９

口
。

Ｎ
＼
∞

日
ｏ
∞
ｐ

り
』

Ｎ
い

ｏ
一
ｐ

〕
「
①
“
●
‐
「
【
２
Ｈ
Ｏ

Ｆ
＞

口
〇

”
Ｕ

日
ヽ
Ｆ
ｏ

Ｏ
■
ｏ
片

”
●

螢
９

①ヽ
口
“

口
Ｌ
ュ

日

一Ｅ
日

●
．】
以

る

ユ

【
ｏ
●

・
０
増

あ

】
”

【
Ｏ
【
口
“

【
ｏ
【

ら
い
０
０

，
σ
【お

【
０
∞
Ｐ

Ｕ

い

の
Ｑ
Ｆ

い
。

『
＼
∞

〓
０
∞
Ｐ

づ
』

∞
０

■

９

〕
マ
［
い
Ｌ

お

申
ｒ
＞

”

ｏ

ｏ

Ｃ

Ｕ

・
ｒ
ｏ

【
①
≦

冨

僣

目
Ｒ
●
】
日

Ｅ
Ｂ

Ｏ
．庁
あ

①
諄

中
ｏ
Ｆ

（暉

ｏ
〓

魚
イ
ユ
ニ
ざ
【日
Ｌ
【
Ｏ

①
け
■
３
絡
“
け̈
ｏ
い

ｏ
ｏ
２
』
①

ヽ
．●
●

●
ｏ
●
く
ｏ
“
口

ご
ｅ
ｐ

∪
，

ｏ
ｏ
９

●
．

『
＼
∞

Ｐ
ｏ
∞
Ｐ

●
・釧
Ｏ
Ｎ

２

，

一
”
〓
ゴ
冨
ｂ

ｒ
ＨＯ
Ｚ
同
＞
Ｃ
ヽ
ｒ
あ

ｏ
２
げ
ｏＬ
く
【計，

ざ
ｏ
』
８

無

げ
喘①‘「ｏ●
●
】ュ
Ｆ
】日
ヨＬ
ｐ
一
．【員
お
ユ
ざ
Ｆ
Ｕ
い
ｏｏ
ｐ
い
。
Ｎ＼
∞
μΦ
∞
Ｐ
●
・Ｏ
ｏ
Ｈ
①け

，
一
∽
Ｏ
り

，
お
りヽ
＞
↓
口
ＨＵ
Ｃ
‐０
＞
”
Ｏ
Ｃ
＞
↓
・

ｒ
ｏ

『
①
く
ｏ
●
口

【●
】
●
ォ
●
●
員
Ｆ
口
．中
口
り
Ｑ
ユ
い
ｏ
口

“
”
目
０
０
”
け
い
Ｏ
●

０
●

０
０
●
け
ヽ
”
け
”
【
「●

（浄
一〇
【
Ｘ

い
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
の

，
一
【
０

，
∪

，

０
０
ｏ
。
口
。

『
＼
∞

日
０
∞
０

・
●
・０
日
一

０
け

，

一
「
①
”
●
‐
「
い
ｏ
コ
６

ｒ
＞
”
ｏ
”
∪
同
ヽ
”
を
目

①
け
【【げ
Ｑ
３
ｐ

Ｑ
愚
員
５
●
け∽
づ
ｏ
●
『
●
●
①
づ
榮
当
Ｒ
ｏ
呵
①
“
０
●
『
ｏ
ｏ

，
ｐ

∪
，

の
ｏ
ｐ

●
。
】
日
０
０
Ｐ

づ
あ
ω
ｏ
一

，
一
Ｘ
増
ユ
①
ヽ
「
”
Ｕ
↓
〇
日
一
ｒ
”

日
ｏ
Ｒ
訥
ｏ

，
一ざ
口
Ｑ
」
『
①
く
①
●
僣
日
【●
一日
‘
日

ヽ
、̈
口
Ｒ
壼
〕いｏ
目
（ｒ
ａ

●
．
０
や
ヽ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
ｃ
Ｎ
Ｏ
一Ｌ
【一無

Ｈ
り
０
じ
・
”
∪
∽
∽
Ｈ
＼
Ｈ
ｏ
ｏ
Ｐ
●
・【
０
∞
無

，
Ｉ
Ｑ
】”
詳
”
【
Ｕ
Ｃ
Ｎ
ｕ
口
く
・

∪

口

榮

当

①
●
●

員
ｒ】
●
Ｆ

ｐ
Ｅ

日

●
．甘
あ

①
諄

¨
ｏ
●

“
“

↓
①
く
ｏ
●
ロ

ロ
ｒ̈
●
ビ

ｐ
Ｅ

Ｂ

Ｏ
．Ｏ
Ｘ
お

麻

）●
ｏ
ｐ

『

Ｃ
一
ｃ
【
】
げ
げ

め

』
口
¨
●

い
０
０
”

〕
０

●
く

Ｏ

ｒ

＞

”

く

・
『

●
ｏ
ｏ

ツ

【
”

ｏ
ヽ
Ｏ
お

り
，

●
ｏ
ｏ

２

ツ
Ｈ”
８
“
一
”
け中０
●
０
●
刀
マ
【Ｆ

∪
い

の
ｏ
９

い
。
０
＼
Ｈ
ｏ
Ｈ
０
０
Ｐ

Ｕ
“
Ｎ
ｏ
２

９

一
”
ｏ
び
ｏ
ユ

ｒ
＞
「
〇
”
∪

。
国
ｘ
色
員
〕円ｏ
Ｆ

い畷
都
〓
【ｏ
Ｆ

】ユ
］絆
「
”
一
】ｏ
Ｆ

守
，

ｏ
一‘
『
ｏ

ｏ８
ぃ”
】ｐ
８

，
ｏａ
ｏ
●
８
ｏ
】”
【９

お
り
ｏ
】お

０
３

日
営
ヌ

■
Ｕ
∽
∽
ミ
８
８
・
づ
・８
”
　
等
参
照
。

ま
た
、
邦
文
献
と
し
て
、
都
留
民
子

「
フ
ラ
ン
ス
の
貧
困
に
抗
す
る
社
会
保
護
―
参
入
最
低
限
所
得
Ｒ
Ｍ
Ｉ
制
度
の
分
析
を
通
じ
て
―
」
自
梅
学

園
短
期
大
学
紀
要
二
九
号
六
三
頁

（
一
九
九
二
年
）、
同

「
フ
ラ
ン
ス
の
参
入
最
低
限
所
得

（Ｒ
Ｍ
Ｉ
）
制
度
の
受
給
者
」
自
梅
学
園
短
期
大
学
紀
要

三
二
号
四
五
頁

（
一
九
九
六
年
）、
拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
参
入
最
低
所
得

↑
ｏく
８
●
ヨ
【ユ
日
目
ｐ
ヽ
．̈
３
Ｒ
け】ｏ
じ

制
度
」
海
外
社
会
情
報

一
一

九
号
三
八
頁

（
一
九
九
七
年
）
等
参
照
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

一



法
政
研
究
二
巻
一
号

（
一
九
九
七
年
）

第

一
章

Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｉ
理
念
と
構
造

Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
現
行
鋳
麟
の
主
た
る
法
源
は
、　
一
九
八
八
年

一
二
月

号
か
ら

一
一
一
欝
柔
、

一
九
八
八
年

一
一
一月

〓

一日
の
ア
レ（だ
、

数
の
ひ
ざ
で
あ
る
。

Ｒ
Ｍ
Ｉ
を
創
設
し
た

一
九
八
八
年

一
二
月

一
日
の
法
律
第

一
〇
八
八
号
は
、
そ
の
第

一
条
に
お
い
て
、　
一
九
四
六
年

一
〇
月
二
七
日
の
憲
法
前
文
第

一
一
項
を
ほ
ぼ
援
用
し
、
「年
齢
、
肉
体
的
も
し
ぐ
は
精
神
的
状
態
、
ま
た
は
、
経
済
的
も
し
く
は
雇
用
状
況
に
よ
り
労
働
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
全
て

の
者
」
の

「公
共
団
体

↑
ｏ
一【８
出
ュ
８
３

か
ら
生
存
の
た
め
に
適
切
な
手
段
を
得
る
権
利
」
を
承
認
し
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
目
的
と
し
て
、
貧
困
に
対
す
る
闘

い
、
す
な
わ
ち
、　
一
定
の
水
準
以
下
の
所
得
し
か
な
い
者
と
そ
の
家
族
に
対
す
る

一
般
的
最
低
所
得
保
障
を
行
う
こ
と
を
掲
げ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
条
は
、
続
け
て
、
「困
難
な
状
況
に
あ
る
者
の
社
会
的
、
職
業
的
参
入
は
国
家
的
要
請
で
あ
る
」
と
規
定
し
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
目
的
が
、

単
に
一
般
的
最
低
所
得
保
障
を
行
う
こ
と
で
は
な
く
、
貧
困
な
状
態
に
あ
る
者
と
そ
の
家
族
の
社
会
的
・職
業
的
参
入
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
社
会
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
社
会
保
障
給
付
ま
た
は
一
定
の
欲
求
充
足
を
目
的
と
す
る
社
会
扶
助
と
は
異
な
り
、　
一
般
的
最
低

所
得
保
障
、
お
よ
び
、
社
会
的

・
職
業
的
参
入
の
実
現
と
い
う
新
た
な
使
命
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
制
度
は
以
下
の
よ
う
な
複
雑
な
構
造
と

な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
制
度
は
、
所
定
の
要
件
を
充
足
す
る
者
の
最
低
所
得
を
保
障
す
る
「参
入
最
低
所
得
手
当
↑
】一ｏ
ｏ
”
〓
ｏ
●
〓

■９
Ｑ
日

目
．ュ
Ｂ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
．【ａ
ｑ
餞
ｏ
じ

（以
下
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
と
略
称
と

の
受
給
権
と
、
「参
入
契
約

●
ｏ
ユ
８
け
ヽ
．̈
３
ｑ
け【ｏ
じ
」
を
媒
介
と
す
る
手
当
享
受
者

（手

（５
）

当
受
給
者
お
よ
び
手
当
額
算
定
に
考
慮
さ
れ
る
世
帯
構
成
員
）
と
公
共
団
体
の
契
約
履
行
義
務
、
具
体
的
に
は
、
享
受
者
の
社
会
的

・
職
業
的
参
入
の

五

二

日
の
法
律
第

一
〇
八
八
号
、　
一
九
八
八
年

一
二
月

一
二
日
の
デ
ク
レ
第

一
一
一
一

九
九
二
年
七
月

一
七
日
の
法
律
第
六
七
五
号
、
お
よ
び
、
そ
の
適
用
に
関
す
る
多



た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
受
給
者
と
担
当
機
関
と
の
間
で
合
意
さ
れ
た
内
容
の
諸
活
動
を
受
給
者
が
履
行
す
る
義
務
と
、
公
共
団
体
が
必
要
な
手
段
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
義
務
と
い
う
、　
一
つ
の
権
利
と
二
つ
の
義
務
を
そ
の
中
心
的
要
素
と
す
る
。

第
二
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
は
、
「全
て
の
形
態
の
排
除
、
特
に
、
教
育
、
雇
用
、
職
業
訓
練
、
健
康
、
お
よ
び
、
住
居
の
領
域
に
お
け
る
排
除
を
な
く
す
た
め

の
貧
困
に
対
す
る
闘
い
の
た
め
の
政
策
全
体
の
一
要
素
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
だ
、
他
の
社
会
的
保
護
制
度
お
よ
び
社
会
的

・
職
業
的
参
入
制
度
と

密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
受
給
者
は
、
他
の
社
会
的
保
護
給
付

へ
の
権
利
、
な
ら
び
に
、
特
別
の
社
会
福
祉
お
よ
び
雇

用
保
障

ｏ
職
業
的
自
立
援
助
制
度
を
享
受
す
る
。

第
二
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
目
的
の
実
現
の
た
め
、　
一
方
で
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
支
給
と
社
会
的

・
職
業
的
参
入
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
存
在
す
る
社
会
的
保

護
制
度
の
管
理
運
営
機
関
と
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
た
め
に
新
た
に
創
設
さ
れ
た
機
関
が
連
携
し
た
管
理
運
営
の
枠
組
み
が
作
ら
れ
、
他
方
で
、
特
に
社
会
的

ｏ
職

業
的
参
入
実
現
の
た
め
に
、
参
入
契
約
の
締
結
と
い
う
独
自
の
手
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
制
度
に
つ
い
て
、
第

一
に
、
所
得

・
生
活
保
障
お
よ
び
社
会
的

・
職
業
的
参
入
と
い
う
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
目
的
を

実
現
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
、
所
得
ｏ
生
活
保
障
給
付
お
よ
び
参
入
政
策

（
一
）
、
第
二
に
、
所
得
ｏ
生
活
保
障
の
た
め
の
手
当
の
給
付
シ
ス
テ
ム

お
よ
び
社
会
的

ｏ
職
業
的
参
入
を
実
現
す
る
シ
ス
テ
ム

（二
）
に
つ
い
て
、
順
に
そ
の
具
体
的
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

（１
）
詳
細
に
つ
い
て
は
、
特

に
、
”
〓
Ｈ
無

”
二
」
３

●
【８
ｏ
ｏ
〓
お

０
，一３
ｏ
諄
【ｏ
Ｆ

ｏ
り
。ｏ
〓

一
”
Ｑ
８
三
日

ュ̈
Ｂ
口
日

ら
、日
器
諄
【ｏ
Ｆ

口
”
】８
房

の
ｏ
ｏ
中』
８

，

０
●
・０
いけ。　
盛寺
も

（２
）
「
Ｏ
●
口
Ｈω
●
ｏ
ｏ
・ＨＯ∞
”

（３
）
「
０
０
」
】ω
●
ｏ
ｏ
。日０
∞”

（４
）
Ｒ
Ｍ
Ｉ
に
関
す
る
多
数
の
法
律
、
デ
ク
ン
、
ア
ン
テ
、
通
達
の
一
覧
に
つ
い
て
は
、
∪
【ｏ
けゴ
ロ
“
】お

り
ｑ
日
”
●
８
ご
膚
け】ｏ
●
∽
０
０い“
【ｐ
８
８
ヽ
つ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



法
政
研
究
二
巻
一
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

燿
８

Ｂ
ｐ
参
照
。

（５
）
以
下
に
お
い
て
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
受
給
権
を
有
す
る
者
を
、
「手
当
受
給
者
↑
】】ｏ
ｏ

，
一”
守
８
と
、
手
当
受
給
者
と
手
当
額
を
算
定
す
る
際
に
考

慮
さ
れ
る
そ
の
配
偶
者
、
二
五
才
未
満
の
扶
養
す
る
子
等
を
含
め
た
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
に
よ
り
生
活
を
維
持
す
る
者
を
「手
当
享
受
者
ｅ
ｇ
５
識
ｏ
【”
守
８

０
峰”
【】８
障
いｏ
じ
」
と
呼
ぶ
こ
こ
と
に
す
る
。

（↓

Ｆ

●
。
８
き

田

ｓ
ユ

ｑ

８
ｏ
。日０
郎

”
諄
』
Ｒ
・
巴
ト

一　
給
付
と
政
策

Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
目
的
は
、
最
終
的
に
は
社
会
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
者
の
参
入
、
特
に
職
業
的
参
入
に
あ
る
が
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
と
そ
の
関
連
制
度
に
よ
る
給
付

と
政
策
を
、　
一
応
そ
の
目
的

・
機
能
に
よ
り
分
類
す
る
な
ら
ば
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
給
付
と
社
会
的
保
護
給
付
へ
の
権
利
付
与
を
中
心
と
す
る

「所
得

・

生
活
保
障
給
付
」
と
、
参
入
契
約
を
媒
介
と
す
る
手
当
享
受
者
と
担
当
機
関
の
契
約
履
行
義
務
、
な
ら
び
に
、
特
別
の
社
会
福
祉
お
よ
び
雇
用
保
障

・

職
業
的
自
立
援
助
政
策
の
展
開
を
中
心
と
す
る

「参
入
政
策
」
の
二
つ
に
大
別
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
第

一
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
、
お
よ
び
、
手
当
享
受
者
に
付
与
さ
れ
る
社
会
的
保
護
給
付
等
の
、
所
得

・
生
活
保
障
給
付

（
１
）、
第
二
に
、
社
会
福
祉
お
よ
び
雇
用
保
障
・
職
業
的
自
立
政
策
等
の
社
会
的
・
職
業
的
参
入
政
策

（２
）
に
つ
い
て
、
順
に
検
討
す
る
こ
と
に
す

Ｚつ
。

１
　
所
得

・
生
活
保
障



前
述
の
よ
う
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
制
度
に
お
い
て
、
所
得
ｏ生
活
保
障
の
機
能
を
有
す
る
も
の
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当

（Ａ
）、
お
よ
び
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
享
受
者

に
付
与
さ
れ
る
社
会
的
保
護
給
付

（Ｂ
）
に
大
別
し
う
る
。

（
Ａ
）

Ｒ

Ｍ

！
手

当

（豊

ｏ
８

静
一０
ョ
Ｑ
Ｅ
お
く
０
コ
ｃ
・
ョ
ョ

ョ
Ｅ
ヨ

Ｑ
．一ヨ

０
■

ｏ
こ

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
は
、
全
額
国
庫
負
担
、
無
拠
出
制
の
い
わ
ゆ
る
逓
減
的

（Ｒ
識

，
①●
け】ｏ
し

金
銭
給
付
で
あ
る
。

同
手
当
の
受
給
要
件
は
、
人
に
関
す
る
要
件
と
そ
の
所
得
に
関
す
る
要
件
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
、
そ
の
額
は
、
受
給
者
の
世
帯
構
成
に
応
じ
て
定
め

ら
れ
る
最
低
所
得
基
準
と
受
給
者
の
所
得
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

（１
）
人
に
関
す
る
要
件

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
は
、
準
普
遍
的
な
性
格
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
受
給
権
者
は
、
海
外
領
土
を
含
む
全
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
全
て
の
者
で
あ
る
。

こ
の
人
的
適
用
範
囲
の
一
般
性
が
、
従
来
の
一
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
者
を
対
象
と
す
る
最
低
所
得
保
障
給
付
と
の
大
き
な
相
違
点
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
人
的
適
用
範
囲
の
普
遍
性
は
以
下
の
三
点
か
ら
限
定
さ
れ
る
。

ま
ず
、
第

一
は
、
年
齢
で
あ
り
、
受
給
権
者
は
二
五
歳
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
二
五
歳
と
い
う
基
準
が
設
定
さ
れ
た
の
は
、

そ
れ
未
満
の
者
の
生
活
保
障
は
、
社
会
連
帯
で
は
な
く
家
族
連
帯
の
範
疇
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
若
年
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
社
会
的

・
職
業
的
排
除
の
危
機
的
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
若
年
者
の
社
会
的

・
職
業
的
参
入
の
た
め

の

「若
年
者
援
助
基
金

（『
ｏ
●
お

０
．“
いＯ
①
営
図
下
Ｅ
一８

¨
略
称
Ｆ
Ａ
Ｊ
と

が

一
九
九
二
年
七
月
二
九
日
の
法
律
第
七
三
二
号
に
よ
り
全
県
で
設
置
が

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



法
政
研
究
二
巻

一
号

（
一
九
九
七
年
）

（１
）

義
務
づ
け
ら
れ
、
ま
た
、
若
年
者
の
職
業
的
参
入
の
た
め
の
特
別
の
雇
用
保
障
政
策
が
重
点
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
扶
養
す
“
影

（出
産
予
定
を
含
む
）
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
年
齢
制
限
も
行
わ
れ
林
だ
。
ま
た
ヽ
報
酬
を
伴
う
職

（４
）

業
訓
練
申
の
見
習
は
、
直
接
、
即
時
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
権
を
有
す
る
。
な
お
、
二
五
才
未
満
の
者
は
、
受
給
権
者
と
な
り
え
な
く
て
も
、
後
述
す

る
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
額
の
加
算
の
対
象
と
な
り
う
る
。

第
二
に
、
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
要
件
が
課
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
人
は
、
三
年
以
上
適
法
に
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
林
配
。
し
た
が

つ
て
ヽ
不
法
滞
在
者
は
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
受
給
権
を
有
し
な
い
。

第
二
に
、
学
校
の
生
徒
も
し
く
は
学
生
、
ま
た
は
、
見
習
の
身
分
を
有
す
る
者
は
、
そ
の
身
分
と
な
る
こ
と
が
ま
さ
に
参
入
契
約
の
内
容
で
あ
る
場

（６
）

合
を
除
き
、
同
手
当
の
受
給
権
を
有
し
な
い
。
こ
れ
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
が
、
高
等
教
育
等
に
お
け
る
奨
学
金
の
代
替
と
な
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
で

あ
る
。

（２
）
所
得
に
関
す
る
要
件
と
給
付
額

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
は
、　
一
定
の
最
低
所
得
保
障
を
そ
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
額
は
、
最
低
所
得
と
し
て
定
め
ら
れ
た
基
準
と
受
給
者
の
所
得

と
の
差
異
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
当
該
人
の
所
得
が
最
低
所
得
基
準
に
満
た
な
い
こ
と
が
そ
の
要
件
と
な
り
、
受

給
者
に
支
払
わ
れ
る
手
当
の
額
は
、
最
低
所
得
基
準
と
当
該
人
の
所
得
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

（ａ
）
最
低
所
得
基
準

五
六



ま
ず
第

一
に
、
最
低
所
得
基
準
は
、
受
給
者

一
人
世
帯
を
基
準
と
し
、
受
給
者
の
世
帯
構
成
に
よ
り
、
二
人
目
に
つ
い
て
は
五
〇
％
、
さ
ら
に
扶
養

家
族
が

一
人
増
え
る
ご
と
に
三
〇
％
の
加
算
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
配
偶
者
を
除
き
、
二
五
才
未
満
の
扶
養
家
族
が
二
人
以
上
い
る
場
合
は
、
二
人
目

以
上
の
扶
養
家
族
に
つ
き
四
〇
％
の
加
算
が
行
わ
鋳
“
。　
　
　
　
　
　
，

（８
）

最
低
所
得
基
準
加
算
の
対
象
と
な
る
の
は
、
受
給
者
の
配
偶
者

（事
実
婚
を
含
む
）
お
よ
び
二
五
歳
未
満
の
扶
養
家
族
で
あ
る
。

（９
）

配
偶
者
は
、
加
算
の
対
象
と
な
る
た
め
に
は
、
受
給
者
と
同
居
し
、
当
然
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
配
偶
者
が
外
国
に
居
住

し
て
い
る
場
合
は
、
最
低
所
得
基
準
は
単
身
世
帯
と
し
て
算
定
さ
れ
、
受
給
権
者
の
収
入
に
当
該
配
偶
者
の
収
入
は
考
慮
さ
れ
て
ほ
型
。
配
偶
者
が
フ

ラ
ン
ス
に
居
住
し
て
い
る
が
同
居
し
て
い
な
い
場
合
は
、
当
該
配
偶
者
は
世
帯
構
成
員
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
最
低
所
得
基
準
は
単
身
世
帯
を
基
準
と
し

て
算
定
さ
れ
る
が
、
当
該
配
偶
者
の
所
得
は
扶
養
義
務
と
し
て
受
給
権
者
の
所
得
算
定
に
考
慮
さ
れ
る
。
他
方
、
配
偶
者
に
つ
い
て
は
、
受
給
者
と
は

異
な
り
、
加
算
の
対
象
と
な
る
た
め
に
い
か
な
る
年
齢
要
件
も
存
在
し
格
祀
。
ま
た
ヽ
学
生
の
身
分
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
か
ま
わ
な
い
。

配
偶
者
以
外
の
扶
養
家
族
に
つ
い
て
は
、
加
算
の
対
象
と
な
る
た
め
に
は
、
受
給
者
と
同
居
し
、
二
五
才
未
満
で
扶
養
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
件
と

な
る
。
た
だ
し
、
当
該
子
は
、
結
婚
し
て
い
る
場
合
、
た
と
え
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
権
者
の
資
格
を
持
た
な
く
て
も
加
算
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

受
給
者

一
人
世
帯
の
最
低
所
得
基
準
は
、
年
に
二
回
、
デ
ク
ン
に
よ
り
物
価
の
変
動
に
応
じ
て
改
訂
さ
れ
、　
一
九
九
七
年

一
月

一
日
現
在
、
月
額
二

四
〇
二
、
九
九
フ
ラ
ン
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
低
所
得
基
準
は
、
そ
の
世
帯
構
成
に
よ
り
、
次
の
表
１
１
１
に
示
す
額
と
な
る
。

こ
の
最
低
所
得
基
準
を
、
法
定
最
低
賃
金
お
よ
び
他
の
主
要
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
最
低
所
得
保
障
手
当
の
額
と
比
較
す
る
と
、
次
の
表
１
１
２
の
よ
う

に
な
る
。

こ
の
最
低
所
得
基
準
は
、　
一
方
で
受
給
者
及
び
そ
の
家
族
の
最
低
生
活
保
障
を
理
念
と
し
つ
つ
も
、
他
方
で
受
給
者
お
よ
び
他
の
労
働
者
の
勤
労
意

欲
を
喪
失
さ
せ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
法
定
最
低
賃
金

６
〓
Ｈ９

と
あ
る
程
度
の
差
を
設
け
る
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。　
一
九
九
七
年
七
月

一

日
現
在
、
法
定
最
低
賃
金
は

一
時
間
三
七
、
九

一
フ
ラ
ン
で
あ
り
、
週
二
九
時
間
労
働
す
る
と
す
る
と
月
額
六
四
〇
六
、
七
九
フ
ラ
ン
と
な
る
。
し
た

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



く表 1-1〉
RMl手当の最低所得基準 (月 額 :フ ラン)(1997・ 1・ 1現在)

受給者 手当額
二五才未満の扶養する子がいる場合

人 人 一人増える毎に

単 身 者 2.402,99 3.604,48 4.325,38 ■961,19

カップル 3.604,48 4。 325,38 5.046,27 ■961,19

く表 1--2〉

法定最低賃金および主な最低所得保障手当の月額 (1997・ 1・ 1現在)

法
政
研
究
二
巻

一
号

（
一
九
九
七
年
）

法定最低賃金 (SMIC) 月169時間労働 6.406,79(フ ラン)

最低所得保障 (revenus mi面 maux)

参入最低所得 (RMI) 単身者 2.402,99

夫婦 31604,48

夫婦と子供一人 4.325,38

単身者と子供一人 3.604,48

以降子供一人につき 961,19

単親手当 (APl) 単親と子供一人 4.217

子供二人 5。 271

子供二人 6.325

成年障害者手当 (AAH) 3.433,08

要介護加算 2.238,62～ 4.477,24

高齢者最低所得 (MV) 単身者 3.433,08

夫婦 6.158,83

腹魏澪替最推顧喘得 (MI) 単身者 3.433,08

夫婦 6.158,83

要介護加算 5。 596,55

失業扶助

参入手当 (Al) 30日分 1.311

特別連帯手当 (ASS) 30日分 2.220,3

一定の要件を充足 3.189

憔劇斗:h/16肛Kttto pratique Francis Lefevre,Social,1997よ リイT成

五

八



が
っ
て
、
受
給
者

一
人
世
帯
の
最
低
所
得
基
準
は
、
法
定
最
低
賃
金
の
約
二
七
、
五
％
で
あ
る
。

ま
た
、
他
の
主
要
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
最
低
所
得
保
障
手
当
の
額
は
、
六
五
才
以
上

ス
労
働
不
能
の
場
合
は
六
〇
才
以
上
）
の
高
齢
者
に
対
す
る
高
齢

者
最
低
所
得

（Ｍ
Ｖ
）
が
、　
一
九
九
七
年

一
月

一
日
現
在
、　
一
人
世
帯
で
は
年
四

一
一
九
七
フ
ラ
ン
、
月
額
約
二
四
三
二
、
〇
八
フ
ラ
ン
、
二
人
世
帯

で
は
年
七
三
九
〇
六
フ
ラ
ン
、
月
額
約
六

一
五
八
、
八
三
フ
ラ
ン
と
な
り
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
一
・
五
倍
か
ら
二
倍
と
な
る
。

三
分
の
二
以
上
の
労
働
能
力
を
喪
失
し
た
廃
疾
者
に
対
し
て
保
障
さ
れ
る
廃
疾
者
最
低
所
得

（Ｍ
Ｉ
）
は
、
高
齢
者
最
低
所
得

（Ｍ
Ｖ
）
と
同
額
で

あ
り
、
さ
ら
に
日
常
生
活
に
第
二
者
の
介
護
が
必
要
な
場
合
は
、
年
額
六
七

一
五
八
、
七

一
フ
ラ
ン
、
月
額
五
五
九
六
、
五
五
フ
ラ
ン
が
加
算
さ
れ
る
。

原
則
と
し
て
二
〇
才
以
上
の
、
五
〇
％
以
上
の
労
働
不
能
で
あ
る
障
害
者
に
対
す
る
成
年
障
害
者
手
当

（Ａ
Ａ
Ｈ
）
は
、　
一
九
九
七
年

一
月

一
日
現

在
、
三
四
三
二
、
〇
八
フ
ラ
ン
で
あ
り
、
さ
ら
に
八
〇
％
以
上
の
労
働
不
能
で
要
介
護
状
態
に
あ
る
者
は
、
補
足
手
当
と
し
て
月
二
二
三
八
、
六
二
フ

ラ
ン
か
ら
四
四
七
七
、
二
四
フ
ラ
ン
が
加
算
さ
れ
る
。

三
才
未
満
の
子

（出
産
予
定
を
含
む
）
を

一
人
で
扶
養
す
る
者
に
対
す
る
単
親
手
当

（Ａ
Ｐ
Ｉ
）
は
、　
一
九
九
七
年

一
月

一
日
現
在
、
扶
養
す
る
三

才
未
満
の
子
が

一
人
の
場
合
、
月
四
二
一
七
フ
ラ
ン
、
二
人
の
場
合
五
二
七

一
フ
ラ
ン
、
二
人
の
場
合
六
三
二
五
フ
ラ
ン
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
職
業
的
自
立
が
困
難
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
者
に
対
す
る
最
低
所
得
保
障
と
比
較
し
て
も
、
や
は
り
、
職
業
的
参
入
意
欲
の
喪
失
を
防
ぐ

た
め
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
保
障
水
準
は
低
ぐ
設
定
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
失
業
保
険
給
付
の
受
給
資
格
を
有
し
な
い
者
、
お
よ
び
、
受
給
期
間
を
過
ぎ
て
な
お
失
業
し
て
い
る
者
に
対
す
る
失
業
扶
助
で
あ
る
参
入
手

当

（Ａ
Ｉ
）
は
、　
一
九
九
二
年

一
月

一
日
以
降
、　
一
日
四
三
、
七
〇
フ
ラ
ン
、
月
額

一
三

一
一
フ
ラ
ン

（三
〇
日
分
）
で
あ
り
、
特
別
連
帯
手
当

（Ａ

Ｓ
Ｓ
）
は
、　
一
九
九
四
年

一
月

一
日
以
降
、　
一
日
七
四
、
〇

一
フ
ラ
ン
、
月
額
二
三
二
〇
、
三
フ
ラ
ン

公
二
〇
日
分
）、
年
齢
と

一
定
の
被
保
険
者
期
間

を
充
足
す
る
者
に
つ
い
て
は
、　
一
日

一
〇
六
、
三
〇
フ
ラ
ン
、
月
額
三

一
八
九
フ
ラ
ン

（三
〇
日
分
）
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

・
職
業
的
参
入

五
九



法
政
研
究
二
巻
一
号

（
一
九
九
七
年
）

（ｂ
）
所
得
算
定

次
に
、
受
給
者
の
所
得
算
定
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
補
足
的
性
格
に
基
づ
き
、
原
則
と
し
て
、
当
該
世
帯
の
、
全
て
の
職
業
活
動
に
伴
う
収

（・２
）

入
、
財
産

・
利
子
所
得
な
ら
び
に
、
他
の
全
て
の
金
銭
お
よ
び
現
物
の
社
会
的
保
護
給
付

（社
会
保
険
給
付
、
家
族
給
付
、
失
業
給
付
、
他
の
社
会
扶

助

・
最
低
所
得
保
障
給
付
）
が
受
給
者
の
収
入
と
し
て
算
定
さ
極
饗
。

（・４
）

ま
た
、
配
偶
者
も
し
く
は
前
配
偶
者
間
、
ま
た
は
、
親
子
間
の
扶
養
債
権
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
給
付
に
優
先
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
第

一
に
、
医
療
の
現
物
給
付
、
要
介
護
者
の
介
護
手
当
、
自
宅
保
育
手
当
、
初

・
中
等
教
育
の
奨
学
金
、
死
亡

一
時
金
、
埋
葬
費

用
等
、
特
定
の
出
費
補
填
の
た
め
の
社
会
的
保
護
給
付
は
、
受
給
者
の
所
得
算
定
か
ら
除
外
さ
秘
機
。

ま
た
、
第
二
に
、
後
述
の
三
種
類
の
個
別
住
宅
援
助
´
（Ｌ
８
∽
ｏ
ｏお
８
５
ｏ
】【３
”
ｃ
】ｏ
”
ｏお
ｏ
諄
）
に
つ
い
て
は
、
デ
ク
ン
に
よ
り
家
族
構
成
に
応
じ
て

定
め
ら
れ
た

一
定
額
の
み
が
所
得
と
し
て
参
入
さ
』
饗
。

そ
し
て
第
二
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
後
開
始
さ
れ
た
職
業
活
動
に
伴
う
収
入
に
つ
い
て
は
、
受
給
者
の
労
働
意
欲
を
促
進
す
る
た
め
、
後
述
の
雇
用

連
帯
契
約

（Ｃ
Ｅ
Ｓ
）
に
よ
る
収
入
に
つ
い
て
は
、
そ
の
七
二
％
、
他
の
職
業
活
動
に
伴
う
収
入
に
つ
い
て
は
、
五
〇
％
の
み
を
所
得
と
し
て
算
定
す

る
。
換
言
す
れ
ば
、
雇
用
連
帯
契
約

（Ｃ
Ｅ
Ｓ
）
に
つ
い
て
は
そ
の
二
八
％
、
そ
の
他
の
職
業
収
入
に
つ
い
て
は
そ
の
五
〇
％
を
最
低
所
得
基
準
に
加

算
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
雇
用
連
帯
契
約

（Ｃ
Ｅ
Ｓ
）
の
締
結
者
、
お
よ
び
、　
一
年
以
上
職
業
安
定
所
に
失
業
者
と
し
て
登

（・７
）

録
し
て
い
た
者
を
除
い
て
は
、
こ
の
特
例
措
置
は
、
七
五
〇
時
間
分
の
労
働
を
限
度
と
す
る
。

（１
）
Ｆ
●
．
田
‥８
８

３
ユ
Ｒ

Ｏ
い９
８
８
・
”
ユ
。お
も
２

，
日
ｏ
Ｐ
り
鶴

ｒ
。
●
．
掲
‐ｄ
Ｐ
Ｓ

言
】Ｈ〓
８
Ｐ

，
ュ
ト
　
な
お
、
若
年
者
援
助
政
策
に
つ
い
て

の
詳
細
は
、
〓
お
Ｆ
鮎
厠
ｏ
”
の
同
↓
↓
０
２

”
ｏ
ぴ
ｏユ
Ｈ
＞
『
Ｑ
四
押
ｏ
り
。ｏ
〓
・
づ
。Ｎ
∞ω
２

，
ヽ
り
。Ｎ
Ｏ「
２
９
〕
”
目
ｏ
Ｚ
口

Ｃ
∪
Ｌ
ビ
ｏ
オ
●
８

０
．出
Ｏ
ｏ
営
買



』①”Ｅ
５
コ
】召
口
∽
∽
・
【００
０

，
Ｕ
・０
０
０
。　
笙
Ｉ
李
招
。ヽ

（２
）
「扶
養
す
る
子
」
と
は
、
家
族
手
当
の
対
象
と
な
る
子
、
ま
た
は
、
受
給
者
に
継
続
的
か
つ
真
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
二
五
才
未
満
の
子
も
し
く
は

そ
の
他
の
者
で
あ
る

０
。
い
。
田
〓【
Ｈ８

Ｐ

Ｎ

８
９
卜８
Ｐ

，
■

ド
）
。

（３
）
ｒ

口
。
田
き

８

８

【ｑ

８
ｏ
。
３
郎

”
ュ
■
Ｒ
Ｌ

ト

（４
）
ｒ
・
●
。
∞
甲
Ｈｏ
∞
∞
Ｏ
ｓ
ｒ
Ч
ａδ
Ｑ
い０
∞
Ｐ

，
ユ
・ド
日
ｏ
ｐ
●
“
【
ｒ
・
●
。
０
や
ヽ
ＮＮ
Ｎ
ｏ
一ュ
■
ド００Ｐ
”
諄
・♪
〕
Ｏ
ω
ｏ
一Ｌ
】【・い０
０Ｎ
〕
∪
。
●
．
∞”
Ｈ【
ＨＨ
●
磐
日Ｎ
無
ド
・

ＨＯ鮫
ｒ
”
諄
。や
「
０
０
口
Ｐω
勲
お
い０
∞
∞
〕
０
■
・Ｕ
∽
∽
＼∪
Ｈ”
マ
ロ
ロ
。
一
ω
＼
ｏ釧
０
口
Ｎ
Ｏ
■
５
あ

いｏ
ｏ
Ｐ
（瞥
”
や
Ｆ
のｏｏ一。Ｆ
ゆド
Ｎ
ｏ”
のｃ
口
〇
”
欧
・
ｏｏ

，
●
．
Ｏω＼
ＨＰ

∞
』に【̈
】一。いりＯ
ω
・

（５
）
ｒ
●
。
８
‥Ｈｏ〓

針
ユ
ｑ

獄
ｏ
，Ｈ８
Ｐ
“
諄
”

』
卜
　
適
法
な
滞
在
要
件
に
つ
い
て
、
詳
細
は
、
Ｏ
ｐ
ｐ
・
”
諄
。
ロ

ロ
釧
占
ツ
ロ

巨
釧
ふ
¨
９
『・∪
∽
∽
ヽ

∪
男
〓
Ｈ
い
。
０
く
ヽ
ヽ
「

日
Ｌ

８
湯
。
参
照
「

（６
）
ｒ
・
い
。
∞
甲
ドｏ
∞
∞
０
●
ｒ
ｑ
Ｏ
ｏｏ
・い０∞
Ｐ
”
二
ヽ
・

（
７
）
∪
・
●
。
∞
甲
い
い
い
い
０
●
Ｈ
Ｎ
無
ど

，Ｈ
Ｏ
∞
Ｐ

”
諄
。ｒ

（
８
）
∪
・
●
．
∞
∞
〓い
い
い
Ｐ

，
一
い
Ｎ
無

９̈
Ｈ
Ｏ
∞
Ｐ

“
詳
●

２

Ｎ
ヽ
「
０

０
口
Ｈ
ω
Ｑ
ｏ
ｏ
Ｈ
ｏ
∞
∞
一
０
いい
∪
∽
∽
＼
∪
【”
〓
Ｈ
●
。
０
∞
＼
Ｏ
ｕ
Ｐ
一
Ｎ
０
８
“
易

【
０
０
”

（９
）
前
述
の
よ
う
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
す
る
こ
と
が
要
件
で
あ
る
か
ら
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
は
、
当
然
フ
ラ
ン
ス
に

居
住
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（１０
）
Ｈわ
け嗜
ｏ
日ｏ
ｏ
ｏ
●
Ｈｏ
０９

（１１
）
０
中，
∪
∽
∽
Ｕヽ
Ｈ”
〓
Ｈ
●
。
０”
＼〇い

，
一
い
０
日
”
３

８
０Ｐ
Ｑ
Ｆ“
づ
卜
ｏｏ３
・Ｆ
富
・Ｆ

（・２
）
資
本
に
つ
い
て
は
、
そ
の
運
用
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
子
所
得
の
み
が
所
得
に
参
入
さ
れ
、
資
本
そ
の
も
の
が
参
入
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、

自
身
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
不
動
産
に
つ
い
て
は
、
そ
の
賃
貸
価
値
の
五
〇
％
、
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
土
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
価
格
の
八

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
一
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工全
一

〇
％
、
運
用
さ
れ
て
い
な
い
資
本
に
つ
い
て
は
、
そ
の
三
％
が
収
入
と
し
て
算
定
さ
れ
る

（口

い
。
〓
‥目
〓

２
ユ
Ｎ
一
８
。３
“
ヽ
鶴
一卜
）

（・３
）
ｒ
・
い
ｏ
∞
”
Ｈ【
【
【
ヽ
●
ＨＮ
無
ド

，日０
∞
Ｐ
”
ユ
も
〕
∪
・
●
。
∞”
ＨＨ
Ｐ
円
Ｏ
ｃ
ＰＮ
０
００
，ＰＯ
∞
Ｐ
”
諄
・”

（
・４
）

ｒ
・
・
ｏ
∞
”
日
ｏ
∞
∞
０
」

Ｈ
９
一
無
ド
・日
０
∞
Ｐ

，
Ｈ
一
・Ｎ
Ｐ

〕
０

０
Ｌ
ω
へ５
ｏ
い
０
∞
∞
一
０
守
・
∪
∽
∽
＼
∪
Ｈ”
を
目

い
。
０
∞
＼
ｏ
ｕ
Ｏ
」
い
０
■
５
鑽
〕
い
Ｏ
ｏ
Ｐ

貯^
“
り
。Ｆ
の
ｏ
ｏ
け
・Ｎ

ゆ
ド

”
”
Ｆ
”
〇
”
欧
・ｏｏ

，
●
。
ｏ
∞
＼
Ｈｏ
ヽ
口
∞
一●
中【Ｈい
０
０
”

（・５
）
∪
・
・
●
∞
甲
Ｈ
Ｈ
【
日
ら
」
Ｈ
Ｎ
０
０
０
・い
０
∞
Ｐ

，
ユ
・Ｐ
「
０
０
Ｌ
日い
Ｏ
ｏ
Ｏ
ＨΦ
∞
∞
〕
０
守
・
∪
∽
∽
ヽ
∪
目
Ｃ
ヽ
Ｈ
い
。
燎
く
ｏ
ｕ
Ｏ
●
Ｎ
Ｏ
日

，
あ

Ｈｏ
ｏ
”

（・６
）
∪
・
い
ｏ
∞
”
ロ
ド
ド
【
０
●
【Ｎ
ヽ
０

，
ＨＯ
∞
Ｐ

，
ユ
・ｐ

（・７
）
∪
。
日
ｏ
∞
甲
日
Ｈ
【
〓
０
●
ＨＮ
ヽ
０

，
ＰＯ
∞
Ｐ
”
ユ
・Ｈ
Ｐ
■
５

，
り

，
『
∪
・
い
。
ｏ
Ｎ
＼
『ω
Ｏ
ヽ
●
ω
Ｏ
一●
い【】・い
０
０
Ｎ
”
ユ
ｂ
ｏ
「
０
０
●
ω
Ｈ
一●
】̈Ｆ
Ｈ
０
０
Ｎ
一
０
■
・
Ｕ
∽
∽
＼
∪
Ｈ卿
り
自

口
。
Ｏ
ω
＼
Ｏ
ｕ
（〓

Ｎ
Ｏ
日

，
あ

Ｈ
り
Ｏ
Ｐ

ｏ
Ｆ
”
リ
ト

∽
①
鮮

，Ｎ

富

・ド
ド

（Ｂ
）
社
会
的
保
護
給
付

Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
目
的
は
社
会
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
者
の
排
除
状
態
の
解
消
と
参
入
の
実
現
で
あ
る
が
、
前
述
の
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
に
よ
る
所
得
保
障
は
、
そ

れ
だ
け
で
は
受
給
者
の
真
の
社
会
の
構
成
員
と
し
て
の
参
入
実
現
に
と
っ
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
受
給
者
に
対
し
て
は
、
特
に
、
そ
の
医
療
、

住
居
の
保
障
の
た
め
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
社
会
的
保
護
給
付
へ
の
権
利
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。

（１
）
出
産

・
疾
病
保
障

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
受
給
者
お
よ
び
そ
の
手
当
の
算
定
基
礎
と
な
る
世
帯
構
成
員
で
、
疾
病
保
険
の
被
保
険
者
資
格
を
有
さ
ず
、
ま
た
は
、
疾
病
、
出
産



に
対
す
る
義
務
的
制
度
の
い
か
な
る
現
物
給
付
に
対
す
る
権
利
も
持
た
な
い
者
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
の
受
給
権
発
生
後
、
個
人
保
険

↑
８
贅
”
Ｒ
①

（１
）

Ｒ
滉
８
５
ｏ【】ｅ

の
加
入
者
と
し
て
、
賃
金
労
働
者
を
主
た
る
被
保
険
者
と
す
る
一
般
制
度
の
加
入
者
と
同
等
の
疾
病
、
出
産
に
対
す
る
現
物
給
付
を
享

（２
）

受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
個
人
保
険
は
、
社
会
保
障
の
義
務
的
制
度
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
の
、
疾
病
、
出
産
リ
ス
ク
を
保
障
す
る

た
め
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。

同
保
険
の
保
険
料
は
、
手
当
受
給
者
が
他
に
何
ら
か
の
家
族
給
付
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
家
族
手
当
金
庫

６
Ｌ
８
８

ヽ
。”
〕【ｏ
Ｏ
洋
ざ
お

い
日
Ｌ
Ｈ̈
』
３
）、

そ
う
で
な
い
場
合
は
、
県
ま
た
は
国
が
こ
れ
を
負
担
ヽ
花
。
ま
た
ヽ
医
療
の
自
己
負
担
分
は
、
県
の
医
療
扶
助
↑
い８

８
ｏ８
ｏ
”
【こ
が
こ
れ
を
負
担
舛
ダ
。

し
た
が
っ
て
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
受
給
者
お
よ
び
そ
の
手
当
の
算
定
基
礎
と
な
る
世
帯
構
成
員
は
、
個
別
保
険
の
加
入
者
と
し
て
、
無
料
で
疾
病
、
出
産

に
対
す
る
現
物
給
付
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（２
）
労
災
補
償

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
受
給
者
お
よ
び
そ
の
手
当
の
算
定
基
礎
と
な
る
世
帯
構
成
員
は
、
賃
金
労
働
者
、
ま
た
は
、
見
習
も
し
く
は
職
業
訓
練
従
事
者
で
あ

れ
ば
、
そ
の
資
格
に
基
づ
き
、
社
会
保
障
制
度
の
労
災
補
償
の
適
用
対
象
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
参
入
契
約
に
基
づ
く
職
業
的
参
入
の
た
め
の
活
動
中
、
ま
た
は
、
そ
の
活
動
場
所
と
自
宅
と
の

往
復
路
で
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
「労
働
災
害
」
と
し
て
の
補
償
が
行
わ
れ
、
被
害
者
は
、
治
療
の
た
め
の
現
物
給
付

（自
己
負
担
な
し
）
お
よ
び
障
害

（５
）

が
残
っ
た
場
合
は
そ
の
程
度
に
応
じ
て
障
害
年
金
ま
た
は
一
時
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
、
受
給
者
の
職
業
的
参
入
の
た
め
の
活
動
へ

の
労
災
補
償
適
用
に
つ
き
、
労
災
保
険
加
入
お
よ
び
保
険
料
支
払
と
い
う

「使
用
者
」
責
任
を
負
担
す
る
の
は
、
当
該
職
業
的
参
入
の
た
め
の
活
動
を

実
施
し
て
い
る
公
的
ま
た
は
私
的
法
人
で
ぁ
機
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ全
二
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（３
）
住
宅
保
障

・
´
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
７

）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

¨

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
適
正
な
住
宅
保
障
の
た
め
、
家
族
手
当
金
庫
に
よ
り
管
理
運
営
さ
れ
る
所
得
制
限
の
あ
る
無
拠
出
性
金
銭
給
付
と
し
て
、

現
在
三
種
類
の
個
別
住
宅
援
助

Ｆ
邑
３
需
８
８
８
〓
３
・”
口
一ｏ
鴨
日
８
じ

が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、　
一
般
‐的
な
住
宅
費
用
補
助
と
し
て
の
性
格
を
有

し
、　
一
定
の
指
定
さ
れ
た
住
宅
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
個
別
住
宅
補
助

（“
い一
ｏ
ｏ
ｏ湧
ｏ
日

，
【ぉ
８

，
●
一ｏ
鴨
目
８
■

略
称
Ａ
Ｐ
』
だ
主
と
し
て
家
族

負
担
の
大
き
い
者
に
対
す
る
家
族
手
当
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
家
族
住
宅
手
当

Ｃ
【一ｏ
ｏ

，
ユ
ｏ
●
●
Φ
】Ｏ
ｍ
０
８
ｏ
ヨ
雪
邑
【い●
Ｆ
¨
略
称
Ａ
Ｌ
・卜
一
お
よ
び
ヽ

高
齢
者
、
長
期
失
業
者
等
困
難
な
状
況
に
あ
る

一
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ト
の
者
を
対
象
と
す
る
社
会
住
宅
手
当

（“
一一ｏ
３
Ｌ
ｏ
●
Ｑ
ｏ
い０
鴨
ヨ
８
一
８
ｏ
ぃ”
ぉ
¨
略

称
Ａ
Ｌ
・輪

）で
あ
亀

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
は
、
個
別
住
宅
補
助

（Ａ
Ｐ
Ｌ
）
ま
た
は
家
族
住
宅
手
当

（Ａ
Ｌ
Ｆ
）
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
社
会
住
宅
手
当

（Ａ
Ｌ
Ｓ
）
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
社
会
住
宅
手
当
は
、　
一
定
の
水
準
以
上
の
住
居
に
つ
き
、　
一
定
の
最
低
基
準
と
現
実
に
支
払
わ
れ
る
家
賃

の
差
額
を
補
助
す
る
手
当
で
あ
り
、
受
給
者
の
所
得
と
家
族
構
成
に
応
じ
て
補
助
を
受
け
う
る
割
合

（最
高
九
〇
％
）
が
決
定
さ
れ
る
。

（１
）
Ｆ
巨
。
８
，‐置
置

き

馬

ヽ
８
・じ
曽
・

，
諄
。ふ
・　
な
お
、
農
業
従
事
者
を
対
象
と
す
る
農
業
制
度
お
よ
び
農
業
以
外
の
自
営
業
者
を
対
象
と
す
る
独

立
制
度
の
加
入
者
で
あ
っ
て
、
保
険
料
不
払
い
の
た
め
に
受
給
資
格
を
失
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
特
別
規
定
が
あ
る

（Ｆ

い
。
∞一
・〓
に

〓

馬

ら
，
。

Ｈ縮
Ｐ

，
■
・ら
し

（２
）
０
わ
あ
い

，
諄
。
い
。ヽ
ト
ド出
８

，
・
”
諄
・
”
。ヽ
ト
ド■
８

，
・
”
諄
・
Ｕ
″『
卜
【出
８
ｏ。
Ｎ卜
Ｎ
■
３
ｏ・

（３
）
０
あ
あ
ε

，
ユ
・
Ｆ
・『ト
ト・Ｈ，Ｆ
”
諄
。
”
・『卜
響‐Ｈ∞
・・
０
。「
・＞
わ
せ
”
諄
。
い０，

ヽ
 ハ

四
｀



（４
）
０
。「
・＞
あ
ｔ
”
諄
・Ｈ
∞
ヽ
‐ド

（５
）
０
。∽
・∽
せ
”
詳
・
Ｕ
卜
Ｈ甲
”
０
一
０
守
・Ｕ
∽
∽
＼
∪
Ｈ”
て
目
い
。
Ｏ
ω
＼
〇
釧
０
」
Ｎ
Ｏ
日

，
【ｏ
ぃ０
０
Ｐ
Ｏ

，
”
や
Ｈく
・
ｏｏ
ｏ
け。Ｐ
ｏ

，
”
や
目
。
りｏ
ｏ
一・Ｐ
ゆド

（６
）
０
。∽
・∽
ｃ
”
詳
。
Ｕ
ヽ
ドＹ
甲
Ｈｏ
〕
０
■
・Ｕ
∽
∽
＼
∪
Ｈ”
で
日
い
。
０
∞
＼
０
０
０
●
Ｎ
Ｏ
■
５
『∽
い０
０
Ｐ
（浄
”
り
。日
ヽ
梁
る
一・Ｐ
ゆド

（７
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
住
宅
保
障
政
策
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
〓
】ｏ，
２

口
〇
”
の
同
↓
↓
０
２

”
ｏ
げ
ｑ
〓
層
「
Ω
召
〕・
ｏ
Ｏ
Ｌ
Ｆ

，
〓
卜
２

，

（８
）
０

，ｏ
Ｒ
あ
■
２

，
，
メ
・
“
諄
。
ｒ

，ω
ｕ
Ｈ
３

ｏ・

（９
）
０
あ
わ
せ

，
諄
。
い
。い
ヽ
や
日
無

∽。

（１０
）
０
あ
あ
こ
”
ユ
。・Ｆ
，∞
ω
Ｈ
‥Ｎ
”
・∞
ω
日
・】
ω
Ｒ

∞
ω
日，Ｈω
‐ｒ

２
　
参
入
政
策

（ｏ
ｏ
澤
い８
８
０
．い３
ｏ諄
ｏ̈じ

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
参
入
の
た
め
の
諸
政
策
は
、
社
会
的
参
入
政
策

Ｃ
ｏ澤
】８
８

０
、̈３
ｏ〓
】ｏ●
８
ｏ【”
一ｅ

（Ａ
）
と
職
業
的

参
入
政
策

（り
ｏ
澤
ご
Ｆ８
０
．一３
ｏ諄
【ｏい
「
Ｒ
３
りす
目
①【【じ

（Ｂ
）
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

（Ａ
）
社
会
的
参
入
政
策

社
会
的
参
入
政
策
と
は
、
個
人
が
そ
の
職
業
的

・
家
族
的
生
活
を
よ
り
良
く
営
む
の
を
援
助
し
、
そ
の
環
境
に
有
用
な
全
て
の
サ
ー
ビ
ス
・
活
動
を

含
む
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
、
健
康
、
教
育
、
住
宅
、
水

・
電
気

・
ガ
ス
供
給
、
都
市
整
備
、
任
意
的
社
会
扶
助
等
の
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
、
社
会

的
参
入
政
策
と
し
て
利
用
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユハ
五
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六

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
も
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
家
族
手
当
金
庫
、
公
的
機
関
で
あ
る
住
居
お
よ
び
社
会
復
帰
セ
ン
タ
ト

（Ｃ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
）、

職
業
活
動
復
帰
セ
ン
タ
ー

（Ｃ
Ａ
Ｖ
Ａ
）、
住
宅
連
帯
基
金

（Ｆ
Ｓ
Ｌ
）
、
都
市
政
策
基
金

（Ｆ
Ｉ
Ｖ
）
等
多
様
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
個
別
的
ま
た
は
集
団
的
サ
ー
ビ
ス
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
保
護
を
受
け
る
者
の
自
立
の
獲
得
、
維
持
、
発
展
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
各
個
人
に

対
し
、
そ
の
能
力
と
必
要
性
に
最
も
応
じ
た
社
会
的
参
入
方
法
を
提
示
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
ぃ
れ
。

（１
）
詳
細

は
、
”
〓
Ｈ
２

”
簿
『
８

Ｒ
３

ｏ
ａ
Ｌ
お

０
．【房

ｑ
け【ｏ
Ｆ

ｏ
ｏ
こ
Ｆ

い
。
３
【
３

ｐ

（Ｂ
）
職
業
的
参
入
政
策

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
労
働
市
場
へ
の
参
入
に
特
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
者
の
職
業
参
加

ｏ
雇
用
保
障
の
た
め
に
、
「援
助
付
契
約

（８
●
嗜
”雰

Ｌ
積
のこ
と
総
称
さ
れ
る
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
者
を
雇
用
し
た
使
用
者
に
対
し
社
会
保
険
料
の
免
除
、
賃
金
の
一
部
公
的
負
担
等
の
特
典
を
与
え
る

こ
と
に
よ
り
こ
れ
ら
の
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
多
様
な
形
態
の
労
働
契
約
、
見
習
ま
た
は
職
業
訓
練
を
受
け
る
者
と
受
け
入
れ
る
使
用
者
に
対
す
る
援

助
、
参
入
企
業
に
よ
る
雇
用
、
非
営
利
社
団
に
よ
る
派
遣
、
独
立
事
業
を
営
む
者
に
対
す
る
援
助
等
、
多
様
な
職
業
的
参
入
政
策
が
展
開
さ
れ
て
」
れ
。

以
下
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
職
業
的
参
入
政
策
の
う
ち
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
を
対
象
と
し
て
含
む
主
た
る
も
の
と
し
て
、
援
助
付
契
約
（１
）、
職
業

訓
練
援
助

（２
）、
特
別
の
形
態
の
企
業
に
よ
る
雇
用

（３
）、
独
立
事
業
に
対
す
る
援
助

（４
）
を
順
に
検
討
す
る
。

（１
）
援
助
付
契
約

●
ｏ詳
轟
け
出
０
０Ｃ



職
業
参
加
・雇
用
保
障
の
た
め
に
使
用
者
に
援
助
を
行
う
援
助
付
契
約
の
中
で
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
を
対
象
と
し
て
含
む
主
要
な
も
の
と
し
て
は
、

現
在
、
「導
入
一雇
用
契
約

（８
詳
『誅

〓
〓
臓
】お
お
日
づ
【２
¨
略
称
Ｃ
Ｉ
Ｅ
と
、
「雇
用
連
帯
契
約

Ｆ
ｏ
詳
Ｓ
一
８
８
【ｏ
】‥８
一一０
”
澤
ｏ
¨
略
称
Ｃ
Ｅ
Ｓ
と
、

「雇
用
補
強
契
約

↑
ｏ
●
言
稗

①日
づ
】０
‐̈８
ａ
ｏ
一ぃＲ
志

¨
略
称
Ｃ
Ｅ
Ｃ
と

等
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
労
働
契
約
は
、
期
間
の
定
め
な
く
締
結
で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、　
一
般
的
に
は
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
、
い
わ
ゆ
る

非
典
型
労
働
契
約

（８
簿
ご
一
鮎
①
一Ｓ
く
”
〓
鉾
を

ｏ̈
口
こ

で
あ
り
、
使
用
者
の
社
会
保
険
料
免
除
、
賃
金
の
一
部
補
助
と
い
う
援
助
の
他
、
期
間
の
定

め
の
あ
る
労
働
契
約
、
従
業
員
数
の
算
定
に
関
す
る
使
用
者
の
義
務
の
軽
減
を
伴
う
特
別
の
契
約
で
あ
る
。

（
ａ
）
導
入
雇
用
契
約

（Ｃ
Ｉ
Ｅ
）

「導
入
雇
用
契
約

（Ｃ
Ｉ
Ｅ
と

は
、　
一
九
九
五
年
八
月
四
日
の
法
律
第
八
八

一髪
）に
よ
り
、
以
前
の
「
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
の
雇
用
の
た
め
の
契
約
」

お
よ
び

「雇
用
復
帰
契
約

（８
諄
８
け
Ｏ
①
喘鮮
ｏ
負

ツ
一．０日
●
【２
¨
略
称
Ｃ
Ｒ
Ｉ
と

に
代
え
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
お
よ
び
そ
の
配

偶
者
の
他
、
障
害
者
、
五
〇
才
以
上
の
求
職
者
、
三
年
以
上
の
失
業
者
、
遺
族
給
付
受
給
者
、
扶
養
家
族
を
有
す
る
単
身
女
性
、
外
国
で
失
業
し
た
フ

ラ
ン
ス
人
等
を
そ
の
対
象
と
す
る
。

同
契
約
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
の
場
合
、
週
労
働
時
間

一
六
時
間
以
上
の
、
期
間
の
定
め
の
な
い
、
ま
た
は
、　
〓

一か
月
以

上
二
四
か
月
未
満
の
期
間
の
定
め
の
あ
る
書
面
に
よ
る
労
働
契
約
と
し
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
以
外
の
個
人
事
業
主
を
除
く
使
用
者
と
の
間
で
締

結
さ
れ
る
。
賃
金
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
企
業
に
適
用
さ
れ
る
労
働
協
約
の
適
用
を
受
け
る
。

使
用
者
は
、
同
契
約
を
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
と
し
て
締
結
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
特
例
と
し
て
、
契
約
締
結
の
理
由
を
限
定
さ
れ
ず
、

ま
た
、
契
約
終
了
に
際
し
て
、
支
払
賃
金
総
額
六
％
の
契
約
終
了
手
当

（ぎ
歌
日
ｐい８
鮎
①
訥
●
●
０
８
ュ
Ｓ
ｃ

を
支
払
う
義
務
を
免
除
さ
れ
る
。
ま
た
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

・
職
業
的
参
入

六
七
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八

同
契
約
に
も
と
づ
い
て
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
は
、
使
用
者
の
諸
義
務
を
決
定
す
る
従
業
員
数
に
算
入
さ
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
使
用
者
は
、
二
四
か
月
を
限
度
と
し
て
、
第

一
に
、
法
定
最
低
賃
金
に
対
応
す
る
報
酬
部
分
に
つ
き
使
用
者
負
担
分
の
社
会
保
険
料
を
免

除
さ
れ
、
第
二
に
、
そ
の
労
働
時
間
に
応
じ
て
月
最
高
二
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
国
か
ら
の
賃
金
補
助
を
受
け
る
こ
と
に
格
だ
。

こ
の
導
入
雇
用
契
約

（Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
は
、
職
業
的
参
入
の
申
心
‐的
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、　
一
九
九
六
年
に
は
三
五
万
契
約
分
の
予
算
が
計
上
さ

れ
て
」
だ
一

（ｂ
）
雇
用
連
帯
契
約

（Ｃ
Ｅ
Ｓ
）

「雇
用
連
帯
契
約

一（Ｃ
Ｅ
Ｓ
と

は
、　
一
九
八
九
年

一
二
月

一
九
日
の
法
律
第
九
〇
心
単
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
．も
の
０
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
一受
給
者
お
よ
び
そ
の

配
偶
者
の
他
、
十
八
才
か
ら
二
五
才
の
若
年
者
、
障
害
者
、
五
〇
才
以
上
の
求
職
者
、
三
年
以
上
の
長
期
失
業
者
を
そ
の
対
象
と
す
る
。

同
契
約
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
の
場
合
、
週
労
働

‐
時
間
二
０

‐
時
間
以
下
の
、
三
か
月
か
ら
一
二
か
月

（
一
年
以
上
の
失
業
者
に
つ

い
て
は
最
大

（二
四
か
月
）
の
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
と
し
て
、
法
定
最
低
賃
金
を
そ
の
報
酬
額
と
し
て
、
地
一方
公
共
団
体
、
公
法
人
、
非
営

利
私
的
団
体
等
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
。

よ
り
有
利
な
約
定
の
な
い
限
り
、
導
入
雇
用
契
約

（Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
と
同
様
ヽ
使
用
者
は
、
契
約
締
結
の
理
．由
を
限
定
さ
れ
ず
、
契
約
終
了
手
当
の
支
払

を
免
除
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
契
約
に
も
と
づ
い
て
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
は
、
従
業
員
数
に
算
入
さ
れ
な
い
。

使
用
者
は
、
第

一
に
、
使
用
者
負
担
分
の
社
会
保
険
料
を
免
除
さ
れ
、
第
二
に
、
賃
金
の
六
五
％
に
つ
き
国
か
ら
の
補
助
を
受
ぃ
機
。

（
ｃ
）
雇
用
補
強
契
約

（Ｃ
Ｅ
Ｃ
）



「雇
用
補
強
契
約

（Ｃ
Ｅ
Ｃ
と
は
、　
一
九
九
二
年
七
月
二
九
日
の
法
律
第
七
三
二
号
に
よ
り
前
述
の
雇
用
連
帯
契
約
を
補
完
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
、

以
後
い
く
つ
か
の
修
正
を
受
け
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
同
契
約
は
、
雇
用
連
帯
契
約
（Ｃ
Ｅ
Ｃ
）締
結
時
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
で
あ
っ

て
一
年
以
上
失
業
し
て
い
た
者
、
障
害
者
、
五
〇
才
以
上
で
一
年
以
上
失
業
し
て
い
た
者
、
三
年
以
上
の
長
期
失
業
者
で
あ
っ
た
者
を
対
象
と
し
、
こ

れ
ら
の
者
の
雇
用
連
帯
契
約
が
終
了
し
た
と
き
、
新
た
に
使
用
者
と
締
結
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

同
契
約
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
に
つ
い
て
は
、
期
間
の
定
め
の
な
い
、
ま
た
は
、　
〓
一か
月
の
期
間
の
定
め
の
あ
る
最
高
五

年
ま
で
更
新
可
能
な
、
フ
ル
タ
イ
ム
ま
た
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
契
約
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
、
公
法
人
、
非
営
利
私
的
団
体
等
と
の
間
で
締
結
さ

れ
る
。
同
契
約
に
よ
り
、
契
約
締
結
者
は
、
さ
ら
な
る
職
業
的
参
入
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

同
契
約
に
つ
い
て
も
、
使
用
者
は
契
約
締
結
の
理
由
を
限
定
さ
れ
ず
、
契
約
終
了
手
当
の
支
払
を
免
除
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
契
約
に
も
と
づ
い
て
雇

用
さ
れ
る
労
働
者
は
従
業
員
数
に
算
入
さ
れ
な
い
。

使
用
者
は
、
最
高
五
年
、
法
定
最
低
賃
金
の
一
二
〇
％
に
対
応
す
る
週
三
〇
時
間
の
報
酬
部
分
を
限
度
と
し
て
、
第

一
に
、
使
用
者
負
担
分
の
社
会

（７
）

保
険
料
を
免
除
さ
れ
、
第
二
に
、
賃
金
の
二
〇
％
か
ら
六
〇
％
に
つ
き
国
か
ら
の
補
助
を
受
け
る
。

（２
）
職
業
訓
練
へ
の
援
助

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
を
対
象
者
と
し
て
含
む
職
業
訓
練
援
助
と
し
て
は
、
一
九
九
二
年

一
二
月
二
〇
日
の
五
か
年
灘
に
よ
り
、
「参
入
お
よ
び
職
業
訓

練

活

動

↑

ｏ
Ｌ

ｏ
房

０
．【
房

Ｑ

け
【
ｏ
●

無

８

ど

日

】
”
け
一
ｏ
●

¨
略

称

Ａ

Ｉ

Ｆ

と

、

訓
練
見
習
」
を
整
理
統
合
し
て
創
設
さ
れ
た
、
「参
入

・
職
業
訓
練
見
習

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入

貧
出
ｏ
ｏ
Ｏ
．諄

ユ

ヨ

３

計

♂
ユ

】８

巴

．８

〓

】
¨
略
称
Ｓ
Ｉ
Ｆ
助

ご

六
九
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七
〇

が
あ
る
。

「参
入
・職
業
訓
練
見
習

（Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
と

は
、
二
六
才
以
上
の
長
期
失
業
者
ま
た
は
職
業
的
参
入
に
困
難
な
者
、
特
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
で
一

年
以
上
の
失
業
者
、
五
〇
才
以
上
の
三
年
以
上
の
失
業
者
、
単
身
女
性
を
対
象
と
す
る

「集
団
的
参
入

・
職
業
訓
練
見
習

（餞
コ
ｕ
８
【】８
餞
と

と
、

二
六
才
以
上
で
、
職
業
経
験
を
有
す
る
三
か
月
以
上
の
失
業
者
を
対
象
と
す
る

「個
別
的
参
入
・
職
業
訓
練
見
習

（曽
『
国
【●
０
いぐ
い２
０
じ

の
二
つ
に
大

別
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
、
同
制
度
に
基
づ
く
職
業
訓
練
は
、
国
と
職
業
訓
練
機
関
と
の
協
定
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
、
そ
の
時
間
は
四
〇
時
間
か
ら

一
二
〇
〇
時

間
で
あ
り
、
当
該
職
業
訓
練
を
受
け
る
者
は
、
国
か
ら
定
額
の
報
酬
を
受
け
取
る
か
２

時
間
二
二
、
七
五
フ
ラ
ン
）、
場
合
に
よ
り
失
業
保
障
制
度
か

ら
職
業
再
訓
練
手
当
を
受
け
取
る
。

（３
）
特
別
の
形
態
の
企
業
に
よ
る
雇
用

特
別
の
形
態
の
企
業
に
よ
る
雇
用
と
し
て
は
、
参
入
企
業

↑
り
■
８
【いｏ３
０
．い房
①諄
ｏ̈
い
¨
略
称
Ｅ
Ｉ
）
に
よ
る
雇
用
、
お
よ
び
、
非
営
利
派
遣
社
団

↑
２
８

障̈

ｏ̈
３

〓
ご
日
５
８

，
い『３

¨
略
称
Ａ
Ｉ
）
に
よ
る
派
遣
が
あ
る
。

（
ａ
）
参
入
企
業
に
よ
る
雇
用

参
入
企
業

（Ｅ
』
理
と
は
ヽ
専
ら
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
を
は
じ
め
労
働
市
場
へ
の
参
入
が
困
難
で
あ
る
と
法
定
さ
れ
た
者
を
対
象
と
し
て
、
最
長
二
四

か
月
の
期
間
の
見
習
契
約
ま
た
は
労
働
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
職
業
上
の
適
応
を
促
進
す
る
た
め
に
生
産
活
動
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
活
動
を
行
う
企



業
で
あ
る
。
同
企
業
は
、
同
企
業
で
労
働
ま
た
は
見
習
活
動
を
行
う
者
に
関
し
て
、
国
と
協
定
を
締
結
し
、
そ
の
支
払
う
報
酬
の

一
部
に
つ
き
補
助
を

受
け
る
。

こ
の
参
入
企
業
に
よ
る
雇
用
制
度
は
、
特
に
、
労
働
市
場
参
入
の
困
難
な
者
の
企
業
内
に
お
け
る
職
業
訓
練
、
職
業
適
応
を
目
的
と
し
て
、　
一
九
九

（１１
）

一
年

一
二
月
二

一
日
の
法
律
第

一
四
〇
五
号
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

当
該
企
業
は
、
前
述
の
補
助
金
の
他
、
社
会
保
険
、
家
族
手
当
、
お
よ
び
、
労
災
保
険
の
使
用
者
負
担
保
険
料
五
〇
％
を
免
除
さ
な
“
。

（ｂ
）
非
営
利
派
遣
社
団
に
よ
る
派
遣

非
営
利
派
遣
社
団

（Ａ
』
理
は
ヽ
そ
の
設
立
に
当
た
り
一
定
の
要
件
の
も
と
に
国
の
承
認
を
受
け
、
そ
の
の
ち
、　
一
定
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
な

が
ら
、，
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
を
は
じ
め
、
法
定
さ
れ
た
労
働
市
場
へ
の
参
入
に
困
難
な
状
態
に
あ
る
者
を
対
象
と
し
、
そ
の
相
談
を
受
け
、
個
別
的
参
入
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
を
援
助
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
者
と
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
、
派
遣
先
と
労
働
者
派
遣
契
約
を
締
結
し
、
個
人
、
企
業
、

共
同
組
合
ま
た
は
公
的
施
設
に
派
遣
す
る
。
特
に
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
さ
せ
る
よ
う
な
場
合
は
、
期
間
の
定
め
の
な
い
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
契

約
を
締
結
す
る
こ
と
も
あ
り
、
響
。

当
該
非
営
利
派
遣
社
団
は
、
労
働
者

一
人
あ
た
り
一
年
に
つ
き
七
五
〇
時
間
以
下
の
賃
金
部
分
に
つ
い
て
は
、
労
災
保
険
の
保
険
料
を
除
き
使
用
者

負
担
分
の
保
険
料
を
免
除
さ
絲
饗
。

（４
）
独
立
事
業
へ
の
援
助

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

・
職
業
的
参
入

七

一
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Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
は
、
独
立
事
業
を
行
う
場
合
、
三
二
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
補
助
金
等
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、　
一

二
か
月
間
、
そ
の
職
業
活
動
に
基
づ
き
被
保
険
者
と
し
て
加
入
す
る
社
会
保
障
の
法
定
制
度
の
保
険
料
支
払
を
免
除
さ
な
型
。

（１
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
、
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
者
を
対
象
と
す
る
雇
用
保
障
政
策
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
”
〓
Ｈ
３

”
算
『８

口
昭̈
３
〓
お

ら
、一．●
８
諄
中Ｏ
Ｆ
ｏ
●
・ｏＦ
・
●
．
８
〓
２
９
一
〓
宣
Ｆ
】
ｗ
ｏ
”
Ｏ
ｕ
↓
↓
〇
無

”
洋
お
諄
ロ
ト
『
Ｑ
召
ン
ｏ
ｏ
，ｏ
Ｆ
・
●
・Ｎ
『∞
３
９
　
等
参
照
。

（２
）
ｒ
・
●
。
０
口
・∞
∞
い
０
ロ
ト
“
Ｏ
●
け
Ｈ０
０９
ヽ
「
０
０
●
釧
”
ｏ
●
一
日０
０釧
・

（３
）
０
。嗜
”
く
ｃ
”
諄
。ｒ
あ
Ｎ
Ｎ
ふ
出

Ⅳ
Ｆ
』
Ｎ
Ｎ
ム
ふ

一
∪
・
●
。
ｏ
ｕ
も
い
釧
０
饉
Ｈ
ｏ
”
ｑ
ド

い
Ｏ
ｏ
Ｐ

「
０

０
Ｌ
Ｎ
ｏ
“
２
ド

日
０
０
い
一
０
〓
９

０
∪
Ｕ

口
。
０
９
＼
ω
０
０
●
一
●
Ｏ
く
。い
０
０
９

（
４
）
０
守
。
∪
Ｕ
＼
∪
「
り

●
。
０
９
ｏ
Ｐ

Ｈ
ｑ

恐
４
・Ｈ
Ｏ
ｏ
ｐ

国
〇

質
”
メ

●
．
０
０
＼
ｐ

釧
”
≦
「・い
０
０
９

（５
）
ｒ
・
●
。
∞
０
・Ｏ
ｏ
９
０
Ｌ
いＯ
ａ下
０
い０
∞Ｐ
〕
０
０
●
Ｎ
ｏ
ａ５
９
μＯ
∞
Ｐ

（６
）
０
・寸
”
メ
」
弓
け・い
。ω
Ｎ
や
や
ヽ
ツ
ｒ
・ω
Ｎ
Ｎ
よ
占
押

（７
）
０
。嗜
”
く
こ
”
ユ
・ｒ
“
Ｎ
Ｎ
‐卜
‐∞
占
〕
∪
・
●
。
ＯＮ
出
ｏ
Ｎｏ
ヽ
口
Ｎ
ｏ
ｏ”
い０
０
Ｎ
〕
０
●
口
Ｏ
ｏ
Ｑ
Ｆ
Ｈ０
０Ｎ
〕
∪
・
●
．
０卜
‐Ｎ
Ｏり
０
●
り

，
ｇ
『・Ｈ０
０
♪
「
０
０
●
０
”
ｇ
Ｆ
円００
や

（８
）
Ｆ
・
い
。
０∞
■
ω
Ｈω
ヽ
嘔
Ｎ
ｏ
Ｏ
い
ｏ
いＯ
ＣＰ
『
０
０
口
Ｎ
【
ＱＯ
ｏ
い００
”

（９
）
０
。嗜

，
メ
・
”
諄
・Ｆ
・ω
Ｎ
Ｎ
〓や
ド

（１０
）
同
制
度
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
”
〓
Ｈ
２

”
●
町
３

ヽ
い８
ｏ
ａ
一一お
０
．】房
ｑ
けいｏ
Ｆ
ｏ
ｏ
Ｌ
Ｆ
口
。
Ｎ
８

２
，

（ｎ
）
ｏ
。嗜

，
メ
）
”
諄
・Ｆ
・ωＮ
Ｎ
‥や
Ｈ９

（・２
）
０
あ
・”

”
ユ
・Ｆ
。Ｎ卜
〒
ドド

（・３
）
同
制
度
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
”
〓
】
簿

”
簿

３ヽ

８
８
ｏ
ａ
出
お
Ｒ
い３
望
昌
ｏ
Ｐ
ｏ
ｏ
こ
Ｆ
●
。
田
ω
簿

，

（・４
）
０
。■
”
メ
・
”
諄
。ｒ
，いＮ
∞
ｏけ

，
日
０
↑
０
”

，
い
。
●
．
０響
い
μｏ
●
‘
卜
い
オ
・【ｏＯ
Ｐ

，
ュ
も
Ｐ
『
Ｏ
●
●
い
熟
イ
・
い０
０
９



（
・５
）

０
あ
わ

ε
”
二
・ｒ
・Ｎ
卜
Ｈ
‥Ｈ
Ｆ

”
諄
・∪
・Ｎ
卜
Ｐ
‐９

（
・６
）

０
。嗜
”
メ
〕
”
詳
・Ｆ
・ω
ｕ
Ｈ
‐Ｎ
卜
の
一

，

日
ｏ

，

づ
“

，

い
。
い
。
ｏ
ｏ
‐∞
∞
Ｐ

卜
”
ｏ
津

い
Ｏ
ｏ
ｐ

”
諄
・Ｎ
Ｐ

「
０

０
口
０
”
ｏ
津

【
０
０
Ｐ

ｏ
・質
”
メ
・
”
諄
。”
・ω
ｕ
Ｈ
ふ
Ｈ
ツ
”
。ω
ｕ
Ｈ
‐卜
が

Ｈ
５
０
・
●
”

，
∪
・
●
．
０
０
‐ω
Ｏ
Ｆ

Ｏ
”
く

，
日
Ｏ
ｏ
ｐ

「
Ｏ

ヽ
ロ
ロ
日
”
′Ｒ

，
い
０
０
９

一
０
。∽
・∽
ｔ
ｒ
』
Ｏ
ｏ
‐Ｈ
‥ｒ

■
５
０
・
●
”
い

ｒ
・
●
．
０
釧
‥Ｐ
Ｈ
ｐ

卜
』９
ヽ
い
０
０
Ｐ

〕
〇

ヽ
口
釧
ｈ９

，
い
０
０
釧

一
一　
給
付

・
参
入
シ
ス
テ
ム

そ
れ
で
は
、
前
項

（
一
）
に
お
い
て
検
討
し
た
所
得

・
生
活
保
障
の
た
め
の
手
当
の
給
付
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
社

会
的

ｏ
職
業
的
参
入
は
、
そ
の
た
め
に
用
意
さ
れ
て
い
る
諸
政
策
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
に
お
い
て
は
、
ま
ず
初
め
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
実
施
の
た
め
の
機
関
と
財
源

（１
）
を
検
討
し
た
後
、
所
得

・
生
活
保
障
、
お
よ
び
、
社
会
的

ｏ
職
業

的
参
入
の
具
体
化
の
過
程

（２
）
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

１

機
関
と
財
源

（Ａ
）
機
関

Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
実
施
に
関
わ
る
機
関
と
し
て
、
管
理
運
営
機
関

（１
）
お
よ
び
そ
の
紛
争
処
理
機
関

（２
）
が
存
在
す
る
。

（１
）
管
理
運
営

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入

七
三
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七

四

Ｒ
Ｍ
Ｉ
は
、
最
低
所
得
保
障
ｏ
生
活
保
障
と
と
も
に
、
「排
除
」
さ
れ
て
い
る
人
々
の
社
会
的
。
職
業
的
参
入
の
実
現
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
給
付
、
社
会
的
保
護
制
度
と
の
連
携
、
社
会
福
祉
、
教
育
、
住
宅
、
雇
用
政
策
等
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
る
、
協
同
的

・
横
断
的

な
制
度
を
必
要
と
す
る
。

そ
の
た
め
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
機
関
が
連
携

・
協
同
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
特
別
の
機
関
が
創
設
さ
れ
、

Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
所
得

・
生
活
保
障
、
な
ら
び
に
、
社
会
的

・
職
業
的
参
入
の
促
進
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
ａ
）
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
機
関
の
連
携

・
協
同

従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
機
関
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
実
施
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

０

申
請
受
理
機
関

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
受
給
申
請
受
理
機
関
と
し
て
は
、
申
請
者
が
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
、
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
複
数
の
機
関

が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
県
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（ｏ
８
け『３

一
ｏ
８
コ

８̈
ｏ
８
ｏぃ“
“
ｘ
一
ｏｕ
”
詳
①Ｂ
ｏユ

，
‘
じ
、
市
町
村
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー

↑
８
一【８

８
日
目
Ｅ
“
‘
ｘ
ヽ
、Ｒ
［一ｏ
●
８
ｏい”
いｏ
）、
ま
た
は
、
知
事

（「
ｏ』ｏこ

の
承
認
を
受
け
た
非
営
利
社
団
で
ぁ
“
。

②

支
払
機
関



Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
支
払
機
関
は
、
社
会
保
障

（ａ
ｏ日
い８
８
ｏ
“̈
【こ

の
金
庫
で
あ
り
、
受
給
者
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
が
農
業
経
営
者
、
農
業
労
働
者
、

ま
た
は
、
自
営
職
人
で
あ
る
場
合
は
農
業
社
会
共
済
金
庫

（ｏ
“
』移
３

０
①
日
０
一口
”
澤
い
８
ｏ
【”
Ｆ

，
『

８̈
げ
¨
略
称
Ｍ
Ｓ
Ａ
）
、
そ
れ
以
外
は
家
族
手
当

金
庫

６
出
８
８

●
）”
中】８
誅
ざ
３

貯
８
い一【”
【３

¨
略
称
Ｃ
Ａ
Ｆ
）
で
一
従

．

０

決
定
機
関

　

．

特
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
支
出
を
負
担
す
る
の
は
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
支
給
に
関
わ
る
決
定
を
行
う
の
は
、
国
の
県
レ
ベ
ル
で
の
代

（３
）

表
機
関
で
あ
る
知
事
で
あ
る
。

（ｂ
）
新
た
な
機
関
の
設
置

Ｒ
Ｍ
Ｉ
実
施
の
た
め
に
新
た
に
創
設
さ
れ
た
機
関
と
し
て
、
国
レ
ベ
ル
で
の
Ｒ
Ｍ
Ｉ
実
施
の
統
括
機
関
で
あ
る

「参
入
最
低
所
得
担
当
部

（∪
ｏ
Ｈ躍
や

〓
ｏ
●
】詳
８
ユ
●
】諄
ｑ
】①
【ド
“
●
お
く
ｏ●
●
ュ
一Ｌ
日
Ｅ
ｐ
一
．一３
ｏ諄
ｏ̈
●
¨
略
称
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
と
、
県
レ
ベ
ル
で
の
社
会
的

・
職
業
的
参
入
の
中
心
機
関
で
あ

る

「県
参
入
委
員
会

（８
房
０
中【
一
ｏり
賀
澪
日
の口
けＬ
ら
、一３
ｏユ
一ｏ
●
¨
略
称
Ｃ
Ｄ
Ｉ
と
、
お
よ
び
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
社
会
的
・
職
業
的
参
入
の
中
心
機
関

で
あ
る

「地
域
参
入
委
員
会

（８
ロ
ュ
ａ
【ｏ
●
【ｏ
ｏ
”
Ｆ
ヽ
．【３
ｑ
［̈
ｏ
●
¨
略
称
Ｃ
Ｌ
Ｉ
と

が
あ
る
。

０

参
入
最
低
所
得
担
当
部

（Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
）

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入

七
五
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七
六

参
入
最
低
所
得
担
当
部

（Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
）
は
、
国
レ
ベ
ル
で
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
に
関
す
る
法
律
の
実
施
を
担
当
す
る
部
門
と
し
て
、　
一
九
八
八
年

一
二
月
七

日
の
デ
ク
ン
第

一
一
〇
六
号
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
、
複
数
の
省
に
ま
た
が
る
機
関
で
あ
る
。

同
機
関‐
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
に
関
連
す
る
各
省
の
活
動
を
調
整
し
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
付
与
と
支
払
が
有
効
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
監
督
し
、
県
の
参
入
政
策

に
協
力
す
る
。
ま
た
、
同
機
関
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
実
施
お
よ
び
社
会
的
保
護
全
体
と
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
政
策
の
調
整
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
、
研
究
を
行
い
、
そ

の
改
善
措
置
を
提
案
外
ダ
ｏ

な
お
、
そ
の
諮
問
機
関
と
し
て

「貧
困
と
社
会
的
排
除
対
策
委
員
会

（ｏ
８
お
い】
日
薔
ｏロ
ユ

，
あ
り
０】〓
ｎ
●
８

８

【二
８
８
う
嗜
Ｏ
Ｆ
Ｏ
営
百
Φ８
８

】。９
ｏ一５
いｏ
デ
８
２
ユ
Ｃ

が
創
設
さ
れ
て
い
る
。

②

県
参
入
委
員
会

（Ｃ
Ｄ
ＩＩ
）

県
ン
ベ
ル
で
創
設
さ
れ
た
県
参
入
委
員
会

（Ｃ
Ｄ
Ｉ
）
は
、
知
事
と
県
議
会
の
長
が
共
同
で
主
宰
し
、
両
者
共
同
で
任
命
さ
れ
た
地
域
圏
↑
置
一８
）、

県
、
市
町
村
、
社
会

・
経
済

・
職
業
教
育
の
分
野
で
関
与
す
る
施
設
や
企
業
、
お
よ
び
、
後
述
の
地
域
参
入
委
員
会
の
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

機
関
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

同
委
員
会
の
主
た
る
任
務
は
、
「県
参
入
プ
ロ
グ
ラ
ム

（「
０鳴
留
目
５
８
●
賀
澪
３
ｏｏ
け巴
０
．Ｆ
ｎ
■
ｏ●
¨
略
称
Ｐ
Ｄ
Ｉ
こ

と
呼
ば
れ
る
県
レ
ベ
ル
で

の
参
入
政
策
の
作
成
で
あ
る
。
こ
の
県
参
入
プ
ロ
グ
ラ
ム

（Ｐ
Ｄ
Ｉ
）
は
、
当
該
県
の
各
地
域
で
、
後
述
の
地
域
参
入
委
員
会
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
地
．

域
参
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
保
護
を
受
け
る
者
の
社
会
、
教
育
、
雇
用
、
住
居
、
健
康
、
交
通
機
関
ヽ
文
化
、
家
族
生
活
の
領
域
に
お

け
る
参
入
を
援
助
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
、
す
で
に
な
さ
れ
て
一い
る
参
入
活
動
の
評
価
と
さ
ら
に
実
施
す
べ
き
活
動
、
参
入
活
動
に
従
事
す
る
社
会



福
祉
労
働
者
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
教
育
、
多
様
な
参
入
活
動
の
調
整
等
を
そ
の
内
容
と
し
て
缶
漣
。

そ
の
他
、
県
参
入
委
員
会
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
の
参
入
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
国
お
よ
び
県
の
機
関
に
報
告
し
、
実
施
さ
れ
て
い
る
参
入
政
策
を

（６
）

評
価
し
、
地
域
参
入
委
員
会
の
作
成
す
る
地
域
参
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
行
に
つ
い
て
の
提
言
等
を
行
う
。

０

地
域
参
入
委
員
会

（Ｃ
Ｌ
Ｉ
）

県
の
中
で
、
さ
ら
に
複
数
創
設
さ
れ
る
地
域
参
入
委
員
会

（Ｃ
Ｌ
Ｉ
）
は
、
県
知
事
と
県
議
会
の
長
の
両
者
共
同
に
よ
り
、
そ
の
数
、
管
轄
地
域
、

メ
ン
バ
ー
の
数
が
決
定
さ
秘
“
。
同
委
員
会
は
、
三
者
構
成
、
す
な
わ
ち
、
県
知
事
と
県
議
会
の
長
の
両
者
共
同
で
任
命
さ
れ
た
、
国
お
よ
び
県
の
代

表
、
市
町
村
の
代
表
、
な
ら
び
に
、
参
入
の
領
域
に
関
与
す
る
経
済

ｏ
社
会

ｏ
教
育
部
門
の
機
関
お
よ
び
非
営
利
社
団
の
代
表
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
る
。
同
委
員
会
の
長
は
、
県
知
事
と
県
議
会
の
長
の
両
者
共
同
に
よ
り
、
経
済

，
社
会

・
教
育
部
門
の
機
関
お
よ
び
非
営
利
社
団
の
代
表
者
か
ら
任

曾

飩

。

同
委
員
会
の
主
た
る
任
務
は
、
第

一
に
、
そ
の
地
域
の
社
会
的

・
職
業
的
参
入
の
た
め
に
必
要
な
措
置
の
分
析
、
現
在
の
措
置
の
調
査
、
県
参
入
委

員
会
が
県
参
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
提
言
を
行
う
こ
と
、
第
二
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
の
参
入
に
必
要
な
措
置
を
保
障
す
る
地
域
参

入
プ
ロ
グ
ラ
ム

（マ
ｏ鴨
曽
目
屋
ざ
ｏ出
０
．̈３
ｏユ
一．ｏ●
¨
略
称
Ｐ
Ｌ
Ｉ
）
の
作
成
と
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
県
参
入
委
員
会
へ
の
送
付
、
そ
し
て
第
二
に
、
Ｒ

Ｍ
Ｉ
享
受
者
と
指
導

ｏ
援
助
担
当
者
と
の
間
で
作
成
さ
れ
た
参
入
契
約
を
承
認
す
る
こ
と
で
ぁ
縫
。

（２
）
紛
争
処
理

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

・
職
業
的
参
入

七
七
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Ｒ
Ｍ
Ｉ
に
関
す
る
紛
争
処
理
の
方
法
と
し
て
は
、
管
理
運
営
機
関
内
で
の
審
査
と
司
法
審
査
が
あ
る
。

七

八

（
ａ
）
管
理
運
営
機
関
内
で
の
審
査

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
過
払
ま
た
は
根
拠
の
な
い
支
払
と
し
て
、
支
払
機
関
よ
り
返
還
請
求
を
受
け
た
受
給
者
は
、
そ
の
債
務
に
つ
い
て
の
審
査
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

審
査
の
担
当
機
関
は
、
知
事
で
あ
る
が
、
知
事
は
、
受
給
者
が
債
権
を
有
す
る
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
と
の
相
殺
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、
そ
の
額
が
単

身
者
の
最
低
所
得
基
準
額
の
三
倍
を
超
え
な
い
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
審
査
権
限
を
支
払
機
関
で
あ
る
家
族
手
当
金
庫
ま
た
は
農
業
社
会
共
済
金
庫
の

管
理
運
営
委
員
会

（８
房
０
中【
０
、賛
片
」
●
の̈一国
［【ｏ
じ

に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
委
員
会
は
、
さ
ら
に
、
そ
の
権
限
を
異
議
申
し
立
て
委
員
会

♂
ｏ
Ｅ
已
ｏ■
ｏ
口

，

８
８
ｌ
ｏ
電
器
ご
馘
）
ま
た
は
金
庫
の
長

（負

８ヽ
お
員

稀

ご
８
【８
９

に
再
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

審
査
の
決
定
は
、
知
事
に
よ
り
行
わ
れ
る
場
合
は
、
当
該
関
係
者
と
支
払
機
関
に
通
知
さ
れ
、
委
任
に
基
づ
き
支
払
機
関
に
よ
り
行
わ
れ
る
場
合
は
、

当
該
関
係
者
と
知
事
に
通
知
さ
れ
、
知
事
の
再
審
査
の
対
象
と
な
型
。

（ｂ
）
司
法
審
査

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
に
関
す
る
全
て
の
決
定
、
す
な
わ
ち
、
支
給
の
開
始
、
支
給
延
長
も
し
く
は
更
新
、
手
当
の
額
、
支
給
停
止
、
ま
た
は
、
支
給
の
終
了

等
に
つ
い
て
は
、
他
の
社
会
扶
助
に
関
す
る
争
訟
と
同
様
、
行
政
特
別
裁
判
所
の
一
つ
で
あ
る
、
社
会
扶
助
委
員
会

（ｏ
８
曇
盗
ｏ
●
缶
Ｏ
Ｒ
澪
日
ｏ詳
”
討

鮎
。”
【計

８
ｏ
中“
Ｆ
）
が
第

一
審
と
し
て
こ
れ
を
管
轄
す
る
。
第
二
審
は
、
社
会
扶
助
中
央
委
員
会

（ｏ
ｏ
日
協̈
【ｏ
●
８
●
け轟
Ｆ
ヽ
．”
【Ｏ
①
８
０
中”
】こ

で
あ
り
、



豊

日審
は
コ
ン
セ
イ
ユ
勢

夕

０

霧

〓

・Ｆ

一）
■

誕

。

社
会
扶
助
委
員
会
は
、
県
庁
所
在
地
の
大
審
裁
判
所
の
裁
判
長
ま
た
は
そ
の
指
名
す
る
裁
判
官
を
裁
判
長
と
し
、
他
の
六
人
の
裁
判
官
か
ら
構
成
さ

な
群
が
ヽ
Ｒ
Ｍ
‐
に
関
す
る
訴
訟
に

，
い
て
は
、
前
述
の
県
参
入
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
地
方
議
員

一
人
を
含
む
、
知
事
と
県
議
会
議
長
か
ら
指

名
さ
れ
た
二
人
の
メ
ン
バ
ー
が
裁
判
官
と
し
て
補
充
さ
な
饗
。

（↓

ｒ

●
。
甲

壺

∞
Ｌ

Ｑ

急
ユ

Φ郎

，
諄
郎

ち

ω
８
ｏ
。
し
郷

（２
）
ｒ

ｔ

∞∞
〓こ
∞
Ｐ
Ｈ
ｑ

ａ静

じ
∞
Ｐ

，
ユ
・じ
・
『
Ｏ
”
無
ド
・
ＨＯ∞
”

（３
）
Ｆ
・
●
．
∞
∞
・ビｏ
∞
Ｐ
Ｈ
ｑ

黎
村
い０∞
Ｐ
“
ユ
・ＨＰ
『
Ｏ
ω
無
ド
。
い０∞
”

（４
）
∪
・
●
．
∞学
い０一Ｏ
Ｐ
『
ｑ

無
ド
い０鶴
・

，
■
ヽ
０一
が
「
〇
∞
熙
い，
い０∞
”

（５
）
甲

●
。
∞∞
，５
∞
∞
・
ＨＲ

れ
８

い０∞
∞
”
諄
・一

，
日
Ｏ
ｅ
ｏ

，
い

Ｆ
・
い
。
ＯＮ
〓『Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
〕．昌
Ｆ
い０
０ド
”
諄
卜
Ｒ
ｏ
「
０
８

』巳
Ｆ

８
０ド

（６
）
Ｆ
い
。
∞”
Ｈｏ∞”
ＨＲ
無
ド
い０一∞∞

，
ユ
・ω
Ｐ

，
一・”
日
０
↑
０
巴
Ｆ
Ｆ
』
。
Ｏ
Ｎ
‥ＮＮ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
」Ｌ
Ｆ
い０
０Ｎ
”
ユ
・Ｈｑ
ｏ「
Ｏ
ω
一
」・」
Ｆ̈
ド０
０Ｎ
〕０
いお
・Ｕ
Ｈ”
ピ
一Ｈ
●
．
８
・ｏ♪

Ｎ
『
一コ】”『り
【ゆ
Ｏω
・　ゆ・Ｈ・０
。

（
７

）

ロ

ロ
。

∞
０
‐ω
Ｐ

Ｎ
Ｏ
旨

い
く
。日
０
一∞
Ｐ

，
ュ

ト
Ｑ

ｏ
日

０
↑

り
，

い

∪
・
●
．

０
”
‐０
０
Ｐ

Ｎ
べ

彗

ヽ
あ

い
８

Ｐ

”
諄

■
Ｒ

・
〕
Ｏ
。
Ｎ
∞

Ｂ

，
Ｄ

【
８

”

（８
卜
」
。
田
き

澤

岸
Ｉ
ま
２

．０８

，
諄
』
卜

と
一０
〓
０
も
貫

ｒ
」
。
慇
き

Ｎ
ヽ
三
Ｌ
中】ヒ
ド

”
諄
・ＦＦ

『
ｏ
８
ピ
Ｆ

８
ド

〕
ｕ
Ｌ
。撃

翼

Ｎ
Ｆ
日
・

Ｈ８
Φ
ヨ
ｏ

，
０
ミ
。
∪
・
う
。
８
‘００
Ｐ
い
ヽ
日

，
お

【０
８
・

（９
）
Ｆ
・
●
。
∞甲
卜
鍬
あ
・●
ｑ
無
ド
ド０
∞
ｏ

，
ュ
・卜
ゃ
Ｆ
と
ｏ
●
８
・
り

，
，
い
。
い
。
ＯＮ
‐ヽ
ＮＮ
Ｎ
Ｏ
一餞
Ｆ
Ｐ０
０
Ｎ
”
諄
。Ｈｑ
ｏ
「〇
お
ｏ
一二
Ｆ
一
∪
”
い
。∞，９
ω
Ｐ
Ｎ
Ｏ
」，
●

，
日０∞
Ｐ

●
諄
。ＨＰ
●
６
↑
り
ｏ
●
Ｕ
・
●
。
０甲
００
Ｐ
Ｎ『
賓
ヽ
あ

い０一ＯＰ
，
ユ
。Ｐ
〕
０
。
い∞
日

，
３

一〇
０”

（１０
）
口

う
。
舘
〓こ
目
・
【Ｎ
０
８

８
∞∞
“
諄
・８
ヽ
「
ｏ
〓

２
ｏ９
８
∞‐”
¨
９
８
じ
∽
∽
＼∪
Ｈ”
〓
Ｈ
●
。
０９
８

，
Ｓ

●
５
３
８
８
」
貯
も
』
８
８
い

留
ω
ト

ロ
Ｏ
ｐ
韓

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
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ｏ０
０
・
●
．
Ｏ
ω
＼
ぃ０
・
∞
』●
自
ｒ

（■
）
社
会
扶
助
に
関
わ
る
争
訟
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
〓
』
〇
”
Ｏ
ｕ
↓
↓
〇
無

”
い
＞
『
Ｑ
召
尚
゛
ｏ
ｏ
Ｌ
Ｆ

，
〓
ｏ
鮮

ρ

八
〇

（
・２
）
０
。「
・＞
あ

，
”
詳
。Ｈ
Ｎ
∞
２

Ｈ
∞
９

（
・３
）
ｒ

口
ｏ
∞
∞
‐８
８

８

Ｈ
ｑ

ヽ
８

Ｐ
８
Ｐ

”
詳
・ミ

ヽ
「
〇

∞

●
ｏ

，

３
８
・

詳
細

は
、
四
島

無

ｐ
●
嗜
ｏ

０
８

８
〓
お

ヽ
．̈
３
ｏ
謀

ｏ̈
炉

∪
【簿
ゴ
Ｂ
”
お̈

「
①
ロ
ゴ
“
い
ｏ
い
け

ｒヽ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
●
∽
Ｏ
ｏ
一”
】①
・
０
づ
・０
【ｒ
も
口
。　
Ｐ
か
Ｏ
ｏ
け
０
・

（Ｂ
）
財
源

Ｒ
Ｍ
Ｉ
に
関
わ
る
支
出
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
享
受
者
に
対
す
る
社
会
的
保
護
給
付
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
享
受
者
の
社
会
的

・
職
業
的
参
入
政

策
、
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
そ
の
財
源
を
異
に
す
る
。

（１
）
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
は
、
全
額
国
の
負
担
に
よ
り
支
払
わ
れ
る
。
こ
の
財
源
創
出
の
た
め
、
富
裕
税

（̈
ヨ
づ
９
８
】〓
ミ
い８
８
〓
”
喘ｏ
昼
目
９
略
称
Ｉ
Ｓ
Ｆ
）

が
創
設
さ
れ
た
が
、
現
在
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
支
出
は
同
税
に
よ
る
収
入
を
上
回
っ
て
い
る
。

（２
）
社
会
的
保
護
給
付



Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
お
よ
び
そ
の
家
族
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
第

一
に
、
個
人
保
険
に
よ
る
疾
病
、
出
産
に
対
す
る
現
物
給
付
、
第
二
に
、
労
災
補

償
に
よ
る
、
参
入
契
約
に
基
づ
く
職
業
的
参
入
の
た
め
の
活
動
中
ま
た
は
そ
の
活
動
場
所
と
自
宅
と
の
往
復
路
で
の
事
故
に
つ
い
て
の
治
療
の
た
め
の

現
物
給
付
、
お
よ
び
、
障
害
年
金
ま
た
は

一
時
金
、
第
二
に
、
社
会
住
宅
手
当
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

個
人
保
険
に
つ
い
て
は
、
同
保
険
の
保
険
料
は
、
手
当
受
給
者
が
他
に
何
ら
か
の
家
族
給
付
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
家
族
手
当
金
庫
、
そ
う
で
な

い
場
合
は
、
受
給
者
の
居
住
し
て
い
る
県
が
こ
れ
を
負
担
し
、　
一
定
の
住
所
を
持
た
な
い
者
に
つ
い
て
は
国
が
こ
れ
を
負
担
外
機
。
ま
た
ヽ
医
療
の
自

（２
）

己
負
担
分
は
、
県
の
医
療
扶
助
が
こ
れ
を
負
担
す
る
。

労
災
補
償
に
つ
い
て
は
、
同
保
険
の
保
険
料
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
受
給
者
お
よ
び
そ
の
手
当
の
算
定
基
礎
と
な
る
世
帯
構
成
員
が
、
賃
金
労
働
者
、

ま
た
は
、
見
習
も
し
く
は
職
業
訓
練
従
事
者
で
あ
れ
ば
、
そ
の
使
用
者
、
そ
う
で
な
い
場
合
で
、
参
入
契
約
に
基
づ
く
職
業
的
参
入
の
た
め
の
活
動
中

（３
）

に
つ
い
て
は
、
当
該
職
業
的
参
入
の
た
め
の
活
動
を
実
施
し
て
い
る
公
的
ま
た
は
私
的
法
人
が
こ
れ
を
負
担
す
る
。

ま
た
、
社
会
住
宅
手
当
に
つ
い
て
は
、
家
族
手
当
金
庫
、
具
体
的
に
は
、
住
宅
手
当
の
た
め
に
特
に
設
け
ら
れ
た
全
国
住
宅
援
助
基
金

（『
ｏ●
お

（４
）

●
”
Ｌ
ｏ
】日
げ
“
、”
】●
ｏ
“
僣
ざ
”
ｏ日
①ュ
）
が
こ
れ
を
負
担
す
る
。

（３
）
参
入
政
策

Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
の
社
会
的

ｏ
職
業
的
参
入
の
た
め
の
政
策
実
施
に
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
は
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
が
こ
れ
を
負
担
す
る
。

特
に
県
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
、
当
該
県
の
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
総
額
の
少
な
く
と
も
二
〇
％
相
当
額
を
、
参

（５
）

入
政
策
の
財
源
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

県
が
負
担
す
べ
き
財
源
の
中
に
含
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
参
入
政
策
の
当
該
年
度
の
県
参
入
プ
ロ
グ
ラ
ム

（Ｐ
Ｄ
Ｉ
）
に
規
定
さ
れ
た
活
動
の
実

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
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施
、
な
ら
び
に
、
県
参
入
委
員
会

（Ｃ
Ｄ
Ｉ
）、
地
域
参
入
委
員
会

（Ｃ
Ｌ
Ｉ
）、
お
よ
び
、
県
参
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
動
実
施
に
関
わ
る
機
関
の
管
理

運
営
費
用
の
み
で
あ
り
、
既
存
の
社
会
福
祉
活
動
の
強
化
・拡
充
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
の
個
人
保
険
の
保
険
料
負
担
、
住
居
連
帯
基
金
η
ｏ●

，
８
Ｐａ
鶴
いな

（６
）

ざ
鴨
８
ｏ
＝

¨
略
称
Ｆ
Ｓ
Ｌ
）

へ
の
義
務
的
支
出
、
若
年
者
援
助
基
金

へ
の
法
定
支
出
は
、
別
枠
で
こ
れ
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（１
）
０
あ
あ
‘
”
ユ
・ｒ
・Ｎ
卜
Ｈ
‥Ｈ
ｃ

，
ユ
。”
・ヽ
卜
〒
Ｈ
∞
一
０
。「
・＞
あ
ｔ

，
諄
。Ｈ
０
９

（２
）
０
。「
・＞
あ
ｔ

，
ユ
・【
∞
ヽ
も
・

（３
）
０
・∽
・∽
ｔ

，
ユ
・Ｆ
・卜
Ｈ
Ｙ
甲
Ｈ
ｏ
〕
０
■
９
∪
∽
∽
＼
∪
】”
て
日
●
。
ｏ
ω
＼
ｏ
ｕ
ヽ
口
Ｎ
Ｏ
日

，
あ

【
り
Ｏ
Ｐ

ｏ
，

”
や
目
・
梁
お
け。Ｐ

②
Ｎ
・
口
〇

”
欧

，ｏ
ｏ

，
い
。
ｏ
い
ヽ
日
０
ヽ
口
∞

●̈
中】ｒ

Ｈ
０
０
”
・

（４
）
０
あ
あ
〓
”
諄
。
ｒ
・∞ω
十
日
３
∽・

（５
）
ｒ
・
●
．
∞
”
日ｏ
∞
Ｐ
Ｈｑ

勲
ド
Ｈｏ
∞∞
”
諄
・ω
Ｐ
日
ｏ
Ｐ
Ｏ
“

，
Ｆ
。
い
。
ＯＮ
‐ヽ
ＮＮ
Ｎｏ
』Ｌ
■
い００
Ｎ
”
ュ
・【Ｒ
ｏ
「
Ｏ
ω
ｏ
』．●
い■
日０
０ド

（６
）
ｒ
・
い
。
∞
”
いｏ
∞Ｐ
ＨＱ
い
Ｏ
ｏｏ
ＨＯ
∞
∞
ｐ
諄
“
Ｐ
Ｂ
ｏ
Ｐ
づ
”
い
Ｆ
。
い
。
ｏ甲
ヽ
ＮＮ
Ｎ
Ｏ
」●
中一【・いＯＯＰ
”
詳
』
Ｑ
ど
「
Ｏ
ω
ｏ
』“
【〕】，日０
０ド
一
０
〓
９
∪
Ｈ”
マ
ロ
い
。
０
甲
ｏド

Ｎ
Ｏ
「９
Ｆ
い０
０
い
〕
０
■
９
∪
Ｈ”
マ
ロ
い
。
０
デ
ｏ
Ｐ
Ｈω
』口
中口
Ｈｏ
Ｏ
Ｈ
〕
０
■
９
∪
】”
で
目
●
．
Ｏ
Ｎ
ら
Ｆ
ω
ｏ
一”
づ
く
Ｐ０
０Ｎ
〕
０
守
９
∪
Ｈ”
で
日
い
。
Ｏ
ω
ら

，
Ｎ「
■
５

，
〉
い００
”

２
　
給
付

・
参
入
の
実
現

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
給
付
に
よ
る
所
得
・
生
活
保
障

（Ａ
）、
お
よ
び
社
会
的
・
職
業
的
参
入

（Ｂ
）
は
、
以
下
の
よ
う
な
過
程
を
へ
て
具
体
化
さ
れ
る
こ

と

に
な

る
。



（Ａ
）
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
給
付

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
は
、
受
給
者
の
生
存
の
た
め
の
経
済
的
保
障
を
行
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
給
付
手
続
お
よ
び
支
払
に
お
い
て
は
、
柔
軟
な
対
応
と

受
給
者
の
権
利
保
護
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（１
）
申
請

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
受
給
申
請
者
は
、
そ
の
住
所
地
を
管
轄
し
て
い
る
県
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
市
町
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
、

僕
関
と
し
て
選
択
す
る
こ
と
が
で
一
れ
。
特
定
の
住
所
を
持
た
な
い
者
は
、

事
の
承
認
を
受
け
た
非
営
利
社
団
の
い
ず
れ
か
を
、
申
請
手
続
を
行
う
磁

事
の
承
認
を
受
け
た
非
営
利
社
団
の
い
ず
れ
か
を
そ
の
住
所
と
し
て
選
択
す
る
。

こ
れ
ら
の
申
請
手
続
機
関
は
、
申
請
者
に
対
す
る
行
政
的

ｏ
社
会
的
指
導
、
援
助
を
行
う
。
す
な
わ
ち
、
申
請
者
の
他
の
諸
権
利
の
実
現

（他
の
法

定
社
会
保
障
給
付
、
扶
養
債
権
等
）
の
援
助
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
申
請
書
作
成
の
援
助
、
参
入
契
約
の
締
結
と
履
行
に
つ
い
て
の
援
助
、
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

機
関
は
、
申
請
者
が
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
要
件
を
充
足
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
申
請
の
受
理
及
び
関
係
機
関
へ
の
送

付
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
替
に
。

申
請
者
は
、
上
記
の
申
請
機
関
で
書
類
を
受
取
り
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
申
請
書
、
緊
急
の
場
合
は
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
先
払
申
請
書
、
い
ず
れ
の
社
会
保
障
金
庫
か

ら
も
医
療
給
付
を
受
給
す
る
権
利
を
持
た
な
い
場
合
は
個
人
保
険
加
入
申
請
書
、
申
請
者
お
よ
び
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
額
算
定
の
際
考
慮
さ
れ
る
者
の
無
料
医

（３
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

療
扶
助
申
請
書
、
場
合
に
よ
り
社
会
住
居
手
当
申
請
書
、
身
分
証
明
書
等
を
提
出
す
る
。

申
請
者
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
申
請
書
に
お
い
て
、
住
所
、
家
族
状
況
、
住
宅
．状
況
、
社
会
保
障
医
療
保
険
の
有
無
、
職
業
、
年
金
等
他
の
社
会
保
障
給
付
受

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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知 知
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四

（４
）

給
の
有
無
、
過
去
三
か
月
間
の
所
得
等
を
記
入
す
る
と
と
も
に
、
三
か
月
以
内
に
地
域
参
入
委
員
会
と
参
入
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
。

当
該
申
請
書
類
は
、
直
ち
に
、
後
述
の
参
入
契
約
の
当
事
者
で
あ
る
申
請
者
の
居
住
す
る
地
域
参
入
委
員
会
、
市
町
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（そ
れ

以
外
の
機
関
で
申
請
が
行
わ
れ
た
場
合
）、
お
よ
び
、
支
払
機
関
で
あ
る
家
族
手
当
金
庫
ま
た
は
農
業
社
会
共
済
金
庫
に
送
付
さ
絲
縫
。

家
族
手
当
金
庫
ま
た
は
農
業
社
会
共
済
金
庫
は
、
手
当
支
給
に
関
し
て
提
案
す
る
前
に
、
申
請
者
の
申
告
内
容
を
確
認
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
当
該

金
庫
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
他
の
社
会
的
保
護
制
度
の
管
理
運
営
機
関
に
必
要
な
情
報
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
当
該
金
庫
は
、
申
請

者
に
迅
速
に
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
支
給
決
定
の
前
で
あ
っ
て
も
、
申
請
手
続
機
関
か
ら
送
付
さ
れ
た
書
類
に
基
づ
き
、

（６
）

申
請
者

へ
の
給
付
額
の
計
算
を
行
う
。

（２
）
決
定

最
初
の
申
請
の
際
、
支
給
と
給
付
額
の
決
定
を
行
う
の
は
、
国
の
県
レ
ベ
ル
で
の
代
表
で
あ
る
知
事

Ｃ
８
お
じ
で
ぁ
花
。
し
か
し
な
が
ら
、
支
給
開

始
決
定
に
一
定
の
判
断
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
収
入
算
定
の
調
整
、
扶
養
債
権
行
使
の
免
除
、
賃
金
労
働
者
以
外
の
者
の
収
入
算
定
、

世
帯
の
カ
ッ
プ
ル
に
つ
い
て
受
給
権
者
の
決
定
等
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
知
事
は
、
協
定
に
よ
り
、
そ
の
決
定
権
限
を
支
払
機
関
で
あ
る
家

（８
）

族
手
当
金
庫
ま
た
は
農
業
社
会
共
済
金
庫
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

家
族
手
当
金
庫
ま
た
は
農
業
社
会
共
済
金
庫
が
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
支
給
の
可
否
を
決
定
す
る
場
合
、
そ
の
決
定
は
、
申
請
者
、
申
請
手
続
機
関
、
市
町

村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
知
事
に
通
知
さ
れ
、
支
給
決
定
で
あ
る
場
合
は
直
ち
に
給
付
が
行
わ
れ
る
。
不
支
給
決
定
の
場
合
、
当
該
金
庫
は
そ
の
理
由

（９
）

に
つ
い
て
も
知
事
に
通
知
す
る
。
こ
の
場
合
、
知
事
は
、
当
該
金
庫
に
再
審
査
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

知
事
が
支
給
の
可
否
を
決
定
す
る
場
合
、
知
事
が
実
質
的
判
断
を
行
う
一
定
の
場
合
は
、
支
払
機
関
で
あ
る
家
族
手
当
金
庫
ま
た
は
農
業
社
会
共
済



金
庫
は
、
関
連
書
類
を
知
事
に
送
付
す
る
。
実
質
的
判
断
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
当
該
金
庫
は
、
決
定
に
‐関
す
る
提
案
を
要
約
し
た
リ
ス
ト
を
一知
事
に

送
付
し
、
知
事
は
、
そ
の
リ
ス
ト
に

―
同
‐意
を
与
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
知
事
は
、
当
該
金
庫
に
再
審
査
を
要
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。
知
事
の
決
定

は
、
当
該
金
庫
に
通
知
さ
れ
、
当
該
金
庫
は
、
知
事
の
名
で
、
そ
の
決
定
を
申
請
者
、
申
請
手
続
機
関
、
市
町
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
場
合

（１０
）

に
よ
り
、
疾
病
保
険
初
級
金
庫

（ｏ出
協
８
０
Ｌ
８
“
守
８
０
．“
協
日
”
Ｒ
ｏ
日
ヽ
ご
餞
Ｃ

に
通
知
す
る
。

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
支
給
期
間
は
三
か
月
で
あ
る
。
受
給
者
は
、
前
述
の
よ
う
に
支
給
開
始
三
か
月
以
内
に
、
地
域
参
入
委
員
会
と
参
入
契
約
を
締
結
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（３
）
支
払

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
支
払
機
関
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
受
給
者
ま
た
は
そ
の
一配
偶
者
が
、
農
業
経
営
者
、
農
業
労
働
者
、
ま
た
は
、
自
営
職
人
で
あ
る
場

合
は
農
業
社
会
共
済
金
庫
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
家
族
手
当
金
庫
で
あ
る
。

（ａ
）
通
常
の
手
続

支
払
機
関
は
、
知
事
の
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
支
給
に
関
す
る
決
定
、
ま
た
は
、
知
事
の
委
任
に
よ
り
自
身
で
決
定
し
た
場
合
は
そ
の
決
定
を
、
申
請
者
、
申

請
手
続
機
関
、
地
域
参
入
委
員
会
、
お
よ
び
、
初
級
疾
病
金
庫
に
通
知
す
る
。
他
方
、
支
払
機
関
は
、
収
入
算
定
の
調
整
、
扶
養
債
権
行
使
の
免
除
、

お
よ
び
、
賃
金
労
働
者
以
外
の
者
の
収
入
算
定
に
関
す
る
知
事
の
決
定
を
考
慮
し
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
最
終
的
算
定
を
行
う
。

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
は
、
で
き
る
だ
け
迅
速
に
、
申
請
の
あ
っ
た
月
の
初
日
に
遡
っ
て
、
毎
月
月
末
に
支
給
さ
れ
る
。
手
当
額
が
月
四
〇
フ
ラ
ン
以
下
で
あ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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る
場
合
は
、
手
当
は
支
給
さ
れ
な
い
が
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
に
関
す
る
諸
権
利
は
保
持
さ
れ
る
。

支
払
機
関
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
の
リ
ス
ト
を
、
知
事
、
県
議
会
の
長
、
地
域
参
入
委
員
会
委
員
長
、

申
請
手
続
機
関
に
送
付
ち
饗
。

（ｂ
）
緊
急
手
続
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

緊
急
の
場
合
の
特
別
の
支
払
手
続
と
し
て
、
仮
払

（”
く
“
●
０８
）、
お
よ
び
、
前
払

（”
ｏ
ｏ
日
づ
序
ｅ

の
制
度
が
存
在
す
る
。

第

一
に
、
仮
払
は
、
知
事
に
よ
る
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
支
給
開
始
決
定
以
前
に
行
わ
れ
る
例
外
的
手
続
で
あ
る
。
仮
払
請
求
は
、
緊
急
の
場
合
か
つ
受
給

権
の
存
在
が
高
度
に
推
定
さ
れ
る
場
合
、
い
つ
で
も
、
全
て
の
申
請
者
が
行
う
こ
と
が
で
き
、
申
請
手
続
に
異
常
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
場
合
等
に

認
め
ら
れ
る
。
仮
払
は
、
知
事
の
同
意
ま
た
は
知
事
の
委
任
に
基
づ
き
、
支
払
機
関
に
よ
り
即
時
に
行
わ
絲
饗
。

第
二
に
、
前
払
は
、
仮
払
と
は
異
な
り
、
知
事
に
よ
る
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
支
給
開
始
決
定
以
後
に
行
わ
れ
る
、
給
付
の
一
つ
の
支
払
形
態
で
あ
る
。
手

当
の
清
算
と
支
払
に
か
か
る
期
間
と
申
請
者
の
状
況
を
考
慮
し
、
支
払
手
続
機
関
は
、
手
当
の
前
払
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
払
は
、
知
事
ま

た
は
知
事
の
委
任
を
受
け
た
支
払
機
関
に
よ
り
、
決
定
さ
れ
、
こ
の
決
定
を
受
け
て
支
払
機
関
は
、
手
当
の
前
払
を
篠
鸞
。

（
ｃ
）
手
当
額
の
修
正

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
額
は
、
定
期
的
、
個
別
的
、
ま
た
は
、
受
給
者
の
特
別
の
状
況
に
よ
り
修
正
さ
れ
る
。

ま
ず
第

一
に
、
定
期
的
修
正
と
し
て
、
三
か
月
毎
に
、
直
前
の
三
か
月
の
受
給
者
の
収
入
の
変
化
に
応
じ
て
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
額
が
決
定
さ
れ
る
。

八
六

市
町
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
長
、
お
よ
び
、



こ
の
た
め
、
支
払
機
関
は
、
三
か
月
め
の
月
に
、
受
給
者
に
所
得
申
告
書
を
送
付
す
る
。
受
給
者
が
手
当
の
再
計
算
に
必
要
な
期
間
内
に
こ
の
申
告

書
を
提
出
し
な
か
っ
た
場
合
、
知
事
ま
た
は
知
事
の
委
任
を
受
け
た
支
払
機
関
は
、
最
終
月
に
支
払
わ
れ
た
手
当
の
五
〇
％
を
仮
払
と
し
て
支
払
う
。

仮
払
さ
れ
た
月
の
月
末
ま
で
に
受
給
者
が
回
答
し
な
い
場
合
、
手
当
の
支
払
は
中
断
さ
れ
、
仮
払
は
不
当
利
得
と
し
て
受
給
者
に
そ
の
旨
通
知
さ
れ
る
。

二
回
連
続
し
て
所
得
申
告
書
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
不
当
利
得
に
つ
い
て
知
事
に
通
知
さ
れ
る
。

Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
権
の
消
滅
が
宣
告
さ
れ
る
前
に
所
得
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
手
当
額
の
再
計
算
が
行
わ
れ
、
追
加
支
給
が
行
わ
れ
る
か
過
払

（・４
）

の
宣
告
が
行
わ
れ
る
。

第
二
に
、
個
別
的
修
正
と
し
て
、
三
か
月
の
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
手
当
額
の
算
定
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
状
況
の
変
化
、
す
な
わ
ち
、
家
族
状
況

の
変
化
、
他
の
収
入
の
喪
失
等
が
生
じ
た
と
き
は
、
手
当
額
の
修
正
ま
た
は
支
給
停
止
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
効
果
は
、
変
化
が
生
じ
た
月
の
初
日
か
ら

（・５
）

発
生
す
る
。

（・６
）

ま
た
、
受
給
者
の
職
業
活
動
再
開
に
よ
り
、
所
得
要
件
を
充
足
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
翌
月
か
ら
手
当
の
支
給
は
停
止
さ
れ
る
。

第
二
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
が
、
疾
病
保
険
ま
た
は
医
療
扶
助
の
負
担
に
よ
り
入
院
ま
た
は
社
会
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
た
場
合
は
、
当
該
受
給
者
が

単
身
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
入
院
ま
た
は
入
所
期
間
中
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
額
は
、
五
〇
％
に
減
額
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
受
給
者
に
、
手
当
額
算
定

（・７
）

に
考
慮
さ
れ
る
扶
養
家
族
が
い
る
場
合
は
、
減
額
は
行
わ
れ
な
い
。

（ｄ
）
差
押
、
譲
渡
の
禁
止

（・８
）

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
は
、
差
押
お
よ
び
譲
渡
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
同
手
当
は
非
課
税
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

・
職
業
的
参
入

八
七
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（
ｅ
）
☆
麓
恨
　
・（員
Ｘ
と
６
０
『，
由
Ｏ
●
）

八
八

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
社
会
扶
助
が
義
務
を
有
し
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
そ
の
緊
急
的
性
格
に
よ
り
費
用
を
仮
払
す
る
場
合
の
求
償

↑
針
塩
い
ギ

〓
８
）
制
度

翁
認
定
時
に
定
め
ら
れ
る
求
償
し

の
み
な
ら
ず
、
補
足
性
の
原
則
が
充
足
さ
れ
、
社
会
扶
助
が
そ
れ
自
体
の
義
務
に
基
づ
き
手
当
を
給
付

す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
社
会
扶
助
給
付
認
定
時
に
考
慮
で
き
な
か
っ
た
新
た
な
要
素
に
基
づ
き
、
当
該
給
付
に
つ
い
て
な
さ
れ
る
求
償

（「事
後

↑

８
ｏご
き
ユ
）
に
決
定
さ
れ
る
求
償
し

制
度
が
存
在
ち
ど
。
具
体
的
に
は
、
家
族
社
会
扶
助
法
典
第

一
四
六
条
は
、
①
財
産
状
態
が
改
善
さ
れ
た
被
扶

助
者
、
②
被
扶
助
者
が
死
亡
し
た
場
合
の
相
続
財
産
、
等
に
対
す
る
求
償
制
度
を
定
め
て
い
る
。

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
も
、
社
会
扶
助
給
付
で
あ
る
の
で
、
同
手
当
と
し
て
支
給
さ
れ
た
額
に
つ
い
て
は
、
受
給
者
の
死
亡
の
際
の
相
続
財
産
お
よ
び
受
給
者

が
譲
渡
さ
れ
た
積
極
財
産
に
つ
い
て
は
、
求
償
が
行
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
求
償
が
行
わ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
相
続
財
産
ま
た
は
譲
渡
さ
れ
た
積
極
財

産
の
う
ち
、
一
五
万
フ
ラ
ン
を
超
え
る
部
分
に
限
定
さ
な
ど
。

（４
）
受
給
権
の
延
長
、
更
新
、
停
止
、
消
滅

（ａ
）
受
給
期
間
の
延
長

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
支
給
期
間
は
三
か
月
で
あ
る
が
、
以
下
の
場
合
、
受
給
期
間
の
延
長
は
可
能
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
第

一
に
、
受
給
者
と
地
．域
参
入
委
員
会
が
当
該
期
間
内
に
参
入
契
約
を
締
結
し
た
場
合
、
知
事
ま
た
は
支
払
機
関
は
、
三
か
月
か

ら
一
二
か
月
の
期
間
内
で
、
参
入
契
約
が
締
結
さ
れ
た
月
の
初
日
か
ら
参
入
契
約
の
期
間
が
満
了
す
る
月
の
最
終
日
ま
で
、
手
当
支
給
期
間
の
延
長
を



行
う
。
支
払
機
関
は
、
延
長
の
決
定
を
受
給
者
に
通
知
し
、
支
給
を
継
続
す
る
。
所
得
要
件
を
充
足
し
な
く
な
っ
た
場
合
、
手
当
の
支
給
は
停
止
さ
れ

る
が
、
参
入
契
約
の
期
間
中
は
、
当
該
人
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
諸
権
利
を
保
持
す
る
。

第
二
に
、
当
該
期
間
内
に
参
入
契
約
が
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
原
因
が
地
域
参
入
委
員
会
に
あ
る
と
き
は
、
受
給
権
は
自

動
的
に
延
長
さ
れ
、
支
払
機
関
は
支
給
を
継
続
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
参
入
契
約
が
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
原
因
が
受
給
者
に
あ
り
、
正
当
な
理
由
が
な
い
場
合
は
、
知
事
は
、
地
域
参
入
委
員
会
の
意
見

を
聴
取
し
、
受
給
者
か
ら
事
情
を
聴
取
し
た
後
、
手
当
の
支

秘
鈍
停
止
す
る
。
た
だ
し
、
支
払
機
関
は
、
知
事
の
決
定
に
基
づ
き
、
参
入
契
約
締
結
日

ま
た
は
地
域
参
入
委
員
会
の
意
見
提
出
日
か
ら
支
給
を
再
開
す
る
。

（ｂ
）
受
給
権
の
更
新

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
権
は
、
展
開
中
の
参
入
契
約
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
地
域
参
入
委
員
会
の
意
見
に
基
づ
き
、
ま
た
は
、
新
た
な
参
入
契
約
の
締
結

（２２
）

の
後
、
知
事
ま
た
は
支
払
機
関
の
決
定
に
よ
り
三
か
月
か
ら

一
二
か
月
の
期
間
内
で
更
新
さ
れ
う
る
。

（
ｃ
）
受
給
権
の
停
止

知
事
は
、
第

一
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
が
正
当
な
理
由
な
く
参
入
契
約
の
締
結
ま
た
は
更
新
を
拒
否
し
た
場
合
、
第
二
に
、
正
当
な
理
由
の
な
い
、
享

受
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
地
域
参
入
委
員
会
が
契
約
実
施
状
況
に
つ
い
て
知
事
に
意
見
を
の
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
第
二
に
、

享
受
者
が
契
約
を
遵
守
し
な
か
っ
た
場
合
、
地
域
参
入
委
員
会
へ
の
諮
問
と
受
給
者
の
意
見
聴
取
の
後
、
手
当
支
給
の
停
止
措
置
を
と
る
こ
と
が
で

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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（２３
）

き

る

。
後
述
の
よ
う
に
、
参
入
契
約
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
と
手
当
額
算
定
に
考
慮
さ
れ
る
者
を

一
方
当
事
者
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者
の

う
ち

一
人
で
も
契
約
を
遵
守
し
な
い
者
が
い
れ
ば
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
支
給
は
停
止
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
知
事
は
、
手
当
の
支
給
停
止
が
有
用
で
な
い
、
ま
た
は
、
当
該
世
帯
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
る
場
合
は
、
停
止
措
置
を

と
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
当
該
停
止
期
間
中
、
当
該
世
帯
の
一
部
の
者
が
、
新
た
な
参
入
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
可
能
で
義
務
を
履
行
す

（２４
）

る
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
場
合
は
、
そ
の
者
に
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
権
を
付
与
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

支
給
の
停
止
措
置
は
、
地
域
参
入
委
員
会
の
意
見
に
基
づ
き
、
ま
た
は
、
新
た
な
参
入
契
約
の
締
結
の
後
、
知
事
の
決
定
に
よ
り
解
除
さ
経
縛
。

（ｄ
）
受
給
権
の
消
滅

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
権
は
、
以
下
の
よ
う
な
場
合
に
消
滅
す
る
。

ま
ず
第

一
に
、
参
入
契
約
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
受
給
者
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
居
住
、
滞
在
要
件
等
行
政
上
の
要
件
を
充
足
し
な
く
な
っ
た
場

合
、
要
件
を
充
足
し
な
く
な
っ
た
月
の
初
日
か
ら
、
受
給
権
は
消
滅
す
る
。

第
二
に
、
受
給
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
参
入
契
約
が
存
在
し
な
い
場
合
、
ま
た
は
、
参
入
契
約
が
遵
守
さ
れ
な
い
場
合
、
継
続
す
る
四
か

月
間
の
支
給
停
止
期
間
の
翌
月
の
初
日
か
ら
、
知
事
ま
た
は
委
任
を
受
け
た
支
払
機
関
の
決
定
に
よ
り
、
受
給
権
は
消
滅
す
る
。

第
二
に
、
受
給
者
の
責
に
帰
す
べ
き
で
な
い
事
由
に
よ
り
参
入
契
約
が
存
在
し
な
い
場
合
、
受
給
者
が
所
得
要
件
を
充
足
し
て
い
る
限
り
、
受
給
権

は
存
続
す
る
が
、
所
得
要
件
等
に
よ
り
継
続
す
る
四
か
月
間
手
当
の
支
払
が
行
わ
れ
な
い
場
合
は
、
受
給
権
は
そ
の
翌
月
の
初
日
か
ら
消
滅
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
参
入
契
約
が
存
在
し
て
い
る
場
合
、
た
と
え
、
所
得
が
上
限
を
越
え
て
い
る
、
ま
た
は
、
四
半
期
毎
の
所
得
の
申
告
が
な
い
た
め



に
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
契
約
の
期
間
中
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
へ
の
権
利
は
消
滅
し
な
い
。

単
に
手
当
の
支
払
が
な
い
状
態
で
は
な
く
、
受
給
権
が
消
滅
し
た
場
合
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
権
に
付
随
す
る
諸
権
利
、
す
な
わ
ち
、
住
宅
手
当
受
給
権
、

個
人
保
険
に
よ
る
疾
病

・
出
産
に
対
す
る
給
付
と
医
療
扶
助
、
県
参
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
枠
内
で
行
わ
れ
る
社
会
的

・
職
業
的
参
入
活
動
へ
の
権
利
等
も

同
じ
く
消
滅
す
る
こ
と
に
な
♂
。

（５
）
適
正
な
給
付
の
確
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

Ｒ
Ｍ
Ｉ
制
度
の
適
切
な
運
営
は
、
知
事
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
。
知
事
は
、
特
に
、
制
度
の
調
整
、
情
報
伝
達
の
確
認
、
制
度
に
関
わ
る
機
関
の
連

携
、
管
理
運
営
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
等
に
配
慮
す
る
。

他
方
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
適
正
な
給
付
を
確
保
す
る
た
め
、
受
給
者
に
関
す
る
調
査
、
不
当
利
得
の
回
収
、
不
正
受
給
者
に
対
す
る
制
裁
、
等
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。

（
ａ
）
受
給
者
に
関
す
る
調
査

支
払
機
関
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
の
申
告
を
確
認
、
調
査
す
る
た
め
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
を
最
初
に
支
給
す
る
と
き
、
三
ヶ
月
毎
の
所
得
申
告
の
と
き
、
ま

た
は
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
お
い
て
も
、
必
要
な
情
報
を
、
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
、
社
会
保
障

・
補
足
年
金

・
失
業
保
障
機
関
、
そ
の
他
職
業

的
参
入
政
策
に
関
与
す
る
公
的

・
私
肝
機
関
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
経
だ
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

・
職
業
的
参
入

九
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（ｂ
）
不
当
利
得
の
回
収

支
払
機
関
は
、
不
当
利
得
を
発
見
し
た
場
合
、
そ
の
額
を
算
定
し
、
知
事
が
そ
れ
を
発
見
し
た
場
合
、
知
事
は
、
理
由
を
付
し
て
そ
れ
を
支
払
機
関

（２８
）

に
通
知
す
る
。

支
払
機
関
は
、
た
だ
ち
に
、
受
給
者
に
不
当
利
得
で
あ
る
こ
と
を
通
知
す
る
。
同
機
関
は
、
受
給
者
に
対
し
て
、
前
述
の
、
争
訟
、
審
査
の
可
能
性

（２９
）

等
も
併
せ
て
通
知
す
る
。

五
〇
〇
フ
ラ
ン
に
満
た
な
い
不
当
利
得
に
つ
い
て
は
、
返
還
請
求
の
対
象
と
な
ら
な
い
。
五
〇
〇
フ
ラ
ン
を
超
え
る
場
合
、
受
給
者
が
債
権
を
有
す

（３０
）

る
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
が
存
在
し
て
い
る
と
き
は
、
不
当
利
得
は
同
手
当
と
相
殺
さ
れ
る
。

（
ｃ
）
不
正
受
給
と
制
裁

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
を
不
正
に
受
給
し
た
者
ま
た
は
し
よ
う
と
し
た
者
は
、
刑
法
典
第
四
〇
五
条
に
規
定
す
る
制
裁
を
受
け
る
。
ま
た
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
を
第

（３．
）

三
者
に
受
給
さ
せ
る
た
め
に
営
利
目
的
で
介
在
し
た
全
て
の
者
は
、
社
会
保
障
法
典
Ｌ
五
五
四
―
二
条
に
規
定
す
る
制
裁
を
受
け
る
。

（１
）
ｒ
・
●
。
∞
甲
Ｈ
ｏ
∞
Ｐ
Ｈ
Ｑ

一
ｏ
ｏ
い
０
∞
∞
”
諄
。ド
ド
日
ｏ

，
り

，
い
Ｆ
・
●
．
０
い
ヽ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
一●
■̈
いＯ
ｏ
Ｎ
”
ュ
・ｕ
‥ＨＦ
「
Ｏ
Ｑ
●
ω
ｏ
』Ｌ
Ｆ

（２
）
Ｆ
・
●
．
∞
甲
Ｈｏ
∞
Ｐ
Ｈｑ

熱
ド

い０
∞
∞
”
詳
。Ｈ
Ｎ
Ｎ
】
ｏ
一
ＮＮ
Ч
Ｏ
●
‘
”
●
ｏ
ｏ
Ｈ
Ｏ
∞
Ｐ
〕
０
】【９
∪
∽
∽
＼
∪
Ｈ”
〓
口
●
。
ｏ
”
ｏい
０
●
い
０
日
”
あ

Ｈ０
０Ｐ
算
５
や
Ｆ
のｏ
ｏ
”

Ｐ

留
ｒ
ド
Ｎ
ｗ
Ｏ
”
織
・ｏｏ
９
口
。
０
”
＼
い０
●
口
∞
』Ｌ
】ｒ

（
３
）

＞
１
●
口
９
“
虫
ド

い
０
０
Ｐ

「
〇

一
●
ω
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
●

い
０
０
”

〕
０
【『
９

∪
∽
∽
＼
∪
Ｈ”
量
口
い
。
り
”
ｏ
ｕ
Ｏ
Ｃ
Ｎ
Ｏ
日
”
『
の
日
Ｏ
Ｏ
Ｐ

Ｏ
，

ｐ
や

Ｆ
熙
お
け
。Ｐ

ゆ
。い
。日
・Ｐ

口
〇

“
欧
・の
ｏ
ｐ

九

二



い
。
Ｏω
＼
ＨＯ
ヽ
●
∞
』‘
〓
ｒ

（４
）
Ｒ
Ｍ
Ｉ
申
請
書
そ
の
他
関
連
申
請
書
の
書
式
に
つ
い
て
は
、
”
〓
【
無
”
“
嗜
３

８
８
８
〓
お
ヽ
．】お
ｏ
諄
】ｏ
Ｆ
ｏ
ｏ
Ｌ
Ｆ
と
日
興
ｏ
Ｈ
鮮
目
　
参
照
。

（５
）
ｒ
・
●
。
∞甲
日ｏ
∞Ｐ
日①『
●
ｏ
ｏ
い０∞
∞
”
ユ
。いＰ
「
０
０
」
ω
ヽ
いｏ
い０
∞Ｐ
一
０
■
９
Ｕ
∽
∽
＼∪
【”
蜜
日
●
．
０
”
ｏ輌
Ｏ
ｓ
Ｎｏ
日

，
お

】０
０Ｐ
ｏ，
”
や
Ｆ
ｏｏｏ一・Ｐ
ゆ■
“
・

ト
ロ
〇
”
職
・のｏ
９
い
。
Ｏω＼
【０
●
Ｃ
∞
一●
中【ｒ

（
６
）

Ｆ
・
●
．
∞
”
【
ｏ
∞
Ｐ

Ｈ
Ｑ
“
●
ｏ
ｏ
Ｈ
Ｏ
∞
∞
”
ユ
・Ｈ
Ｐ

日
ｏ
Ｐ

ｕ
，

い

ｒ
・
い
。
ｏ
甲
『
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
口
Ｎ
ｏ
』●
い【ｒ
【
ｏ
ｏ
Ｎ

”
ユ
・ｕ
‐
ＨＦ
「
〇

ヽ
口
ω
ｏ
一・Ｃ
【【ｒ
円
０
０
ド

〕
０
■
９

∪
∽
∽
＼
∪
【”
蜜
口

い
。
Ｏ
ω
ら
い
ヽ
Ｃ
Ｎ
Ｏ
■
５
０ヽ
日０
０
Ｐ
偉
５
●
・Ｈ・
ｏ０
０け。Ｐ
留

，
Ｐ
口
〇
”
識
・ｏｏ
９
い
。
Ｏω＼
ＨＯ
一
Ｃ
∞
』。口
】】ｒ

（７
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
県
レ
ベ
ル
で
の
行
政
権
は
、
国
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
国
の
機
関
で
あ
る
知
事
Ｃ
【Ｒ
①け）
と
県
議
会
♂
ｏ
日
ｏ
い【
ｍ
Ｏい
Ｏ
Ｓ
じ

の
長

（「
いの中●
ｏ詳
）
が
分
有
し
て
お
り
、
事
項
に
よ
り
そ
の
権
限
が
配
分
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）

ｒ
・
●
．
∞
”
【
一〇
∞
Ｐ

Ｈ
Ｒ

Ｏ
い
ｏ
日
０
∞
∞
”
ユ
。Ｎ
？
Ｆ

と
９
卜
ｏ
Ｏ
”
い

Ｆ
・
●
．
０
早
『
Ｎ
Ｎ
Ｎ
ヽ
ｃ
Ｎ
ｏ
』．●
】̈ｒ

【
０
０
Ｎ

“
諄
・９
ＨＸ
。
「
〇

ヽ
口
∞
ｏ
』口
一】ド
【
０
０
ド

（９
）
Ｆ
・
●
。
∞
甲
〓ｏ
∞
Ｐ
ＨＱ

一
ｏ
ｏ
Ｈ
Ｏ
∞
∞
”
ユ
，Ｎ
？
Ｆ
ユ
ｏ
」
一ｏ
り

，
ｐ
ｒ
・
●
．
０
ド
ヽ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
」
Ｎ
Ｏ
」口
】【ｒ
いＯ
ｏ
Ｎ
”
ユ
・望
Ｈ図
・
〕
０
０
Ｌ
∞
ｏ
口̈
い【一
いＯ
Ｏ
ド
¨
∪
・
い
。
∞
”
Ｈ
Ｐ
Ｈ
Ｈ

Ｏ
口
ＨＮ
無
ざ

日
０
∞
Ｐ

，
ュ
・ω
Ｏ
‥Ｆ
ユ
ｏ
口
ま

り
”
『
∪
・
い
。
０
｝
ｏ
ｏ
∞
Ｑ
●
い
０
日
”
喘の
日０
０
Ｐ
”
ユ
，Ｐ
「
〇
ヽ
ｃ
Ｎ
ヽ
日
“
易

ぃ
０
０
”

（１０
）
０
守
９
∪
∽
∽
＼
∪
Ｈ”
マ
ロ
い
。
０
｝
ｏ
釧
●
ｃ
Ｎ
ｏ
■
５
■ｏ
日０
０
Ｐ
ｏ
Ｆ
“
や
Ｆ
ｏｏ
ｏ
け。Ｐ

ゆ』
い
ヽ
・
”
Ｏ
”
識
・ｏ
ｏ
９
●
。
ｏ
ω
ヽ
日０
ヽ
Ｃ
∞
』●
】【ｒ

（Ｈ
）
ｒ
・●
。
∞
甲
Ｈｏ
∞
Ｐ
Ｈｑ

●
ｏ
ｏ
い０
∽
∞
“
ユ
・ｏ
いヽ０
・Ｎ
Ｏ

，Ｎ
Ｈ
無
Ｎｐ
８
ｏ
Ｏ
ｕ
”
い
ｒ
・●
．
０
学
『
Ｎ
Ｎ
い
０
」
Ｎ
ｏ
』口
【Ｆ
い０
０
Ｎ
“
諄
・甲
Ｘ

，
「
〇
ヽ
口
ω
ｏ
一●
【■

日０
０
り
一
０
中８
・

∪
∽
∽
＼
∪
Ｈ”
〓
Ｈ
●
．
Ｏ
ω
‐ｏ
０
０
Ｃ
Ｎ
Ｏ
日
”
あ

い０
０
Ｐ
ｏ

，
“
リ
ト

の①
３
。”
・、ゆ■
簿

ｐ
・
”
〇
”
識
・ｏｏ
９
口
。
Ｏ
ω
＼
い０
０
口
∞
』Ｌ
Ｆ

（・２
）
ｒ
・
・
０
∞
”
【
ｏ
∞
Ｐ
ＨＱ

一
ｏ
ｏ
Ｈ
Ｏ
∞
∞
”
諄
。Ｎ
♪
『
０
０
Ｆ
ω
●
ｏ
９
い０
∞
”
〕
０
【『９
∪
∽
∽
＼
∪
Ｈ”
蜜
目
い
。
０
”
ｏ
０
０
●
Ｎ
ｏ
日
“
湧

ぃ０
０
Ｐ
ｏ

，
”
や
Ｆ
のｏ
無
。Ｐ
留
”
■

Ｆ
”
〇
”
識
・ｏｏ

，
●
。
Ｏ
ω
＼
ぃ０
０
●
∞
一●
一】ｒ
日Ｏ
ｏ
”

（・３
）
ｒ
。
い
ｏ
∞
∞
占
ｏ
∞
Ｐ
いｏ
『
０
い
ｏ
Ｈ
Ｏ
∞
∞
”
二
』
♪
「
０
０
口
ω
ヽ
Ｑ
９
Ｈｏ
∞
”
¨
∪
。
い
。
∞
∞
■
日
日
Ｆ
ＨＮ
０
０
９
円０
∞
Ｐ

，
ユ
ヽ
Ｐ
『
〇
ヽ
口
Ｈ∞
ら
い

，
い０
∞
∞
一
０
■
９
∪
∽
∽
＼

∪
Ｈ”
に
日
い
。
０
｝
ｏ
り
０
口
Ｎ
ｏ
日
“
あ

Ｈ
ｏ
ｏ
Ｐ
（瞥
”
や
日ヽ
００
０
け。Ｐ

の
“
』
“
・
”
〇
”
識
・のｏ
ｐ
●
。
０
∞
＼
い
０
０
」
∞
』●
いいＦ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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九

四

（
・４
）
∪
・
・
●
∞
”
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｆ

Ｈ
Ｎ
無
ド

Ｈ
Ｏ
∞
∞
”
諄
。Ｎ
Ｐ

Ｂ
ｏ

，

０
“
『
∪
・
●
。
Φ
｝
ｏ
ｏ

，

Ｎ
Ｏ
日

，
あ
・【
０
０
Ｐ

”
諄
・ｐ

『
Ｏ

Ｎ
ヽ
日

，
あ

日
ｏ
ｏ
ｏ
一
０
〓
９
∪
∽
∽
＼
∪
Ｈ”
を
目
●
。
ｏ
ω
‐０
０

０
」
Ｎ
Ｏ
】日
曽
あ

Ｈ
０
０
Ｐ

ｏ
Ｆ
”
）
Ｈ・ｏ
ｏ
ｏ
け
。Ｐ

留
”
キ
ド

Ｗ
Ｏ

”
識
・ｏ
ｏ
９

●
。
Ｏ
ω
＼
Ｈ
０
０
」
∞
〕．●
Ｈ̈ｒ

（
・５
）
ｒ
・
口
ｏ
∞
”
Ｈ
ｏ
∞
Ｐ

Ｈ
Ｏ
「
一
ｏ
ｏ
い
０
∞
∞
”
ユ
・Ｈ
が

日
ｏ
Ｐ

り
，

【
ｒ
・
●
。
０
り
ヽ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
●
Ｎ
Ｏ
一●
【̈中・Ｈ
０
０
Ｎ

”
諄
・響
く
目
Ｆ
〕
０

０
」
ω
ｏ
』●
い】ｒ
Ｈ
ｏ
Ｏ
ド

〕
∪
・
い
。
∞
甲
日
Ｈ
Ｈ
Ｆ

Ｈ
Ｎ

ド^
９
日
０
∞
Ｐ

“
ュ
。Ｎ
ｏ
ｏ
い
Ｎ
Ｐ

「
０

０
●
Ｈ
∞
０
営
〕・Ｈ
Ｏ
∞
∞
一
０
暉
９

∪
∽
∽
＼
∪
Ｈ”
て
日
い
。
０
甲
ｏ
ｕ
ヽ
“
Ｎ
ｏ
ｎ
５
【
ｏ
Ｈ
０
０
Ｐ

（口
”

，
Ｆ
の
ｏ
ｏ
け
。Ｐ

ゆ
あ
、
』
・
ω
Ｏ

”
欧
・の
ｏ
ｐ

口
．
ｏ
ω＼
ＨＯ
ヽ
口
∞
』●
〓
ｒ

（
・６
）
∪
・
い
ｏ
∞
甲
Ｈ
Ｐ
Ｈ
Ｆ

Ｈ
Ｎ
無
ド

■
ｏ
∞
Ｐ

”
諄
・Ｈ
ｏ
３

Ｈ
Ｆ

日
ｏ
ｅ

づ
”
【
∪
・
●
．
ｏ
甲
『
ω
ｏ
Ｏ
口
ω
ｏ
一●
【一】・い
０
０
Ｐ

，
ユ
』
・
】
〇

ヽ
●
ω
い

●̈
い【ド・Ｈ
０
０
Ｎ
一
０
【ヽ
９

∪
∽
∽
＼
∪
Ｈ
”
蜜
口

い
。
Ｏ
ω
ら
い
ヽ
口
Ｎ
Ｏ
日
５
腱び

い
０
０
ω
■
粋
５
０
・Ｈ
・
ｏ
ｏ
ｏ
け
。Ｐ

留
”
■
ド
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（Ｂ
）
社
会
的

・
職
業
的
参
入
の
実
現

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
社
会

・
職
業

へ
の
継
続
的
参
入
を
援
助
し
、

討
し
た
社
会
的

・
職
業
的
参
入
政
策
を
は
じ
め
様
々
な
政
策
が
、
国
の
み
な
ら
ず
、
県
、

お
け
る
参
入
シ
ス
テ
ム
は
、
図
１
１
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
ｏ
職
業
的
参
入

そ
の
市
民
と
し
て
の
主
体
を
確
立
す
る
た
め
、　
一
の
２
で
検

地
域
レ
ベ
ル
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
地
方

（県
、
地
域
）
に

九
五



<図 1-1> 県および地域の参入システム
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H&: RMI et autres dispositifs d'insersion, Dictionnaire Permanent Action Sociale,

Annexe Y



地
方
に
お
け
る
参
入
政
策
は
、
参
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
協
定
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る

（１
）。

他
方
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
お
よ
び
そ
の
家
族
は
、
そ
の
参
入
政
策
を
享
受
す
る
た
め
、
前
述
の
地
域
参
入
委
員
会
と
参
入
契
約
を
締
結
す
る
。
同

契
約
に
基
づ
き
、
関
連
機
関
は
、
受
給
者
が
参
入
政
策
を
享
受
し
う
る
よ
う
、
必
要
な
手
段
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
受
給
者
お
よ
び
そ
の
家
族
は
、

参
入
に
必
要
な
活
動
に
参
加
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る

（２
）。

（１
）
参
入
計
画
と
協
定

参
入
政
策
の
基
本
と
な
る
の
は
、
県
参
入
委
員
会
の
作
成
す
る
県
参
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
お
よ
び
、
地
域
参
入
委
員
会
の
作
成
す
る
地
域
参
入
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
。

各
県
に
複
数
置
か
れ
て
い
る
地
域
参
入
委
員
会
は
、
そ
の
地
域
の
社
会
的
、
職
業
的
参
入
の
た
め
に
必
要
な
措
置
の
分
析
、
現
在
の
措
置
の
評
価
等

に
基
づ
き
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
の
参
入
に
必
要
な
措
置
を
保
障
す
る
地
域
参
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
県
参
入
委
員
会

へ
送
付
し
、

（１
）

県
参
入
委
員
会
が
県
参
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
提
言
を
行
う
。

県
参
入
委
員
会
は
、
地
域
参
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
保
護
を
受
け
る
者
の
社
会
、
教
育
、
雇
用
、
住
居
、
健
康
、
交
通
機
関
、
文
化
、

家
族
生
活
の
領
域
に
お
け
る
参
入
を
援
助
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
、
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
参
入
活
動
の
評
価
と
さ
ら
に
実
施
す
べ
き
活
動
、
参
入

（２
）

活
動
に
従
事
す
る
社
会
福
祉
労
働
者
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
教
育
、
多
様
な
参
入
活
動
の
調
整
等
を
そ
の
内
容
す
る
、
県
参
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
。

こ
の
県
参
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
具
体
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、
国
と
県
と
の
間
で
、
基
本
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
お
よ
び
県
は
、
地
域
圏
↑
置
いｏじ
、
市
町
村
、
ま
た
は
、
参
入
政
策
実
施
に
関
与
す
る
非
営
利
社
団
お
よ
び
公
私
の
法
人
と
の
間
で
、
基
本
協
定
を

補
完
す
る
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
之
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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こ
れ
ら
の
協
定
は
、
県
参
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
条
件
と
施
行
枠
組
み
、
実
際
に
行
わ
れ
る
参
入
措
置
、
各
当
事
者
の
役
割
分
担
と
費
用
負
担
、
成

果
の
評
価
方
法
等
を
そ
の
内
容
と
す
る
。
県
参
入
委
員
会
お
よ
び
地
域
参
入
委
員
会
は
諮
問
機
関
で
あ
り
、
県
参
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
県
の
行
政
権
を

有
す
る
知
事
お
よ
び
県
議
会
の
長
に
そ
の
実
施
を
法
的
に
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
が
、
ン」
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
に
締
結
さ
れ
た
上
記
の
協
定
は
、

協
定
当
事
者
を
法
的
に
拘
束
す
る
こ
と
に
林
群
。

（２
）
参
入
契
約

↑
ｏ
詳
轟
計
ヽ
．】房
①謀
中ｏ
じ

参
入
契
約
は
、
金
銭
給
付

（Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
）
と
参
入
の
結
合
を
具
体
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
お
よ
び
手
当
額
算
定
に
お
い
て
考

慮
さ
れ
る
者
は
、
そ
の
同
意
す
る
、
社
会
的

・
職
業
的
参
入
に
必
要
な
諸
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

他
方
、
参
入
契
約
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
享
受
者
の
参
入
へ
の
権
利

（Ｐ
ｏ
〓
ツ
〓
房
①諄
】ｏ
じ

を
具
体
化
す
る
道
具
で
あ
る
。
参
入
契
約
の
内
容
と
な
る

諸
活
動
は
、
享
受
者
の
個
別
的

・
家
族
的
状
況
に
応
じ
て
、
そ
の
社
会
的
排
除
を
解
消
す
る
。

（ａ
）
当
事
者

参
入
契
約
の
一
方
当
事
者
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
、
す
な
わ
ち
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
お
よ
び
手
当
算
定
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
世
帯
構
成
員
全
員
で

あ
り
、
他
方
当
事
者
は
、
地
域
参
入
委
員
会
で
ぁ
祀
。

（ｂ
）
契
約
の
性
質



参
入
契
約
は
、
第

一
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
本
人
お
よ
び
手
当
額
算
定
に
考
慮
さ
れ
る
世
帯
構
成
員
全
員
と
、
地
域
参
入
委
員
会
を
媒
介
と
す
る
、

参
入
政
策
を
担
当
す
る
公
共
団
体

（国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
）
と
の
間
の
双
務
契
約
で
あ
る
。　
一
方
で
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
の
み
な
ら
ず
Ｒ
Ｍ
Ｉ

手
当
享
受
者
全
体
が
契
約
の
履
行
を
義
務
づ
け
ら
れ
、
他
方
、
契
約
当
事
者
で
あ
る
地
域
参
入
委
員
会
の
み
な
ら
ず
、
関
与
す
る
公
共
団
体
全
体
が
、

参
入
実
現
の
た
め
の
措
置
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
享
受
者
の
約
定
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
対
価
で
は
な
く
、
そ
の
受
給
要
件
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
こ
と

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
参
入
契
約
の
双
務
的
性
質
は
、
参
入
活
動
に
関
す
る
両
当
事
者
の
約
定
、
す
な
わ
ち
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
享
受
者
の
社
会
的

・
職
業

的
参
入
に
必
要
な
諸
活
動
へ
の
参
加
と
参
入
政
策
に
関
与
す
る
公
共
団
体
の
参
入
実
現
の
た
め
の
措
置
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
の
間
に
の
み
存
す
る
。

第
二
に
、
参
入
契
約
は
、
私
法
上
の
意
味
に
お
け
る
契
約
で
は
な
い
、
特
別
の
契
約
で
あ
る
。
そ
の
特
別
な
性
質
は
、
真
の
約
定
の
必
要
性
と
当
事

者
の
参
入
の
個
別
的
な
過
程
を
伴
う
柔
軟
で
適
合
的
な
契
約
の
特
殊
性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
参
入
契
約
に
お
け
る
義
務
は
結
果
債
務

（３
甲

”
”
Ｌ
ｏ
●
８

【９
僣
】一”
一じ

よ
り
も
む
し
ろ
手
段
債
務

（ｏ
ぴ
【い”
”
由
Ｏ
●
器

日
ε
φ
房
）
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
参
入
契
約
は
、
そ
の
締
結
自
体
が
、
参
入
の
た
め
の
第

一
歩
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
は
、
彼
自
身
が
作
成
し
、

ま
た
は
、
提
案
さ
れ
、
そ
の
条
件
に
つ
き
彼
自
身
が
合
意
し
た
計
画
を
そ
の
内
容
と
す
る
契
約
を
締
結
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
参
入
契
約
は
、
当
事
者

自
身
が
合
意
し
た
計
画
に
よ
り
そ
の
自
主
的
な
参
入
を
促
進
す
る
手
法
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
の
契
約
締
結
能
力
と
、

（５
）

享
受
者
が
市
民

（ｏ】ざ
穂
じ
、
主
体

（”
８
８
じ

で
あ
っ
て
、
被
扶
助
者

（以
彙
ｏ８
）
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
ｃ
）
契
約
の
内
容

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

ｏ
職
業
的
参
入

九
九
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〇
〇

参
入
契
約
の
内
容
は
、
必
要
記
載
事
項
、
お
よ
び
、
参
入
の
た
め
の
方
法
の
二
つ
の
点
に
つ
き
、
そ
の
枠
組
み
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
第

一
に
、
契
約
で
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
と
し
て
、
享
受
者
の
状
況
を
評
価
す
る
の
に
有
用
な
全
て
の
要
素
、
す
な
わ
ち
、
①
個

別
ま
た
は
家
族
の
参
入
計
画
、
②
参
入
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
提
供
さ
れ
う
る
手
段
、
③
相
互
の
約
定
と
参
入
実
現
の
日
程
、
お
よ
び
得
ら
れ
た
成

果
の
評
価
方
法
、
を
規
定
し
て
」
翼
。

第
二
に
、
契
約
内
容
と
し
う
る
参
入
実
現
の
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
限
定
す
る
こ
と
な
く
多
様
な
方
法
、
形
態
を
許
容
し
て
い
る
。
例
示
的
に

列
挙
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
①
評
価
、
指
導
を
受
け
る
こ
と
、
②
公
的
援
助
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
益
ま
た
は
職
業
活
動
、
③
適
切
な
社

会
サ
ー
ビ
ス
を
伴
う
、
社
会
的
自
律
、
お
よ
び
、
家
族
的
、
市
民
的
、
特
に
地
区
や
市
町
村
で
の
社
会
的
生
活
、
余
暇

・
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の

参
加
を
発
展
さ
せ
る
諸
活
動
、
④
住
居
の
確
保
ま
た
は
向
上
の
た
め
の
活
動
、
⑤
職
業
能
力
、
知
識
と
技
能
、
職
業
生
活
へ
の
参
入
能
力
を
獲
得
ま
た

は
向
上
さ
せ
る
た
め
の
活
動
、
⑥
医
療

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
す
る
こ
と

（治
療
自
体
は
契
約
対
象
と
な
ら
な
い
）
等
が
あ
り
、
雇
用
の
確
保
と
経
済
的
自

立
を
目
的
と
す
る

「職
業
的
参
入
」
活
動
の
み
な
ら
ず
、
受
給
者
と
そ
の
家
族
の
社
会
関
係

へ
の
復
帰
を
目
的
と
す
る

「社
会
的
参
入
」
活
動
を
含
む

多
様
な
内
容
が
想
定
さ
れ
て
は
だ
。

（ｄ
）
契
約
の
締
結

参
入
契
約
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
自
身
が
作
成
ま
た
は
提
案
を
受
け
、
そ
の
条
件
に
同
意
し
た
計
画
を
そ
の
内
容
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
享
受
者

の
能
力
等
の
問
題
で
そ
の
原
則
の
適
用
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
援
助

・
指
導
担
当
者
が
こ
れ
を
援
助
す
る
こ
と
に
林
だ
。

参
入
契
約
案
は
、
ま
ず
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
と
指
導
・援
助
機
関

（申
請
手
続
機
関
）
の
指
導
・援
助
担
当
者

（】お
け日
ｏけｏ長
）
と
の
間
で
作
成
さ
れ
、

こ
れ
を
、
地
域
参
入
委
員
会
が
検
討
、
承
認
す
る
。
こ
の
地
域
参
入
委
員
会
の
承
認
に
よ
り
、
同
契
約
は
法
的
効
力
を
持
つ
こ
と
に
林
弾
。



地
域
参
入
委
員
会
が
参
入
契
約
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
原
則
と
し
て
、
契
約
署
名
者
と
面
接
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手

当
受
給
権
が
停
止
し
て
い
る
と
き
に
参
入
契
約
が
締
結
さ
れ
た
場
合
は
ヽ
契
約
署
名
者
は
、
希
望
に
よ
り
そ
の
選
択
す
る
助
言
者
を
伴
っ
て
、
面
接
を

受
け
る
場
合
が
あ
る
。
他
方
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
の
社
会
的
排
除
を
解
消
し
、
そ
の
主
体
を
尊
重
す
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
契
約
作
成
に
あ
た
っ
て
、
地

（１０
）

域
参
入
委
員
会
が
、
享
受
者
を
除
外
し
、
指
導

・
援
助
者
の
み
と
面
接
を
行
う
こ
と
は
な
い
。

地
域
参
入
委
員
会
は
、
参
入
契
約
が
不
十
分
ま
た
は
均
衡
を
欠
く
と
判
断
し
た
場
合
、
そ
の
計
画
を
再
検
討
す
る
よ
う
に
、
指
導

ｏ
援
助
機
関

（申

請
手
続
機
関
）
に
こ
れ
を
差
し
戻
す
。

ま
た
、
地
域
参
入
委
員
会
の
長
は
、
当
該
指
導

・
援
助
機
関
が
不
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
当
該
享
受
者
と
契
約
案
を
作
成
す
る
新
た
な
指

（１１
）

導

・
援
助
機
関
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
享
受
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
三
か
月
以
内
に
契
約
が
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
ま
た
は
、
享
受
者
が
正
当
な
理
由
な

く
現
実
的
提
案
を
全
て
拒
否
し
た
場
合
、
知
事
は
、
地
域
参
入
委
員
会
の
意
見
を
聴
取
し
た
後
、
受
給
権
の
停
止
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
ｅ
）
契
約
の
履
行

指
導

・
援
助
担
当
機
関

（申
請
手
続
機
関
）
は
、
各
参
入
契
約
に
つ
き
、
契
約
締
結
者
で
あ
る
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
の
契
約
の
履
行
を
確
認
し
、
契
約
履

行
の
成
果
を
享
受
者
と
と
も
に
作
成
す
る
と
と
も
に
、
他
方
、
提
示
さ
れ
る
参
入
の
た
め
の
諸
政
策
、
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
を
行
い
、
公
共
団
体
の
約
束

す
る
諸
措
置
が
享
受
者
に
確
か
に
提
供
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
、
指
導

・
援
助
担
当
者
を
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
該
参
入
契
約
は
、
そ
れ
が
遵
守
さ
れ
な
い
場
合
、
ま
た
は
、
新
た
な
事
態
の
発
生
等
、
契
約
の
本
質
的
部
分
の
再
検
討
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、

こ
れ
を
更
改

↑
？
い∽いｏこ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
契
約
の
更
改
は
、
地
域
参
入
委
員
会
の
長
、
知
事
、
ま
た
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
の
請
求
に
よ
り
行
わ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

・
職
業
的
参
入

一
〇

一
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一
〇
二

れ
う
る
が
、　
一
定
の
情
報
と
手
続
保
障
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
契
約
の
本
質
的
内
容
の
変
更
で
は
な
く
、
契
約
を
具
体
化
す
る
た
め
の
実

（・２
）

施
条
件
の
変
更
で
あ
る
再
調
整

（凛
ユ
●
りお
８
８
じ

は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
と
指
導

・
援
助
機
関
と
の
間
で
議
論
、
決
定
さ
れ
る
。

他
方
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
の
契
約
の
履
行
を
確
認
す
る
指
導

・
援
助
担
当
者
は
、
受
給
権
の
更
新
毎
に
、
報
告
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地

域
参
入
委
員
会
は
、
そ
の
報
告
書
に
基
づ
い
て
参
入
契
約
の
実
施
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
、
知
事
は
、
そ
の
意
見
に
基
づ
い
て
、
更
新
の
有
無
を
決

（・３
）

定
す
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
が
正
当
な
理
由
な
く
契
約
を
遵
守
し
な
か
っ
た
場
合
、
知
事
は
、
地
域
参
入
委
員
会
の
意
見
聴
取
の
後
、
受
給
権

を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（１
）
ｒ
・
●
。
∞
”
Ｈｏ
∞
Ｐ
Ｈ①【
熟
ド
日０
∞
∞

，
ユ
，トリ
Ｆ
と
ｏ
●
８
・
●
”

，
い
。
●
。
０り

Ｎヽ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
』●
い】【・Ｈｏ
ＯＮ
”
ユ
・いｏい
「
Ｏ
ω
ｏ
」●
一【Ｆ
Ｈ００
ド
〕
∪
・●
．
∞
０
お
Ｐ
Ｎ
Ｏ
』”
●
メ

ＨＯ∞
Ｐ
“
二
。日Ｐ
日
ｏ
魯
り
”

，
∪
。
●
．
ＯＷ
ＯｏＰ
Ｎ『
ヨ
“
あ

日０
０Ｐ
”
ユ
・Ｐ
「
〇
・
Ｎ
∞
日
“
お

日００
”

（２
）
ｒ
・
●
．
∞
”
Ｈｏ
∞
Ｐ
Ｈｑ

熟
ざ
Ｐｏ∞
∞

，
ユ
・ω，
８
ｏ

，
り

，
い
ｒ

，
い
。
ｏＮ
‥ヽ
Ｎ
Ｎ
ＮＯ
一Ｌ
Ｆ
い００
Ｎ
”
ュ
・〓ｏＦ
「
Ｏ
ω
ｏ
』口
【〓
【Φ
Ｏド

（３
）
ｒ
。
い
。
∞”
日ｏ
∞
Ｐ
Ｈｑ

ヽ
ｏｏ
Ｈｏ
∞∞
“
諄
。ωＰ
卜
ｏ
ｏ一
卜
Ｆ
日
ｏ
ｅ
づ
”
■
ｒ
ｂ
．
ｏＮ
‥ＮＮ
Ｎ
Ｎ
ｏ
』●
い■
Ｈ００
ド
”
ュ
・ＰＲ
・
〕
Ｏ
ω
ｏ
』Ｌ
■
日Ｏ
ｏＮ

（４
）
ｒ

●
。
田
‐８
〓
ヽ
｝ｑ

ヽ
ｏｏ
８
８

，
詳
・ミ
‐ト

（５
）
９
８
・
∪
Ｈ”
〓
Ｈ
い
。
８
‐８

８
“
ヽ
日
”
あ

８
８
ヽ
て
¨
ｒ
　
し
か
し
な
が
ら
、
参
入
契
約
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
真
の
意
味
で
の
契
約
で
あ
る
の

か
、
そ
れ
と
も
単
な
る
社
会
的
介
入
の
技
術
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
そ
の
法
的
性
質
は
議
論
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
契
約
当
事
者
が

一
方
は
受
給
者
の
み
な
ら
ず
そ
の
世
帯
構
成
員
を
含
み
、
他
方
の
地
域
参
入
委
員
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
こ
と
、
相
互
の
義
務
の
内
容
の
不
明
確

さ
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
享
受
者
の
契
約
の
不
履
行
と
手
当
支
給
停
止
と
の
関
係
の
曖
昧
さ
、
公
共
団
体
の
契
約
不
履
行
の
効
果
の
曖
昧
さ
と
救
済
方
法
の

欠
如
等
、
こ
れ
を
真
の
契
約
と
考
え
る
こ
と
に
対
す
る
疑
間
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
こ
れ
が
手
当
支
給
の
手
続
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る



こ
と
か
ら
、
そ
の
契
約
的
要
素
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
主
張
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
契
約
と
し
て
の
性
質
か
ら
、
参
入
契

約
は
、
受
給
者
の
契
約
当
事
者
と
し
て
の
承
認
と
信
頼
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
契
約
を
締
結
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
対
等
な
立
場
で
交

渉
し
、
相
互
の
責
任
に
お
い
て
可
能
な
約
定
を
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
主
張
も
導
か
れ
て
い
る

（〓
い多
２
”
ｏ
”
の
同
↓
↓
０
３
”
ｏぴ
ｏ詳

】Ｅ
「
ｏ
”
押

ｏづ
・ｏい一も
お
Ｘ
。）。
な
お
、
参
入
契
約
の
分
析
は
、
別
稿
に
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（６
）
Ｆ
・
●
．
∞
∞
‥Ｈ
ｏ
∞
Ｐ
Ｈｑ

勲
ド
い０
∞∞
”
諄
。卜
Ｎ
‥♪
と
ｏ
口
８

づ
”
『
ｒ

い
。
Ｏ
Ｎ
‐ヽ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
」・魚
■
い
０
０
ド
ヽ
ュ
・ＨＲ
・
〕
Ｏ
ω
ｏ
』Ｌ
Ｆ
一
０
いヽ
９
∪
【”
〓
Ｈ
い
。
Ｏ
ω
・ｏ
卜
一
●

Ｎ
、
日

，
あ

い０
０
Ｐ

で
。”
ド

（７
）
ｒ
・
●
。
∞
∞
，Ｈｏ
∞
Ｐ
【ｑ

無
ド
ＨＯ
∞
∞
”
ユ
。さ
Ｎ
・Ｐ
と
ｏ
●
８

リ
ミ

ｒ

い
。
Ｏ
Ｎ
‐『
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
」Ｌ
Ｆ
じ
Ｏ
Ｎ
”
詳
・いｑ
ヽ
「
〇
い０
一■
■
¨
Ｑ
８
・
∪
Ｈ”
〓
Ｈ
●
．
Ｏ
ω
・ｏ
ト
ロ
ロ

Ｎ
、
日
”
あ

Ｈ
ｏ
Ｏ
Ｐ

で
‥卜
〓Ｎ
甲
卜
‥”

（８
）
０
８̈
・
∪
Ｈ″
〓
日
い
。
８
「Ｒ

３
一
Ｎ
ヽ
日

，
３

８
０
Ｐ

で
‐ト

（つ
）
．Ｆ

。
口
。
∞
”
Ｈｏ
∞
Ｐ
Ｈｏ
『
一
ｏ
ｏ
Ｈ
Ｏ
∞
∞
”
ユ
・ト
リ
ド
Ｑ
Ｑ
日
【ｑ

ユ
・
ユ
ｏ
鮮
０
「
”
『
い
。●
。
０
や
「
Ｎ
Ｎ
Ｎ
ｏ
一●
】Ｆ
い０
０
Ｎ
“
ユ
・Ｈｑ
・「
Ｏ
ω
ｏ
一Ｌ
■
Ｈ０
０
Ｎ
一
０
いお
。∪
】”
蜜
口

口
。
一
ω
〓〇
卜
一
口
Ｎ
『
】Ｒ
ｒ”
■Ｏ
Ｈ０
０
ω

，
ゆＮ
‘釧
。

（
１０
）

０
〓
ｐ

∪
Ｈ
”
を
目

い
。
ｏ
ω
ＬＯ
卜
ヽ
口
Ｎ
ヽ
■
５
『
ｏ
Ｈ
０
０
Ｐ

ゆ
Ｎ
占
‐ド

（１１
）
０
い８
・
∪
目
を
目
い
。
ｏ
ω
，〇
卜
２
一
ミ

日
●
３

８
０
Ｐ
で
‐い
〓”

（・２
）
ｒ

い
ｏ
曽
〓Ｈｏ
∞
∞

，
ＨＲ

８
０
じ
曽

”
諄
・８

３
Ｓ
ト

ミ
‐ｏ
ユ
ｏ
Ｆ
Ｐ

冨
ヽ
ｒ
い
。
褐
〓Ｓ
Ｎ
・
Ｓ

ピ
■

日Ｏ
ｃ
Ｎ
」
諄
■
ｑ
・
『
ｏ
８

一邑

〓
０８

一
Ｑ
ド

∪
男
〓
Ｈ

●
．
Ｏ
ω
‐〇
卜
ヽ
口
Ｎ
『
曝●
“
【０
い
００
い
い
ゆＮ
‥０
，Ｈ
・

（
・３

）

０
】
８

・
∪

Ｈ
″

〓

Ｈ

い
。

Ｏ
ω
〓
ｏ
卜

，

Ｈ
Ｎ
ヽ

日

，
あ

い
０
０
Ｐ

で

。９

ド

〓
一　
小
括

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
ｏ
職
業
的
参
入

一
〇
三
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一
〇
四

以
上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
は
、
貧
困
に
対
す
る
闘
い

（】二
８

８
詳
お

ご

●
営
１
２
ｏ

と
、
排
除
に
対
す
る
闘
い

（一二
８

８
ュ
お

【．①
Ｘ
Ｏ【易

Ｏ̈
こ

の
た
め
の
制
度
と
し
て
、
「年
齢
、
肉
体
的
も
し
く
は
精
神
的
状
態
、
ま
た
は
、
経
済
的
も
し
く
は
雇
用
状
況
に
よ
り
労
働
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
全
て
の
者
」
の

「公
共
団
体
か
ら
生
存
の
た
め
に
適
切
な
手
段
を
得
る
権
利
」
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、　
一
定
の
水
準
以
下
の
所
得
し
か
な

い
者
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
一
般
的
最
低
所
得
保
障
を
行
う
と
と
も
に
、
「困
難
な
状
況
に
あ
る
者
の
社
会
的
・職
業
的
参
入
」
を
実
現
す
る
こ
と
を
そ

の
使
命
と
す
る
。

こ
の
た
め
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
制
度
は
、
所
定
の
要
件
を
充
足
す
る
者
の
、
最
低
所
得
を
保
障
す
る
国
庫
負
担
の
無
拠
出
制
給
付
で
あ
る
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
受

給
権
と
、
参
入
契
約
を
媒
介
と
す
る
手
当
享
受
者
と
公
共
団
体
の
契
約
履
行
義
務
、
具
体
的
に
は
、
享
受
者
の
社
会
的

・
職
業
的
参
入
の
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
享
受
者
と
担
当
機
関
と
の
間
で
合
意
さ
れ
た
内
容
の
諸
活
動
を
履
行
す
る
義
務
と
、
公
共
団
体
が
必
要
な
手
段
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
義
務
と
い
う
、　
一
つ
の
権
利
と
二
つ
の
義
務
を
そ
の
申
心
的
要
素
と
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
享
受
者
の
他
の
社
会
的
保
護
給
付
へ

の
権
利
を
付
随
し
、
ま
た
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
享
受
者
を
は
じ
め
社
会
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
人
々
に
対
す
る
社
会
的

・
職
業
的
参
入
政
策
、
す
な
わ
ち
、

社
会
福
祉
お
よ
び
雇
用
保
障

・
職
業
的
自
立
援
助
制
度
と
密
接
な
関
連
を
有
し
て
い
る
。

こ
の
Ｒ
Ｍ
Ｉ
制
度
を
実
施
す
る
た
め
、　
一
方
で
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
お
よ
び
付
随
的
社
会
的
保
護
給
付
の
支
給
な
ら
び
に
社
会
的

。
職
業
的
参
入
に
つ
い

て
、
従
来
か
ら
存
在
す
る
社
会
的
保
護
制
度
の
管
理
運
営
機
関
と
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
た
め
に
新
た
に
創
設
さ
れ
た
機
関
が
連
携
し
た
管
理
運
営
の
枠
組
み
が
作

ら
れ
、
他
方
で
、
特
に
社
会
的

・
職
業
的
参
入
実
現
の
た
め
に
、
参
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
お
よ
び
協
定
に
よ
る
参
入
政
策
の
実
施
、
な
ら
び
に
、
参

入
契
約
の
締
結
と
い
う
、
独
自
の
手
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

Ｒ
Ｍ
Ｉ
制
度
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
二
五
才
以
上
ま
た
は
扶
養
す
る
子
を
有
す
る
者
、
お
よ
び
、
そ
の
扶
養
家
族
は
、　
一
定
の
水
準
以
下

の
所
得
し
か
な
い
場
合
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
給
付
と
社
会
的
保
護
給
付
へ
の
権
利
付
与
を
中
心
と
す
る

「所
得

・
生
活
保
障
給
付
」
と
、
参
入
契
約
を
媒



介
す
る
特
別
の
社
会
福
祉
お
よ
び
雇
用
保
障

・
職
業
的
自
立
援
助
政
策
を
中
心
と
す
る

「参
入
政
策
」
を
享
受
す
る
こ
と
に
な
る
。

Ｒ
Ｍ
Ｉ
は
、
第

一
に
、　
一
般
的
最
低
所
得
保
障
制
度
を
創
設
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
所
得
保
障
シ
ス
テ
ム
を
大
き
く
修
正
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
は
、
従
来
の
所
得
保
障
シ
ス
テ
ム
の
不
備
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
体
系
を
抜
本
的
に
変
革
す
る
も
の

で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
職
業
活
動
に
よ
る
経
済
的
自
立
を
前
提
と
し
、
社
会
的
リ
ス
ク
の
実
現
に
よ
る
所
得
の
喪
失

・
減
少
ま
た
は
出
費
の
増

大
に
対
す
る
社
会
保
険
、
労
災
補
償
、
失
業
保
障
に
よ
る
保
障
を
中
核
と
し
、
職
業
活
動
に
よ
る
経
済
的
自
立
を
期
待
で
き
な
い
者
に
た
い
す
る
社
会

扶
助
を
付
加
す
る
と
い
う
社
会
的
保
護
制
度
の
体
系
の
、
い
わ
ば
、
空
隙
を
埋
め
る
補
完
的

・
補
足
的
制
度
な
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
は
、
参
入
契
約
に
よ
り
最
低
所
得
給
付
の
受
給
と
参
入
活
動
を
結
合
さ
せ
、
積
極
的
参
入
政
策
に
よ
り
、
社
会
的

・
職
業
的
参
入

の
実
現
を
は
か
ろ
う
と
す
る
制
度
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
参
入
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
参
入
政
策
、

特
に
、
職
業
的
参
入
政
策
は
、
提
示
さ
れ
て
い
る
援
助
付
契
約
等
主
な
も
の
は
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
契
約
と
い
う
非
典
型
雇

用
で
あ
り
、
必
ず
し
も
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
の
継
続
的
安
定
的
雇
用
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
点
で
、
限
界
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
援
助
付
契
約
は
、
一雇
用
創
出
の
た
め
と
は
い
え
、
使
用
者
の
社
会
保
険
の
一
部
ま
た
は
全
部
免
除
、
お
よ
び
、
賃
金
の
一
部
公
的
負
担
と
い
う

使
用
者
に
対
す
る
特
典
の
付
与
の
他
、
第

一
に
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
契
約
の
利
用
制
限
に
関
す
る

一
般
原
則
の
適
用
を
除
外
し
、
第
二
に
、
期
間
の

定
め
の
あ
る
契
約
に
伴
う
使
用
者
の
義
務
を
軽
減
し
、
第
二
に
、
同
契
約
に
基
づ
い
て
雇
用
さ
れ
る
者
を
従
業
員
数
に
算
入
し
な
い
こ
と
と
し
、
や
は

，
使
用
者
の
義
務
を
軽
減
し
た
点
で
、
労
働
法
上
の
規
制
を
緩
和
す
る
も
の
で
あ
り
、
議
論
を
よ
ぶ
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
は
、
そ
の
制
度
を
通
じ
て
、
従
来
の
、
社
会
保
険
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、　
一
定
の
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
人
々
の
間
の
連
帯

で
は
な
く
、
新
た
な
国
家
的
連
帯

Ｔ
ｏ
【い０
”
■
８
　
●

，
一】ｏ
●
“
】ｅ

を
発
展
さ
せ
、
ま
た
、
人
間
の
尊
厳

（３
冒
いけｅ
、
ま
た
は
、
市
民
と
し
て
の
復
権

↑
】けｏ
く
ｏ
日
■
９
を
強
調
す
る
点
に
お
い
て
、
社
会
法
の
理
念
を
改
め
て
考
え
さ
せ
る
契
機
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
近
年
、
無
拠
出

性
給
付
に
お
け
る
国
家
的
連
帯
、
ま
た
は
、
社
会
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
人
々
や
失
業
者
の
増
大
に
対
す
る
政
策
に
お
け
る
市
民
と
し
て
の
復
権
は
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
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一
〇
六

そ
れ
ら
の
政
策
を
先
導
す
る
理
念
と
し
て
注
目
さ
れ
て
は
い
た
が
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
創
設
は
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
理
念
を
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

第
二
章
　
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｉ
機
能
と
効
果

以
上
の
よ
う
に
、
貧
困
の
解
消
と
社
会
的
・職
業
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
者
の
「参
入
」、
主
体
的
市
民
と
し
て
の
復
権
と
い
う
理
念
を
掲
げ
て
導
入

さ
れ
た
Ｒ
Ｍ
Ｉ
で
あ
る
が
、
制
度
創
設
後
八
年
を
経
て
、
そ
の
目
的
は
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
機
能
と
効
果
に
つ
い
て
は
、
制
度
改
正
等
を
契
機
と
し
て
多
く
の
調
査
、
報
告
書
が
出
さ
れ
て
」
れ
が
、　
一
九
九
六
年
二
月
二
十
日
に
国

・民
議
会

含
′
８
ユ
び
【９

Ｚ
●
難
いｏ
日
】Ｃ

に
提
出
さ
れ
た
報
告
書

「
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
展
開
―
総
括
、
今
後
の
方
向
性
、
提
言
」
（以
下
、
コ

九
九
六
年
報
告
書
」

と
略
絲
ｔ
は
、
Ｒ
Ｍ
‐
に
つ
い
て
、
特
に
、
「参
入
」
の
成
果
が
不
十
分
で
あ
り
、
所
得
保
障
と
参
入
と
い
う
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
二
つ
の
部
門
の
間
の
基
本
的
連

携
が
弱
く
、
受
給
者
を
被
扶
助
者

（お
のお
忠
）
の
地
位
に
留
め
続
け
て
い
る
と
の
分
析
の
後
、
多
く
の
改
革
提
言
を
行
っ
た
。

こ
の
報
告
を
受
け
、
さ
ら
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
貧
困
と
社
会
的
分
裂

（や
盤
■
８
け詳
ｏ̈
●
８
ｏ
い●
】こ

を
解
消
し
、
社
会
的
に
排
除
さ
れ
た
状
態
に
あ

る
者
に
対
し
、
雇
用
、
住
居
、
健
康
保
障
を
行
う
た
め
、
当
時
の
労
働
・社
会
問
題
担
当
省
大
臣
で
あ
る
「

，
ｏ
Ｏ
●
８
”
＞
”
”
〇
↓
と
人
道
問
題
担
当
閣
外

大
臣
Ｘ
”
く
いｑ

日更
一〓
＞
Ｚ
Ｃ
閣
ｒ
目
に
よ
り
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
改
正
を
含
む
社
会
的
統
合

（ｏ
３
酔
いｏ
●
８
ｏい”
【Ｃ

に
関
す
る
法
得
難
が

一
九
九
六
年
九
月
二

〇
日
に
提
示
さ
れ
、　
一
九
九
七
年
二
月
二
六
日
、
国
民
議
会
に
提
出
さ
泌
だ
。

本
章
に
お
い
て
は
、　
一
九
九
六
年
報
告
書
、
お
よ
び
、
社
会
的
統
合
に
関
す
る
法
律
案
を
中
心
と
し
て
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
機
能
と
効
果
に
つ
い
て
、
第

一

に
、
そ
の
分
析

（
一
）
、
第
二
に
、̈
課
題
と
方
向
性

（二
）
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。



（１
）

一
九
九
二
年
段
階
の
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
実
施
三
年
後
の
実
態
調
査
と
そ
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
］ビ
”
〓
Ｆ
↓
Ｈｏ
お
“
房

計

日
】器
①Ｄ
８
●
ｌ
ｐ
即
〕ｏ
Ｄ
ｏ
８
お

８
粋
”
け【降
いｏ
」
ｐ
Ｚ
。
Ｎ
ド
ロ
翼
∽
８
紀
、　
一
九
九
五
年
の
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
と
実
績
に
関
す
る
分
析
と
し
て
、
９
ミ
ｏ
ご
″
”
メ

『
３
ｏ
鉤
Ｆ
Ｒ
２
８

，
い
８

Ｐ

ッ
〕，
日
口
計，
一ぃＯ
●
Ｐ
”
”
〓
一
∪
い
∽
ｏ
９
』

ｏ＞
ｏ
８
８
・
り
。田
ｏ
、
ま
た
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
世
論
調
査
の
分
析
と
し
て
、
ｏ
ｑ
器
の

目
＞
↓
０
国
Ｃ
Ｕ
Ｆ

ｒ
“
〈ｏ
９
詳
『①づ
”
ユ
げ
ｙ
ｃ日
９
２
●
ｏ●
け
ｈｏ
詳
０
●
Ｏ
Ｑ
扇
Ｑ
あ
颯
ｗ
Ｏ
①
【．ｏ
り
】ユ
Ｏ
●
①●
ご
く

，
「
０
」
刀
蜜
Ｆ
”
『
＞
∽
【Ｏｏｐ
り
。ｕ
”
　
等
）が
あ

る
。
そ
の
他
、
〇
【〓
ｑ
〓
≧
測
Ｆ
Ｆ
。９
争
≧
８
卜
Φ
〓
８
浄

ａ
〓
８
ｏ
・
８
８
〕＞
目
昌

澪̈
浄
∽
絡
≧
峰
一８
８
８
ユ
一”
〓
８
８
８
ｏ
ユ
β

盤
口
Ｆ

Ｕ
ｏ
●
Ｅ
Ｂ
Ｑ
議
”
疵
ｏ
●
『
■２
沢
〕”
】のｐ
Ｈ０〇
一
ヽ
ｏ
』
∞
Ｈ
ｏ一
ｐ
¨
”
ｏ
σ
Ｑ
ユ
Ｆ
＞
「
〇
”
∪
・
Ｕ
Ｘ
ｏ
〓
あ
いｏ
●
・
【い
のＱ
ユ
いｏ
●
・
【●
一０
当
゛
Ｌ
ｏ
口
Ｌ
Ｔ
”
ｏォ
『
ｏ
Ｏｏ
ｏ一”
】①

，
０
２
薫
ど
【ｏ
●

ｏ８
〓
２

げ
Ｂ
【，

計
の
日
営
ｘ
・３
Ｌ
”

等
参
照
。

ま
た
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
評
価
委
員
会
の
一
九
九
二
年
四
月
二
日
の
報
告
書

”
”
も
づ
ｏ
ユ
８

ご

８
日
ｏ̈ｏ】ｏ
●
「
いの一獄
ｏ
●
ミ

リ
げ
ｌ
ｏ
く
”
ユ
ｑ
ｏ●
く
Ｑ
５

，

、ガ
〓
ｒ
ｒ
）づ
”
Ｌ
Ｏ
ｏ
〓
房
①ユ
ｏ̈
●
．、
↓
０
日
①
Ｈ
Ｐ
Ｐ
ｒ
“
∪
ｏ
８
目
①諄

，
一】ｏ
●
コ
”
ぶ
”
３̈
　
を
中
心
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た

も
の
と
し
て
、
前
掲
都
留
民
子

「
フ
ラ
ン
ス
の
参
入
最
低
限
所
得

（Ｒ
Ｍ
Ｉ
）
制
度
の
受
給
者
」
参
照
。

（
ｏ
多
）

一″
”
づ
づ
０
墜
”
●
４
●
ｈ
Ｑ
ロ
ロ
“
一
【
〇
●

ｏ
●
【

〈
〈
】
．い
く
Ｏ
Ｆ
詳
【
Ｏ
●

ヽ
●

『
①
く
①
●
口

Ｏ
Ｌ
口
〓
目
●
８

ヽ
〓
口
曖
８
諄
一
〇
●

一
げ
障
”
い

。
づ
Ｏ
『
ｏ
づ
Ｏ
Ｑ
昌
く
０
∽

（
洛

り
『
Ｏ
り
Ｏ
の
】
一
¨
Ｏ
●
０
〉
〉

づ
“
【

Ｈ
”

０
０
ｂ
ｐオ
あ
浄
Ｏ
口
Ｏ
①
の
出】●
”
●
Ｏ
Ω
り。
●
０
】ポ
Ｘ
〕Ｏ
●
０
日
Ｌ
Ｏ
”
い
ｏ
い
」
”
【０
０
け
０
」
ｏ
一”
●
・
ゝ
ｒ
ソ
Ｆ
・
ウ４
。　
Ｎ
ｏ
ｕ
『
ヽ
●
Ｎ
Ｏ
］Ｒ
ｒ”
『
０
い
０
０
０
・

（
３

）

＞

く
Ｒ

千

づ
『
ユ

無

●
ｏ

ざ

い

０
．ｏ
■

Ｑ

】
Ｓ

け
一
ｏ
い

■
０
ご

由

」

”
●

お

ａ

ｏ
お

ｏ
日

鮮

無

二

”

ｏ
％

ふ

ａ

ｏ
口

∽
ｏ
ｏ
●

【
ｐ

同

ｘ
ｏ
ｏ
め
い

や

あ

日

魚

♯

Ｈ
Ｌ
出

の
Ｒ

あ

の
ｏ
ｏ
Ｆ

ご

′

∪
ｏ

，
ロ
ロｏ
い
お
‥く
‥
Ｚ
。
】ｏ
∞＼
りｏ
Ｏ
Ｃ
Ｈ『
０
３
・
いＯ
ｏ
Ｐ
Ｏ
・ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（４
）
し
か
し
な
が
ら
、
前
途
の
よ
う
に
、
同
年
四
月
二
一
日
国
民
議
会
が
解
散
さ
れ
た
た
め
、
同
法
案
の
審
議
は
中
断
し
て
い
る
。

一　
分
析

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
ｃ
職
業
的
参
入

一
〇
七



法
政
研
究
二
巻

一
号

（
一
九
九
七
年
）

一
〇
八

Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
機
能
と
効
果
に
つ
い
て
は
、
そ
の
受
給
者

（１
）、
お
よ
び
、
目
的
の
達
成

（２
）
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

１
　
受
給
者

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
そ
の
受
給
者
の
増
大

（Ａ
）
、
第
二
に
受
給
者
層
の
変
容

・
多
様
化

（Ｂ
）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（Ａ
）
受
給
者
数
の
増
大

（１
）
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
数
と
享
受
者
数

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
受
給
権
者
、
お
よ
び
、
そ
の
扶
養
家
族
を
含
め
た
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
享
受
者
の
数
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
創
設
以
来
、　
一
九
八
九
年
か
ら
ず

っ
と
増

大
し
続
け
て
い
る
。

Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
受
給
者
数
の
推
移
は
、
図
表
２
１
１
の
と
お
り
で
あ
る
。　
一
九
八
九
年
か
ら
、　
一
九
九
四
年
ま
で
平
均

一
七
、
五
％
の
割
合
で
増
大
、

九
九
四
―

一
九
九
五
年
は
、
景
気
の
回
復
と
雇
用
政
策
に
よ
り
五
％
の
伸
び
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、　
一
九
九
五
年
で
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
は

○
○
万
人
近
く
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
、
扶
養
家
族
を
含
め
た
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
の
数
は
、
図
２
１
１
の
よ
う
に
、　
一
九
九
五
年
で
約

一
八
〇
万

人
以
上
、
人
口
の
約
二
、
二
％
を
占
め
る
。



な
お
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
受
給
期
間
は
表
２
１
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

（２
）
費
用
負
担

Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
お
よ
び
家
族
を
含
め
た
享
受
者
の
増
大
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
に
関
わ
る
費
用
の
増
大
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

Ｒ
Ｍ
Ｉ
に
関
わ
る
費
用
の
う
ち
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
支
出
は
、
図
表
２
１
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
に
関
す
る
費
用
は
、　
一
九
九
六
年
で
二

三
〇
億
フ
ラ
ン

（約
四
六
〇
〇
億
円
）
で
あ
り
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
に
関
す
る
費
用
全
体
の
約
六
割
を
占
め
て
い
る
。　
一
九
九
七
年
度
予
算
で
は
二
四
二
、
二
億

フ
ラ
ン
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
支
給
の
初
年
度
で
あ
る
一
九
八
九
年
度
は
、
同
手
当
に
か
か
る
支
出
は
、
五
〇
億
フ
ラ
ン
の
み
が

予
定
さ
れ
て
い
た
。

他
方
、　
一
九
九
四
年
度
の
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
を
含
め
た
Ｒ
Ｍ
Ｉ
に
直
接
関
わ
る
総
費
用
は
、
三
二
三
、
八
億
フ
ラ
ン

（約
六
四
七
六
億
円
）
で
あ
り
、

そ
の
国

・
県
別
内
訳
、
項
目
別
内
訳
は
、
表
２
１
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

国
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
他
、
海
外
領
土
に
対
す
る
特
別
支
出
、
雇
用
政
策
に
関
わ
る
費
用
、
住
居
援
助
等
の
支
出
を
行
い
、
県
は
、
支
出
を
義
務
づ

け
ら
れ
た
、
参
入
政
策
実
施
に
関
す
る
費
用
、
お
よ
び
、
医
療
扶
助
を
負
担
し
て
い
る
。
国
の
み
な
ら
ず
県
の
負
担
も
増
大
し
て
お
り
、
参
入
政
策
実

施
に
関
わ
る
予
算
は
、　
一
九
八
九
年
は
県
の
予
算
全
体
の
六
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、　
一
九
九
五
年
は
予
算
全
体
の
一
四
％
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
が
増
大
し
て
い
る
大
き
な
原
因
と
し
て
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
、
お
よ
び
、
失
業
保
障
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
失
業
給

付
の
対
象
と
な
ら
な
い
失
業
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、　
一
九
九
二
年
に
失
業
保
障
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
、
第

一
に
、
失

業
保
険
給
付
の
一
つ
で
あ
る
参
入
手
当

↑
】【ｏ
ｏ

，
一いｏ
い
０
．一３
０諄
【ｏ
じ

の
受
給
要
件
の
修
正
、
第
二
に
、
受
給
資
格
を
得
る
た
め
の
就
労
期
間
の
延
長
、

第
二
に
失
業
手
当
給
付
期
間
の
短
縮
と
手
当
額
の
減
額
に
よ
り
、
失
業
給
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
失
業
が
増
加
し
、
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
失
業
者
が

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九



1989 1990 1991 1993 1994

405.000 510。 146 582.361 671.243 792.947 908.336 946.760

<図表 2-1>
フランス本土および海外領土

RMI受給権者の数

1000000
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600000

400000

200000

0

1989   1990   1991   1992   1993   1994   1995

出身t:Rapport d'information surくく1'ёvolution du revenu minillnurn d'insertion:

bilan,perspectives et propositions〉 〉,1996。 ,A.N.n°  2657,p.13.

<図 2-1>        RMl受 給者の数

(人 )

法
政
研
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二
巻
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号
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一
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九
七
年
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1995.6.30現 在 (%)

31,9%

54,2%

6年 (制度創設以来) 10,2%

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

・
職
業
的
参
入

<表 2-1> RMI手当の受給期間

出典 :RⅣII et autres disposition,Dictionnaire Perlnanennt Action Sociale,Annexe

IV.

<図表 2-2>       RMI手 当の支出

*こ のうち1,989(100万 フラン)は同年以前にRMI手 当のために支出されていた分への
補正措置のための支出である。

25000

20000

15000

10000

5000

0

1990   1991   1992   1993   1994   1995   1996

出夢Ц:Rapport dinformation sur〈 〈1'ёvolution du revenu rninimum d'insertion:
bilan,perspectives et propositi6ns〉 〉,1996.,A.N.n° 2657,p.14.

<表 2-2> RMI全体の費用

frfr : Rapport d'information sur ((l'6volution du revenu minimum d'insertion:
bilan, perspectives et propositions)), 1996., A.N. n" 2657,p.LA.

(100万 フラン)

1989 1990 1991 1992 1993 1994 1996

5。 810 8.668 14.318(*) 13.163 16.631 19.217 22.022 23.000

199ィ 100万 フラン)

国 県 全体

RMI手当 19.530 19.530

海外領土への援助

雇用政策 4.850 4.850

管理費

参入政策実施 3.200 3.200

個人保険の医療扶助 2.800 2.950

住宅援助 850

計 26.380 6.000 32.380



法
政
研
究
二
巻
一
号

Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
へ
と

「流
入
」

（
一
九
九
七
年
）

し
た
と
の
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
て
卜
れ
。

（１
）
（
ご
く
Ｏ
Ｆ
＞
”
く
。
ｏ
ｐ
Ｓ
一ｔ

，
∞Ｎ
ｏ
３
９

（Ｂ
）
受
給
者
層
の
変
容

一
九
九
四
年
に
お
け
る
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
の
年
齢
、
家
族
構
成
、
参
入
契
約
当
事
者
の
住
宅
事
情
、
教
育
レ
ベ
ル
、
職
業
格
付
け
、
職
業
は
、
表

２
１
３
１
１
、
２
１
３
１
２
、
２
１
３
１
３
、
２
１
３
１
４
、
２
１
３
１
５
、
２
１
３
１
６
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
の
平
均
像
は
、
男
性
、
長
期
間
の
失
業
者
、
単
身
、
低
学
歴
（九
〇
％
近
く
が
バ
カ
ロ
ン
ア
資
格
を
持

っ
て
い
な
い
）、
不
十
分

な
住
宅
環
境

（半
分
以
上
が
劣
悪
な
住
居
ま
た
は
ホ
ー
ム
ン
ス
で
あ
る
）
で
あ
り
、
参
入
契
約
締
結
者
の
四
分
の
一
以
上
が
健
康
状
態
に
問
題
が
あ
る

（１
）

と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
層
に
つ
い
て
は
、
そ
の
変
容

・
多
様
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。　
一
九
九
六
年
報
告
書
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給

者
は
、
当
初
は
、
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
、
家
族
的
に
様
々
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
者
で
あ
っ
た
が
、
特
に
、　
一
九
九
二
年
以
降
、
そ
の
層
が
大

き
く
変
化
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
の
増
加
原
‐因
と
同
じ
く
、
雇
用
状
況
の
悪
化
と
失
業
給
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
失

業
の
増
大
を
原
因
と
す
る
、
ま
だ
一
度
も
就
職
し
た
こ
と
の
な
い
若
年
者
、
お
よ
び
、
失
業
保
険
給
付
の
支
給
期
限
が
過
ぎ
た
者
に
よ
る
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当

受
給
の
増
加
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
失
業
者
の
増
加
が
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
の
増
大
の
原
因
と
な
り
、
か
つ
、
そ
の
受
給
者
層
を
変
容

・

多
様
化
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
報
告
書
は
、
さ
ら
に
、　
一
九
九
一
年
と
一
九
九
四
年
で
、
新
た
な
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
受
給
者
の
若
年
化

（三
〇
才
以
下

一
一
二



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

・
職
業
的
参
入

<表 2-3-1>     RMl受 給者の年齢

1994年12月 (フ ランス全土)

*家族手当金庫からの受給者の数である

出典 :Annuaire des statistiques sanitaires et sociales,SESI,1996,p.282.

<表 2-3-2>    RMI受 給者の家族構成

1994年12月 (フ ランス全土)

*RMI手当額算定の対象となる子の数を計算している

出典 :Annuaire des statistiques sanitaires et sociales,SESI,1996,p.281.

一
一
一一一

本土 海外領土

人数 % 人数 %

25才未満 30 467 5 888

25～29才 211 581 24 972

30-39二打 244 779 33 257

40～49才 174 271 22,3

50ハV59屁打 93 770 16 417

60才以上 28 567 4 281

計 783 435 100,0 105 033 100,0

家族構成

本土 海外領土

人数 %
平 均

受給額
(フ ラン/月 )

人数 %
平 均
受給額

(フ ラン/月 )

単 身 者

子なし 470 736 1 779 49 240 1 535

子一人 97 200 12,1 1 950 13 895 1 641

子二人 45 788 1 898 9 135 1 527

子二人以上 20 886 1 623 7 502 1 485

カップル

子なし 36 952 1 993 3 243 1 789

子一人 44 985 2 068 6 136 1 781

子二人 40 165 2 145 7 260 1 810

子二人以上 46 592 2 069 8 622 1 865

計 803 303 100,0 1 863 105 033 100,0 1 613



住 宅 状 況 訓 1)

所有者

個人所有の家の賃借人 50,2

家具付住宅の賃借人又はホテル住まい

家族、友人の家に無料で滞在

長期間、住宅センターに居住

移動住宅に居住

緊急避難センター居住又はホームレス

計

<表 2-3-3>   参入契約締結者の住宅状況

1994年 (フ ランス全土)

*家族単位で計算
出典 :Arlnuaire des statistiques sanitaires et socialesp SESI,1996,p.283.

<表 2-3-4>   参入契約締結者の教育レベル

1994年 (フ ランス全土)

*最初の参入契約締結時の教育レベル

出典 :Amuaire des statistiques sanitaires et s∝ iales,SESI,1996,p.283.

%
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一
一
四

教 育 レ ベ ル 男性 女性 計

バカロンア (大学入学資格)同等又はそれ

以上
12,7

職業適性資格証 (mP)ま たは職業学習免
状 (BEP)等

24,6

初等教育修了証 (CEP)等 17,2

初等教育 (免状なし)等 32,3

いっさいの教育なし

計 100,0



<表 2-3-5>   参入契約締結者の職業資格

1994年 (フ ランス全土)

*最初の参入契約締結時の職業資格
出典 :Amuaire des statistiques sanitaires et sociales,SESI,1996,p.284.

<表 2-3-6>   参入契約締結者の職業状況

1994年 (フ ランス全土)

*最初の参入契約締結時の職業状況
出典 :AFmuaire des statistiques sanitaires et sociales,SESI,1996,p.284。

%

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

・
職
業
的
参
入

%

一

一
五

職業資格のレベル 男性 女性 計

未熟練労働者 21,2

熟練労働者 16,1

サービス業、家政婦、管理人、ベ ビーシッ
ター、ホテル・ レス トランの従業員等

16,3

商業の従業員

未熟練職員

熟鰯 員

技術者、カードル、知的労働者

職人、商人、自営業者、自営手伝

自営農業、農業手伝

就労経験なし 17,3

計 100,0 100,0 100,0

職 業 状 況 男性 女 性 計

自営又はその手伝

期間の定めのない契約による労働者

期間の定めのある契約による労働者

援助付契約による労働者

参入活動に従事

職業ヨ1朧に従事

失業者 (職業安定所に登録) 56,3 44,6

失業者 (職業安定所未登録) 10,1

無職 (学生を含む)

計 100,0 100,0 100,0
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一
一
六

が
二
五
％
に
）、
高
学
歴
化

（
一
四
、
六
％
が
バ
カ
ロ
ン
ア
資
格
保
持
者
）
、
職
業
安
定
所

（Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
）
に
既
に
登
録
し
て
い
る
者
の
増
加

（五
〇
％

か
ら
六
〇
％
）、
失
業
期
間

一
年
未
満
で
あ
る
者
の
増
加

公
三
分
の
一
か
ら
半
分
）
等
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
単
身
者
、
単
親
で
子
を
扶
養
す
る
者
が
減
少

し
、
カ
ッ
プ
ル
が
二
一
％
か
ら
二
五
％
に
増
加
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
が
、
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
に
大
き
な
ハ
ン
デ
イ
キ
ャ
ッ
プ
を
負

っ
た
者
だ
け
で
な
く
、
単
に
失
業
と
い
う
ハ

（２
）

ン
デ
イ
の
み
を
負

っ
て
い
る
者

へ
と
拡
大
し
、
受
給
者
層
が

「大
衆
化
」
し
た
と
の
分
析
を
行

っ
て
い
る
。

（
・
・
）

】″
”
づ
り
Ｏ
諄

ヽ
〓
●
」
ｏ
コ
Ｂ

“
け
い
ｏ
●

ｏ
●
『

〈
〈
『
い
く
Ｏ
】
●
一
¨
Ｏ
●

●
●

嘱
０
く
ｏ
●
Ｃ

●
出
口
Ｆ
●
●
●
Ｐ

ヽ
‘
●
り
９
ユ
出
０
●

¨
ぴ
日
”
い
ヽ
り
ｏ
『
の
も
０
〇
一
】
く
０
∽

①
計

り
ヽ
Ｏ
り
Ｏ
の
中
［
】
Ｏ
●
∽
〉
〉

●
“
『

一
”

０
０
ｏ
」
お
い
いｏ
●
（】
毀
〕
壽
●
”
●
ｏＯ
ｏ・
Ｏ
①
【．０
０
０
●
Ｏ
●
Ｌ
Ｏ
”
０
●
０
「”
】０
０い
０
●
り
Ｈｐ
●
ヽ
Ｏ
●
・０いけ・
●
・ＨＯ
・

（２
）
ご
〓
・・
や
Ｐ”

２
　
目
的
の
達
成

そ
れ
で
は
、
最
低
所
得
保
障
に
よ
る
貧
困
の
解
消

（Ａ
）
と
参
入
政
策
に
よ
る
社
会
的

・
職
業
的
参
入
の
実
現

（Ｂ
）
と
い
う
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
目
的
が
ど

こ
ま
で
達
成
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（Ａ
）
貧
困
の
解
消

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
や
他
の
社
会
的
保
護
給
付
に
よ
る
所
得

・
生
活
保
障
、
貧
困
の
解
消
と
い
う
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
、
貧
困
の
存
続
、



拡
大
の
実
態
、
第
二
に
、
給
付
実
現
シ
ス
テ
ム
の
非
効
率
さ
、
第
二
に
、
無
資
格
者
の
受
給
、
第
四
に
、
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
層
の
就
労
意
欲
阻
害
の
危

険
性
、
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（１
）
貧
困
の
存
続
と
拡
大

前
述
の
よ
う
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
の
増
大
、
す
な
わ
ち
、
新
た
に
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
と
な
る
者
の
数
が
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
制
度
適
用
か
ら
脱
出
す
る
者
よ
り

多
い
と
い
う
事
実
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
制
度
の
失
敗
を
必
ず
し
も
示
す
も
の
で
は
な
い
。
受
給
者
の
増
大
は
、
主
と
し
て
雇
用
市
場
の
悪
化
や
失
業
保
障
制

度
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
は
国
家
的
連
帯
の
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
、
不
十
分
な
額
を
は
い
え
最
低
所
得
保
障
の
重
要
な
機
能
を
果
た

し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
創
設
に
も
関
わ
ら
ず
、
貧
困
と
そ
れ
に
伴
う
社
会
的
排
除
の
拡
大
と
住
宅
事
情
の
悪
化
は
顕
著
で
あ
り
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
は
そ

れ
に
必
ず
し
も
十
分
に
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。　
一
九
九
六
年
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
冬
季
に
緊
急
に
住
居
を
求
め
る
者
、
住

所
不
定
の
者
の
数
は
急
速
に
増
え
て
お
り
、
ホ
ー
ム
レ
ス
は
四
〇
万
人
、
劣
悪
な
居
住
条
件
に
あ
る
者
は
二
〇
〇
万
人
と
推
定
さ
れ
、
住
居
連
帯
基
金

（Ｆ
Ｓ
Ｌ
）
は
、
住
居
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
困
難
な
状
況
の
防
止
に
は
役
立
っ
て
い
な
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
特
に
若
年
層
に
お
い
て
、
社
会
的
排
除
が
拡
大
し
て
お
り
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
が
緊
急
に
受
け
入
れ
る
者
の
四
分
の
三
は
二
五
才
以
下
で
あ
り
、
医
療

扶
助
を
受
け
る
者
の
三
分
の
二
は
二
一
才
か
ら
四
〇
才
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
は
れ
。

（２
）
手
続

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

・
職
業
的
参
入

一
一
七
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一
一
八

一
九
九
六
年
報
告
書
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
お
よ
び
社
会
的
保
護
給
付
支
給
に
つ
い
て
は
、
関
与
者
が
多
す
ぎ
る
こ
と
、
運
営
の
非
効
率
と
申
請
か
ら
支

給
ま
で
の
日
数
の
長
さ
を
指
摘
し
て
卜
髯
。

（３
）
不
正
受
給

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
は
補
足
的
手
当
で
あ
る
か
ら
、
デ
ク
レ
の
定
め
る
最
低
基
準
に
到
達
す
る
ま
で
そ
の
足
り
な
い
部
分
を
補
完
し
て
支
払
わ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
申
請
者
お
よ
び
受
給
者
の
他
の
収
入
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
評
価
は
四
半
期
毎
に
行
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
ず
第

一
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
支
払
機
関
で
あ
る
家
族
金
庫
自
身
が
支
払
う
社
会
給
付

（成
年
障
害
者
手
当
、
単
親
手
当
）
以
外

の
、
他
の
社
会
保
障
金
庫
か
ら
支
払
わ
れ
る
社
会
給
付
、
失
業
保
障
手
当
に
つ
い
て
は
、
そ
の
把
握
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い

て
は
申
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
三
～
五
％
の
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
は
不
正
受
給
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
第
二
に
、
「闇
労
働
」
に
よ
る
収
入
を
申
告
し
な
い
受
給
者
が
お
り
、
両
者
併
せ
て
一
〇
％
の
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
は
不
正
受
給
で
あ
る
と
推
定
さ
れ

（３
）

て
い
る
。

（４
）
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
層
の
労
働
意
欲
喪
失
効
果

他
方
、　
一
九
九
六
年
報
告
書
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
の
増
大
に
伴
い
、
最
低
所
得
保
障
の
存
在
に
よ
る
労
働
意
欲
喪
失
効
果
の
危
険
性
も
指
摘
し
て
い

る
。
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
尊
厳
と
自
立
を
維
持
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
そ
の
額
が
多
す
ぎ
る
と
は
考
え
ら
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
ば
、
子
ど
も
が
い
な
い
単
身
者
の
受
給
す
る
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
諸
手
当
の
額
は
、
法
定
最
低



賃
金
の
約
六
割
か
ら
七
割
と
な
り
、
そ
の
差
額
は
比
較
的
重
要
で
は
あ
る
が
、
闇
労
働
に
よ
り
そ
れ
を
埋
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
経
済
的
に
自
立
し
て
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
対
象
外
と
な
っ
て
も
、
そ
の
所
得
の
向
上
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
に
伴
う

社
会
的
利
益
、
す
な
わ
ち
、
医
療
扶
助
、
住
民
税
の
免
除
、
よ
り
手
厚
い
住
宅
手
当
等
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
む
し
ろ
経
済
的
に
不
利
に
な
る
と
指
摘

（
４

）

さ
れ
て
い
る
。

（
１
↓
　
”
“
づ
ｏ
ｏ
■
け
０
．【●
」
Ｏ
目
目
”
Ｌ
ｏ
日
の
●
Ｈ
〈
〈
】．９
ヽ
Ｏ
】●
Ｌ
Ｏ
い
０
」
『
①
く
０
●
●
【口
片
手
Ｂ
Ｅ
日
】
０
．中Ｐ
〕Ｑ
３

ｏ̈
●
”
げ
〓
”
口

，
Ｕ
Ｑ
あ
り
Ｑ
〕Ｌ
く
Ｏ
ｏ
ｏ
け
り
ヽ
Ｏ
づ
０
０
ぃＬ
Ｏ
踏
り
〉
〉
り
”
ヽ
一”

０
０
●
〕オ
あ
【Ｏ
●
●
ｏ
∽
識
口
”
●
ｏ
ｏ
ｏ
・
●
０
【．０
０
０
●
０
い
Ｌ
Ｏ
”
い
日
ｈ
彎
“
一〇
０
け
０
」
ｏ
いｐ
●
ヽ
●
●
・０
い●

つ
。Ｎ
卜
０
け
ｏ
・

（
２
）

げ̈
【，
・

，
Ｎ
９

（
３
）
夢
いＰ

・
，

Ｎ
Ｎ
の
一
ｐ

（４
）
３
０̈
・・
●
・圏

３
，

（Ｂ
）
参
入
の
実
現

Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
制
度
の
最
も
大
き
な
問
題
点
と
し
て
一
九
九
六
年
報
告
書
が
指
摘
し
て
い
る
の
は
、

参
入
実
現
の
ば
ら
つ
き
で
あ
る
。

（１
）
参
入
契
約
の
締
結
と
内
容

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入

参
入
、
特
に
職
業
的
参
入
の
不
十
分
さ
と
県
に
よ
る

一
一
九
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本
来
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
開
始
後
、
三
か
月
以
内
に
締
結
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
参
入
契
約
の
締
結
率

は
、
平
均
四
四
％
で
し
か
な
い
。
ま
た
、
こ
の
参
入
契
約
締
結
率
は
、
県
に
よ
る
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、
八
％

か
ら
八
八
％
の
範
囲
で
分
布
し
て
い
る
。

Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
の
職
業
参
入
率
も
低
く
、
表
２
１
４
の
よ
う
に
、　
一
九
九
四
年
で
、
平
均
三
二
、
三
％
で

し
か
な
い
。
ン」
の
職
業
参
入
率
も
県
に
よ
る
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、最
も
低
い
一
〇
県
の
平
均
が

一
三
、
一
％
、

最
も
高
い
一
〇
県
の
平
均
が
二
九
、
七
％
で
あ
り
、
両
者
の
格
差
は
約
二
倍
に
も
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
参
入
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
義
務
が
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の

重
大
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、　
一
九
九
六
年
報
告
書
は
、
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
現
行
の
参
入
制
度

が
実
態
に
あ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
参
入
契
約
の
内
容
が
柔
軟
で
多
様
で
あ
る

と
は
い
え
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
の
層
が
多
様
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
受
給
者
に
、
参
入
義
務

が
同
じ
手
続
き
で
同
じ
よ
う
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
四
人
に
一
人
の
受
給
者
は
、
健
康
上
の
理

由
か
ら
参
入
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
に
、
全
て
の
受
給
者
に
参
入
活
動
を
要
請
す
る
こ
と
を
Ｒ
Ｍ

Ｉ
手
当
支
給
の
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
等
で
あ
る
。

他
方
、　
一
九
九
四
年
に
締
結
さ
れ
た
参
入
契
約
に
お
い
て
約
定
さ
れ
た
参
入
活
動
の
内
容
は
、
表
２
１
５

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
表
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
健
康
に
関
わ
る
こ
と
や
行
政
手
続
の
開
始
等
、
社
会
的
自
立
の
た

め
の
活
動
が
三
四
、
二
％
と
大
き
な
割
合
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

職
業
的
参
入
に
関
わ
る
参
入
活
動
は
、
重
要
な
割
合
を
示
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
多
く
が
求
職
活
動
で
あ

一
二
〇

<表 2-4> 県による職業的参入率のばらつき

Hft. : Rapport d'information sur ({'6volution du revenu minimum d'insertion:
bilan, perspectives et propositions)) , 1996., A.N. n" 2657, p.27.

RMI受給者の職業的参入率 (1994)

参入率の高い10県 の平均 39,7%

参入率の低い10県 の平均 13,1%

全国平均 22,3%

格差 3倍



く表 2-5>     参入契約における参入活動

社会的自立 34′ 2

健康管理 12,4

行政手続の開始

社会的総括

識字学習

日常生活管理

集団活動

自動車学校入校

その他

企業外職業訓練

一般職業訓練

職業訓練センターでの職業訓練

“準=雇用 32′ 3

雇用連帯契約 (CES) 11,1

見習等を探す 10,5

職業的総括

参入活動

非営利派遣社団/参入企業における雇用

企業への参入 33′ 7

求職活動 25,9

援助付契約

企業における見習

その他

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

・
職
業
的
参
入

一
一
二

出典 :Rapport d'information Sur〈く1'ひvolution du revenu midrnurn d'insertion:
bilan,persp∝ tives et propositions〉 〉,1996.,AoN.n° 2657,p.28。
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る
。
企
業

へ
の
参
入
に
関
わ
る
活
動
を
契
約
内
容
と
す
る
も
の
の
実
に
四
分
の
三
以
上
は
求
職
活
動
で
あ
る
。

（２
）
職
業
的
参
入

Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
の
職
業
的
参
入

（雇
用
確
保
ま
た
は
職
業
訓
練
）
の
効
果
は
期
待
は
ず
れ
に
終
わ
っ
て
い
る
。
表
２
１
６
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

そ
の
職
業
的
参
入
率
は
、
二
五
％
前
後
を
推
移
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
も
比
較
的
長
期
の
参
入
を
可
能
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
市
場
部
門
で

の
参
入
の
割
合
は
、　
一
九
九
四
年
で
九
、
六
％
で
、
非
市
場
部
門

（雇
用
連
帯
契
約

（Ｃ
Ｅ
Ｓ
）
お
よ
び
雇
用
補
強
契
約

（Ｃ
Ｅ
Ｃ
）
に
よ
る
雇
用
）

で
の
参
入
率

一
二
、　
一
％
よ
り
も
少
な
い
。
ま
た
、
同
表
で
は
、
非
営
利
派
遣
社
団

（Ａ
Ｉ
）
お
よ
び
参
入
企
業

（Ｅ
Ｉ
）
で
の
雇
用
は
市
場
部
門
に

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
雇
用
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
両
者
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
非
市
場
部
門
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
除
外
す
る

と
市
場
部
門
で
の
参
入
割
合
は
さ
ら
に
低
く
な
る
。

な
お
、　
一
九
九
五
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
本
土
に
お
い
て
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
の
二
〇
、　
一
％
、　
三
ハ
万
八
七
二
一
人
が
雇
用
保
障
政
策
に
基
づ
く
特
別

の
援
助
付
労
働
契
約
、
職
業
訓
練
を
享
受
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
表
２
１
７
の
通
り
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
援
助
付
労
働
契
約
、
職
業
訓
練
を
享
受
し
て
い
る
者
の
う
ち
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
の
占
め
る
割
合
は
、
表
２
１
８
の
と
お
り
で
あ
る
。

（３
）
機
関

参
入
政
策
を
実
施
す
る
機
関
に
つ
い
て
は
、
国
と
県
の
共
同
責
任
に
よ
り
参
入
政
策
の
実
施
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
管
轄
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
不
明
確
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
一
一二



<表 2-6> RMl受給者の職業的参入

出典 :Rapport d'inforllnation sur くく1'0「olution du revenu midmlun d'insertion:
bilan,perspectives et propositions〉 〉,1996.,A.N.n° 2657,p.29.

<表 2-7>  RMI受 給者の享受する援助付契約等の割合

H4 : Rapport d'information sur ((l'6volution du revenu minimum d'insertion:
bilan, perspectives et propositions)) , 1996., A.N. n" 2657, p.29.

(人)

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

・
職
業
的
参
入

一
一
一一一一

職業的参入

(フ ランス本土)

1989 1990 1991 1992 1993 1994

援助付契約以外の雇用 13.000 30.000 38.000 40.000 42.000 50.000

独立事業 2.000 3.000 4.000

非営利派遣社団/参入
企業における雇用

1.500 5.500 6.500 7.000 8.000 9.000

雇用復帰契約 (CREl 4.000 13.450 13.300 14.000 14.800 24.500

計 雇用 (市場部門) 18.500 49.250 58.500 63.000 67.800 87.500

雇用連帯契約 (CES) 34.050 48.500 75.650 93.100 104.000

雇用保障契約 (CEC) 3.000 6.000

計 雇用 (非市場部門) 34.050 48.500 75.650 96.100 110.000

計 雇用(市場・非市場 18.500 83.300 107.000 138.650 163.900 197.500

職業訓練 (SIFE) 25.000 35.000 37.950 48.300 42.250 42.000

計 雇用・職業ヨI朧 43.500 118.300 144.950 186.950 206.150 239.500

受給者数 405:000 510。 146 582.361 671.243 792.947 908.336

参入率 10,7% 23,2% 24,9% 27,9% 26,0% 26,4%

19954F

m/11受給者数 (%)

雇用連帯契約 (CES) 92.796

職 業 訓 練 (SIFE) 41.594 24,6

導入雇用契約 (CIE) 14.460

雇用復帰契約 (CRE) 12.501

雇用補強契約 (CEC) 7.370

計 168.721



RMI受給者数
全体に占めるNII受給者の割合

(%)

雇用連帯契約 (CES) 92.796 20,9

職 業 訓 練 (SIFE) 41.594

導入雇用契約 (CIE) 14.460

雇用復帰契約 (CRE) 12.501 10,7

雇用補強契約 (CEC) 7.370 27,4

<表 2-8> 援助付契約等享受者に占めるRMI受給者の割合

1995年

H&. : Rapport d'information sur ((1'6volution du revenu minimum d'insertion:
bilan, perspectives et propositions)) , 1996., A.N' n' 2657' p.ZI.

<図表 2-3> 県の義務的支出達成率
(フ ランス本土)(1989-1994)

120

100

80

(%) 60

40

20

0
1989   1990   1991   1992   1993   1994

出メ毎:Rapport d'info■nation surく く1'ёvolution du revenu lninimum d'insertion:

bilan,perspectives et propositions〉 〉,1996.,A.N.n°  2657,p.21.
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ま
た
、
県
参
入
委
員
会
、
地
域
参
入
委
員
会
は
、
と
も
に
委
員
は
多
い
が
能
動
的
活
動
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
ま
ず
最
初
に
社
会
的
自
立
が
必

要
な
者
か
ら
、
単
に
職
業
活
動
の
確
保
を
必
要
と
す
る
者
ま
で
多
様
な
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
の
要
求
に
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
県
に
よ
る
参
入
実
施
の
義
務
的
支
出

（当
該
県
の
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
に
対
し
て
、
国
が
支
出
し
た
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
総
額
の
二
〇
％
）
に
つ
い

て
は
、
図
表
２
１
３
に
見
ら
れ
る
様
に
、
以
前
は
そ
の
達
成
率
が
低
く
、
県
に
よ
る
格
差
も
大
き
か
っ
た

（
一
九
九
二
年
で
、
最
も
高
い
県
と
低
い
県

と
で
は
一
対
六
の
格
差
が
存
在
し
た
）
が
、　
一
九
九
四
年
で
は
、
そ
の
達
成
率
は
、
平
均
で
一
〇
〇
％
を
超
え
、
ま
た
、
県
に
よ
る
格
差
も
、
最
も
低

い
県
と
高
い
県
と
で
一
対
二
、
六
に
ま
で
縮
小
さ
れ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

３
　
評
価

以
上
、
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
受
給
者
は
、
多
く
の
身
体
的

・
精
神
的

ｏ
家
族
的

・
社
会
的
困
難
を
か
か
え
る
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
単

に
失
業
給
付
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
失
業
者

へ
と
拡
大
し
、
受
給
者
の
増
大
お
よ
び
受
給
者
層
の
多
様
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
機
能
は
、
次
第
に
、
多
く
の
社
会
的
困
難
を
抱
え
る
人
の
所
得

・
生
活
保
障
か
ら
失
業
者
の
代
替
所
得
保
障
へ
と
変
化
し
て
き
て
い
る
。

他
方
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
目
的
で
あ
る
社
会
的

・
職
業
的
参
入
の
実
現
は
、
特
に
、
受
給
者
の
職
業
的
参
入
と
経
済
的
自
立
の
達
成
に
つ
き
、
積
極
的
雇
用

促
進
政
策
に
も
関
わ
ら
ず
十
分
な
成
果
を
挙
げ
て
い
な
い
。
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
は
、
本
来
職
業
活
動
に
よ
り
経
済
的
自
立
が
可
能
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

様
々
な
理
由
で
そ
れ
が
で
き
な
い
者
に
対
し
て
、
参
入
達
成
ま
で
の
一
時
的
生
活
保
障
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
は
、
参
入
契
約
の
締
結
と
参
入

政
策
の
享
受
を
通
じ
て
、
社
会
的

・
職
業
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
者
を
職
業
活
動
に
よ
る
経
済
的
自
立
と
い
う
ノ
ー
マ
ル
な
社
会
制
度
に
包
摂
す
る
た

め
の
制
度
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
享
受
者
の
職
業
的
参
入
の
長
期
的
見
通
し
の
欠
如
に
よ
り
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
性
格
は
、
参
入
達
成

ま
で
の
一
時
的
援
助
か
ら
長
期
的
援
助

へ
と
変
化
し
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
制
度
は
、
参
入
実
現
の
た
め
の
制
度
か
ら
扶
助
的
側
面
に
遍
在
し
た
制
度

へ
と
変
容
し

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一五



法
政
研
究
二
巻

一
号

（
一
九
九
七
年
）

（１
）

て
い
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（１
）
〇
饉
Ч
Ｏ
Ｆ
＞
”
く
。
ｏ
フ
Ｑ
↑ｔ
や
∞Ｎ
ｒ

一
一　
課
題
と
方
向
性

前
項
で
検
討
し
た
よ
う
に
、　
一
方
で
受
給
者
の
増
大

・
多
様
化
と
費
用
負
担
の
増
大
、
他
方
で
社
会
的

・
職
業
的
参
入
、
特
に
職
業
的
参
入
が
進
ま

ず
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
創
設
が
社
会
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
者
の
参
入
促
進
で
は
な
く
む
し
ろ
排
除
さ
れ
て
い
る
者
の
扶
助
さ
れ
て
い
る
者
と
し
て
の
地
位

・

層
の
固
定
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
機
能
と
効
果
に
関
す
る
分
析
は
、
多
く
の
制
度
改
革
を
求
め
る
議
論
を
導
く
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
議
論
を
ふ
ま
え
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
改
正
を
含
む
社
会
的
統
合
に
関
す
る
法
律
案
が

一
九
九
六
年
九
月
二
〇
日
に
提
示
さ
れ
、　
一
九
九
七

年
二
月
二
六
日
、
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
た
の
は
前
述
の
と
お
り
で
ぁ
る
。

そ
こ
で
、
本
項
に
お
い
て
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
現
行
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
改
革
提
言

（１
）、
お
よ
び
、
社
会
的
統
合
に
関
す
る
法
律
案

（２
）
を
検
討

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

１
　
改
革
に
関
す
る
提
言

Ｒ
Ｍ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
批
判
、
提
言
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
特
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
機
能
分
化
（Ａ
）、
お
よ
び
、
シ
ス
テ
ム
の
改
革

（Ｂ
）、
を
中
心
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　
一
一エハ



（Ａ
）
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
機
能
分
化

現
行
の
Ｒ
Ｍ
Ｉ
制
度
に
つ
い
て
ま
ず
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
の
多
様
化
に
対
応
す
る
、
効
果
的
な
社
会
的

・
職
業
的
参
入
制
度
へ

の
変
革
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
重
大
な
ハ
ン
デ
イ
を
負
っ
て
お
り
、
即
時
の
職
業
的
参
入
の
望
め
な
い
者
へ
の
対
応
と
、
即
時
の
職
業
的
参
入
が
可
能

な
者
へ
の
対
応
の
区
別
で
あ
る
。

（１
）
即
時
の
職
業
的
参
入
の
困
難
な
者

一
九
九
六
年
報
告
書
は
、
労
働
市
場
へ
の
参
入
を
要
請
す
る
に
は
重
す
ぎ
る
身
体
的

・
社
会
的
ハ
ン
デ
イ
キ
ヤ
ツ
プ
を
有
す
る
者
、
た
と
え
ば
、
成

年
障
害
者
手
当

（Ａ
Ａ
Ｈ
）
の
受
給
要
件

（五
〇
％
の
就
労
不
能
）
を
満
た
さ
な
い
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
扶
助
の
論
理
に
基
づ
く
生
活
最
低
所
得

↑
聾
０
日
＝Ｌ
ユ
ロ
ロ
ｐ
一
．Ｏｘ
】２
８
８
）
を
支
給
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
ず
最
初
に
社
会
・職
業
生
活
に
不
可
欠
な
、
伝
統
的
な
扶
助
、
す
な
わ
ち
、
医
療
、

保
険
衛
生
、
住
居
等
の
扶
助
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
ほ
れ
。

た
し
か
に
、
現
在
の
参
入
契
約
は
、
社
会
的
自
立
を
そ
の
内
容
と
し
う
る
柔
軟
な
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
参
入
シ
ス
テ
ム
の
適
用
も
不
可
能
で
は
な

い
が
、
調
査
に
よ
れ
ば
、
五
人
に
一
人
は
契
約
の
内
容
を
理
解
し
て
い
な
い
と
の
結
果
も
で
て
お
り
、
あ
ま
り
効
果
を
期
待
で
き
な
い
と
、
同
報
告
書

は
指
摘
し
て
い
る
。

他
方
、
同
報
告
書
は
、
若
年
者
に
つ
い
て
、　
一
八
才
か
ら
二
五
才
ま
で
の
若
年
成
年
者
を
対
象
と
す
る
「若
年
者
Ｒ
Ｍ
Ｉ

（”
〓
〓
８
５
８
と
を
創
設

す
る
こ
と
に
は
、
そ
の
労
働
意
欲
を
喪
失
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
否
定
的
で
あ
る
。
家
族
問
題
や
都
市
問
題
等
と
か
ら
ん
で
諸
困
難
に
直
面
し
て

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一七
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い
る
一
八
才
以
上
二
五
才
未
満
の
若
年
者
に
つ
い
て
は
、
若
年
者
援
助
政
策
の
一
環
と
し
て
、　
一
九
八
九
年

一
二
月
一
九
日
の
法
律
第
九
〇
五
号
第
九
条
が
、「困
難
な
状
況
に
あ
る
若
者
に
対
す
る
県
お
よ
び
地
域
援
助

基

金

（
『

ｏ
●

，

●
ｏ
り

，
ユ

ｏ
８

ｏ
詳

営

ヌ

２

ざ

ｏ
”
●
図

ら
、”
【
ヽ
０

営

ロ

ピ

Ｅ

一３

８

●
【
醸

８

一
８

¨
『
＞

ｕ

」

（
地

方

公

共

団
体
お
よ
び
社
会
保
障
機
関
と
国
が
半
分
ず
つ
出
資
）
を
創
設
し
い
同
基
金
は
、
前
途
の
よ
う
に
、　
一
九
九

二
年
七
月
二
九
日
の
法
律
第
七
三
二
号
に
よ
り
、
全
県
で
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
同
基
金
は
、

若
年
者
の
緊
急
時
の
援
助
、
救
済
、
社
会
的
、
職
業
的
参
入
を
支
援
す
る
た
め
の
財
政
援
助
等
を
目
的
と
し
、

そ
の
予
算

・
支
出
は
、
表
２
１
９
の
と
お
り
、　
一
九
九
一一一年
以
降
年
々
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

同
基
金
に
よ
る
援
助
は

一
時
的
救
済
に
偏
り
、
若
年
者
の
長
期
的

ヽ
社
会
的

・
職
業
的
参
入
の
た
め
に
有
効
に

機
能
し
て
お
ら
ず
、
又
、
予
算
も
未
消
化
で
あ
る
と
し
て
、
同
報
浩
書
は
、
同
基
金
に
よ
る
援
助
を
さ
ら
に

（２
）

強
化
す
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
。

（２
）
職
業
的
参
入
の
可
能
な
者
　
　
　
　
　
　
　
　
４

一
九
九
六
年
報
告
書
は
、
即
時
の
職
業
的
参
入
が
可
能
な
者
に
っ
い
て
は
、
現
在
の
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
論
理
を
維

細い舞螂［新制痢赫一『『暉娩【所藤等』粋静疑『一嘲「一行は齢漏は轟摯［椰̈
刺わ一岬

間
と
し
て
の
尊
厳
、
自
己
実
現
、
生
活
習
慣
お
よ
び
社
会
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、
職
業
的
参
入
政
策
を

強
化
す
る
こ
と
を
強
調
し
、
特
に
以
下
の
四
点
を
提
案
し
て
い
る
。

一
二
八

く表 2-9〉 若年者援助基金 (FAJ)
(100万 フラン)

*推計

出典 :Rapport d'information str《 1'(計 olution du revenu minilnurn d'inser‐

tion i bilan,perspectives et propositions》 ,1996。 ,A.N.n° 2657,p.36.

当初財政予算

国の支出予算 86,3

基金全予算 153,4 207,2

支出 110,7



（
ａ
）
雇
用
連
帯
契
約

（Ｃ
Ｅ
Ｓ
）

一雇
用
連
帯
契
約

（Ｃ
Ｅ
Ｓ
）
の
職
業
的
参
入
に
お
け
る
限
界
、
す
な
わ
ち
、
地
方
公
共
団
体
、
公
益
法
人
、
非
営
利
社
団
を
使
用
者
と
す
る
期
間
の

定
め
の
あ
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
契
約
で
あ
り
、
長
期
の
継
続
的
職
業
的
参
入
を
保
障
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
も
、　
一
九
九
六
年
報
告
書

は
、
同
契
約
に
よ
る
労
働
市
場
参
入
の
契
機
の
重
要
性
を
強
調
し
、
希
望
す
る
全
て
の
Ｒ
Ｍ
Ｉ
享
受
者
が
同
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ

う
、
現
在
の
割
当
制

（同
契
約
の
数
の
限
定
）
の
廃
上
を
提
案
し
て
い
る
。
同
契
約
の
増
大
は
、
そ
れ
が
国
に
よ
る
賃
金
の
二
部
と
保
険
料
負
担
と
い

う
支
出
を
伴
う
が
ゆ
え
に
、
国
の
財
政
負
担
を
増
大
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
報
告
書
は
、
現
在
の
失
業
問
題
と
そ
れ
に
伴
う
失
業
者
の
社
会
的
排

除
の
深
刻
さ
、
お
よ
び
、
同
契
約
に
よ
る
職
業
的
参
入
の
促
進
が
経
済
的
社
会
的
に
も
た
ら
す
利
益
等
全
体
的
見
地
か
ら
、
国
の
財
政
負
担
を
求
め
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（ｂ
）
雇
用
補
強
契
約

（Ｃ
Ｅ
Ｃ
）

雇
用
補
強
契
約

（Ｃ
Ｅ
Ｃ
）
は
、
前
述
の
よ
う
に
、　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
者
で
雇
用
連
帯
契
約
を
終
了
し
た
者
が
、
新
た
に
使
用
者
と
締
結
す
る

こ
と
の
で
き
る
、
期
間
の
定
め
の
な
い
、
ま
た
は
、　
一
年
の
期
間
で
五
回
ま
で
更
新
し
う
る
契
約
で
あ
り
、
雇
用
連
帯
契
約
終
了
者
に
と
っ
て
、
よ
り

安
定
的
職
業
的
参
入
の
機
会
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
同
契
約
享
受
者
の
う
ち
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
は
、　
一
九
九
五
年
は
そ
の
二
七
、
四
％
、
七
三
七

〇
人
で
あ
っ
た

（
一
九
九
四
年
は
六
〇
〇
〇
人
）
が
、　
一
九
九
六
年
報
告
書
は
、
そ
の
財
政
措
置
も
含
め
、
引
き
続
き
そ
の
強
化
、
発
展
を
提
案
し
て

い
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一九



法
政
研
究
二
巻

一
号

（
一
九
九
七
年
）

一
三
〇

（
ｃ
）
参
入
企
業

（Ｅ
Ｉ
）

参
入
企
業

（Ｅ
Ｉ
）
に
お
け
る
職
業
訓
練
、
労
働
も
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
の
職
業
的
参
入
の
契
機
と
し
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
お
り
、　
一
九
九
六
年

報
告
書
は
、
公
共
事
業
の
発
注
に
つ
い
て
の
割
当
制
を
導
入
し
、
同
企
業
の
活
動
を
援
助
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（ｄ
）
企
業

へ
の
参
入

し
か
し
な
が
ら
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
の
最
終
的
、
安
定
的
職
業
的
参
入
は
、
企
業
と
通
常
の
労
働
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
。　
一
九

九
六
年
報
告
書
は
、
そ
の
た
め
の
企
業
の
協
力
を
要
請
し
て
い
る
。
他
方
、
通
常
の
私
企
業
で
の
一雇
用
の
場
を
拡
大
す
る
た
め
、
第

一
に
、
現
在
存
在

し
て
い
る
私
企
業
を
対
象
と
す
る
援
助
付
契
約
の
一
つ
で
あ
る
雇
用
導
入
契
約

（Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
の
強
化
お
よ
び
対
象
者
の
要
件
の
緩
和
、
第
二
に
、
他
の

種
類
の
私
企
業
を
対
象
と
す
る
援
助
付
契
約
、
た
と
え
ば
、
六
か
月
は
見
習
、
六
か
月
は
通
常
の
労
働
契
約
と
い
っ
た
契
約
の
創
設
が
提
案
さ
れ
て
い

２つ
。

（
・
・
）
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３
〓
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●
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ｏ
Ｒ
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（Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
の
改
革

（１
）
機
関
と
財
源

Ｒ
Ｍ
Ｉ
を
実
施
す
る
運
営
機
関
お
よ
び
実
施
に
関
わ
る
支
出
負
担
に
つ
い
て
、　
一
部
主
張
さ
れ
て
い
る
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
財
源
を
全
部
ま
た
は

一
部

県
に
負
担
さ
せ
る
こ
と

（現
在
は
国
が
負
担
）、
お
よ
び
、
参
入
の
責
任
を
全
て
県
に
委
ね
る
こ
と

（現
在
は
国
と
県
の
共
同
責
任
）
に
つ
い
て
は
、　
一

九
九
六
年
報
告
書
は
否
定
的
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
手
当
支
払
に
必
要
な
費
用
は
増
大
し
続
け
て
お
り
、
県
に
負
担
能
力
が
な
い
こ
と
、
ま
た
、

現
在
、
県
が
参
入
政
策
の
た
め
に
充
て
る
予
算
は
前
年
度
の
当
該
県
の
住
民
に
支
払
わ
れ
た
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
総
費
用
の
二
〇
％
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

（１
）

Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
に
支
出
す
る
費
用
の
増
大
に
伴
っ
て
こ
れ
も
増
大
し
て
お
り
、
す
で
に
負
担
の
限
界
に
達
し
て
い
る
こ
と
等
を
述
べ
て
い
る
。

他
方
、
即
時
の
職
業
的
参
入
が
可
能
な
者
、
す
な
わ
ち
、
失
業
給
付
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
失
業
者
の
所
得

ｏ
生
活
保
障
お
よ
び
職
業
的
参
入

は
、
失
業
保
障
制
度
の
一
部
門
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
制
度
実
施
機
関
と
そ
の
財
源
に
、
失
業
保
障
制
度
の
管
理

（２
）

運
営
主
体
で
あ
る
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー

（労
使
）
を
関
与
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
も
な
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
第

一
に
、
失
業
し
て
い
る
こ
と
だ
け
が
唯

一
の
ハ
ン
デ
イ
で
あ
り
、
即
時
の
職
業
的
参
入
が
可
能
な
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
活
動

最
低
所
得
、
お
よ
び
、
そ
の
職
業
的
参
入
政
策
に
必
要
な
支
出
の
一
定
部
分
に
つ
い
て
は
、
失
業
保
障
制
度
が
負
担
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
県
参
入
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
お
け
る
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー

（労
使
）
の
関
与
、
特
に
、
職
業
的
参
入
政
策
の
決
定
と
運
営
に
つ
い
て
の
責
任
を
、
失
業
保
障

制
度
の
各
地
域
の
労
使
運
営
機
関
で
あ
る
、
商
工
業
雇
用
協
会

（ン
の８
ｏ一．”Ｌ
ｏお
り
ｏ長

一．ｇ
Ｇ
】２
●

，３

〓
●
０易
質
お
鮮
げ
ｏ８
ロ
ロｑ
８

¨
略
称
Ａ
Ｓ

Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
）
に
委
ね
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
〓



法
政
研
究
二
巻

一
号

（
一
九
九
七
年
）

（２
）
所
得

・
生
活
保
障
、
参
入
の
実
現

（
ａ
）
公
正
な
所
得

・
生
活
保
障

ま
ず
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
支
給
は
、
有
資
格
者
に
対
し
て
公
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
、
家
族
手
当
金
庫
は
、
毎
年
受
給
者
の

一
六
％

に
つ
き
調
査
を
行

っ
て
お
り
、　
一
九
九
四
年
に
は
調
査
さ
れ
た
五
〇
万
の
契
約
の
う
ち
二
四
〇
〇
〇

（約
五
％
）
に
つ
い
て
、
不
正
申
告
、
義
務
の
履

行
拒
否
を
理
由
と
す
る
手
当
支
給
停
止
が
知
事
に
よ
り
発
せ
ら
れ
て
い
る
。　
一
九
九
六
年
報
告
書
は
、
不
正
受
給
防
止
の
た
め
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
さ

（３
）

ら
な
る
強
化
を
提
言
し
て
い
る
。

（ｂ
）
受
給
者
お
よ
び
担
当
機
関
の
参
入
努
力
の
強
化

（４
）

ま
た
、　
一
九
九
六
年
報
告
書
で
は
、
受
給
者
お
よ
び
担
当
機
関
の
参
入
努
力
お
よ
び
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。

受
給
者
の
参
入
努
力
と
必
要
な
参
入
促
進
措
置
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
地
方
レ
ベ
ル
で
は
、
半
年
毎
ま
た
は
一
年
毎
に
、
参
入
の
た
め
の
行
動
お
よ

び
指
導

・
援
助
担
当
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
仕
事
の
結
果
の
評
価
、
国
レ
ベ
ル
で
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
を
評
価
す
る
た
め
の
定
期
的
な
統
計
、
調
査
と
給
付
部

門
お
よ
び
参
入
部
門
の
情
報
交
換
、
調
整
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（ｃ
）
手
続
の
簡
素
化

一
一一一二



Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当

ｏ
社
会
的
保
護
給
付
の
支
給
、
お
よ
び
、
参
入
実
現
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
の
医
療
費
の
負
担
方
法
の

複
雑
さ
と
関
係
機
関
の
多
さ
を
改
善
す
る
た
め
の
、
疾
病
保
険
の
一
般
化
の
提
唱
、
参
入
シ
ス
テ
ム
の
簡
素
化

（手
続
機
関
へ
の
申
請
、
地
域
参
入
委

員
会
へ
の
書
類
の
回
付
、
同
委
員
会
に
よ
る
参
入
契
約
の
承
認
、
場
合
に
よ
り
契
約
が
履
行
さ
れ
な
い
と
き
は
、
受
給
者
の
登
録
抹
消
）
等
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
非
営
利
派
遣
社
団
お
よ
び
参
入
企
業
と
県
の
間
で
、
現
在
半
年
ま
た
は
一
年
単
位
で
県
と
締
結
し
て
い
る
協
定
、
お
よ
び
、
Ｒ
Ｍ

（５
）

Ｉ
受
給
者
の
雇
用
に
対
す
る
補
助
金
協
定
に
つ
い
て
も
、
そ
の
期
間
を
数
年
単
位
に
す
る
等
の
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
・・
）
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０
０
●
Ｏ
ｂ
ｐ
いＯ
ｍ
Ｏ
口
Ｑ
【
”
】Ｏ
①
け
Ｏ
Ｃ
Ｕ
】”
●
・
〇
●
・０
】け
ヽ
り
，卜
μ
①
け
０
・

（２
）
○
嘔
く
Ｏ
ｒ
＞
”
く
ｏ
ｏ
ｐ
ａ
けε
や
ＯＮ
ド

（
３

）

刃
里
冨
）
ｏ
ユ

鮎
ぎ
Ｌ
ｏ
目
目
”
け
いＯ
●

∽
●
『

〈
〈
Ｔ
ソ
δ
】ｏ
一
】ｏ
●

Ｏ
Ｌ

ヽ
９
ヽ
０
●
●

５
己
●
Ｆ

，
Ｅ
Ｂ

ら
、ビ

Ｐ
３
諄

】
ｏ
●

¨
げ
出
”
●
・
●
ｏ
『
０
「
８

け
】く
ｏ
∽
①
一
り
ヽ
Ｏ
り
Ｏ
ａ
出
９
只
）
〉

づ
”
『
〕”

０
０
ｏ
Ｌ
」
路
Ｏ
い
Ｏ
①
の
識
●
”
●
ｏ
ｏコ
（オ
ψ
】．Ｏ
ｏ
Ｏ
●
０
口
Ｌ
①
”
０●
０
『“
一Ｏ
①
け
Ｏ
Ｌ
Ｏ
【“
い
。
Ｏ
づ
・０
ぃ●
り
。卜
０
。

（４
）
夢
〓
，・
●
・ホ

３
９

（５
）
３
中Ｐ
・
や
卜Ｎ
①け

，

２
　
社
会
的
統
合

（８
ｒ

，
一０
コ
８
０
亘
こ

に
関
す
る
法
律
案

社
会
的
統
合
に
関
す
る
法
律
案
は
、
ま
ず
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
は
、
参
入
の
実
現
と
い
う
野
心
的
な
政
策
と
し
て
創
設
さ
れ
た
が
、
創
設
後
八
年
を
経
て
社
会

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
〓
一
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（
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　́
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一四

扶
助
的
側
面
へ
偏
流
し
て
い
る
こ
と
、
他
方
、
社
会
的
分
裂
は
拡
大
し
、
現
在
、　
一
五
〇
万
人
以
上
の
人
々
が
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
、
特
別
連
帯
手
当
、
ま

た
は
単
親
手
当
を
受
給
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
扶
助
的
手
当
の
受
給
者
に
対
し
て
雇
用
を
保
障
す
る
十
分
な
努
力
が
な
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
、
困
難
な
状
況
に
あ
る
若
年
者
の
参
入
政
策
は
十
分
な
成
果
を
あ
げ
て
い
な
い
こ
と
、
等
を
現
状
認
識
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
貧
困
と
社
会
的
排
除
の
状
況
が
、
憲
法
お
よ
び
多
く
の
法
律
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を
危
機
に
さ
ら
し
て

お
り
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
、
基
本
的
人
権
の
承
認
と
実
際
に
置
か
れ
て
い
る
状
況
と
の
間
に
深
い
溝
が
あ
る
こ
と
、
各
人
が
経
済
的
、
社
会
的
、

文
化
的
、
政
治
的
生
活
に
参
加
し
う
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
の
問
題
意
識
か
ら
、
同
法
案
は
、
全
て
の
市
民
に
真
の
機
会
の
平

等
を
与
え
る
た
め
に
全
て
の
人
が
全
て
の
権
利
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
こ
と
、
具
体
的
に
は
、
市
民
権
、
雇
用
、
住
居
、
医
療
、
文
化
、

（１
）

と
い
う
基
本
的
人
権
へ
の
現
実
の
ア
ク
セ
ス
を
、参
入
と
社
会
的
排
除
に
対
す
る
闘
い
の
中
心
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
法
案
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
規
定
は
、
第

一
に
権
利
へ
の
ア
ク
セ
ス
（Ａ
）、
第
二
に
、
社
会
的
排
除
に
対
す
る
闘
い
の

た
め
の
機
構
改
革

（Ｂ
）、
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（Ａ
）
権
利
へ
の
ア
ク
セ
ス

同
法
案
は
、
「権
利
へ
の
ア
ク
セ
ス
」
と
題
さ
れ
た
第

一
部
に
お
い
て
、
市
民
的
・社
会
的
権
利
、
医
療
、
住
居
、
識
字
、
一雇
用
の
五
つ
の
権
利
へ
の

ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
章
を
設
け
て
い
る
。

（１
）
市
民
的

・
社
会
的
権
利
へ
の
ア
ク
セ
ス



市
民
的

・
社
会
的
権
利

へ
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ン
ス
の
場
合
の
選
挙
権
の
確
保
、
家
族
は
全
員
が

一
つ
の
施
設
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
権

（２
）

利
を
有
す
る
こ
と
、
緊
急
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
、
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（２
）
医
療

へ
の
ア
ク
セ
ス

医
療
保
障
と
し
て
、
特
に
社
会
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
者
の
医
療
保
障
に
関
す
る
県
の
計
画
を
、
後
述
の
、
県
参
入

・
社
会
的
排
除
対
策
委
員
会
に

れ“】勧椰樹際燎］』剛罐【れ．樹躊鰤岬螂綱琳蜻Ⅷ［麟嘲榊黎降は除．す議〓はｒけ睛帥岬罐疇弩鋤】”辞】減岬呻翻号的に排除さ

（３
）
住
居

へ
の
ア
ク
セ
ス

住
居
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て
は
、
住
居
取
得
、
賃
貸
の
た
め
の
財
政
援
助
、
公
的
機
関
に
よ
る
空
き
住
居
の
取
得
と
住
居
を
必
要
と
し
て
い
る
者
ヘ

の
貸
与
の
促
進
、
住
居
連
帯
基
金
の
強
化
、
等
が
規
定
さ
れ
て
ぃ
だ
。

（４
）
識
字

へ
の
ア
ク
セ
ス

読
み
書
き
が
で
き
な
い
こ
と
は
社
会
的
排
除
の
大
き
な
原
因
と
な
る
た
め
、
識
字
は
、
優
先
的
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

全
国
識
字
委
員
会
、
全
国
識
字
科
学
委
員
会
等
が
創
設
さ
れ
、
読
み
書
き
の
レ
ベ
ル
に
関
す
る
調
査
、
情
報
収
集
、
識
字
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一五
　
　
，
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（５
）

政
策
実
施
等
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

（５
Ｉ
雇
用
へ
の
ア
ク
セ
ス

雇
用
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
と
し
て
は
、
第

一
に
、
地
方
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
契
約

（８
ュ
轟
け

創
設
、
第
二
に
、
若
年
者
に
対
す
る
個
別
職
業
的
参
入
過
程

（〓
●
出
お

づ
Ｑ
８
日
邑
中な

０
．【ａ
ｑ
けいｏ
●
「
Ｒ
３
ｏビ
ロ
①
【］９

独
立
事
業
に
対
す
る
新
た
な
援
助
、
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
ａ
）
地
方
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
契
約

（８
詳
轟
け
０
．〓
〓
詳
お̈

【８
”
】ｅ

地
方
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
契
約

（８
ュ
団
一
０
．【●
〓
”
Ｌ
く
ｏ
【ｏ
ｏ
”
げ

¨
略
称
Ｃ
Ｉ
Ｌ
）
は
、
新
た
な
援
助
付
契
約
の
形
態
で
あ
る
。
同
契
約
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ

手
当
、
特
別
連
帯
手
当

（Ａ
Ａ
Ｓ
）
、
単
親
手
当

（Ａ
Ｐ
Ｌ
）
受
給
者
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
公
共
団
体
ま
た
は
非
営
利
社
団
を
使
用
者
と
し
、
法
定

最
低
賃
金
を
賃
金
額
と
す
る
週
三
〇
時
間
以
上
の
労
働
契
約
で
あ
り
、
五
年
間
、
週
三
〇
時
間
を
限
度
と
し
て
、
そ
の
賃
金
の
五
〇
％
を
国
が
負
担
す

（６
）

る
も
の
で
あ
る
。

同
契
約
は
、
最
低
所
得
保
障
手
当
受
給
者
の
継
続
的
職
業
的
参
入
を
援
助
す
る
た
め
に
新
た
に
創
設
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
五
年
間
で
三
〇
万
人
分

の
ポ
ス
ト
を
用
意
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（ｂ
）
個
別
職
業
参
入
計
画

（〓
●
”
】お
り
①『８
日
”
【ぃな

０
．̈房
ｏユ
【ｏ●
「
ｏ庁
∽の【ｏＢ
①【】ｅ

一　
一二
ユハ

ヽ
Ｊ
●
一けい”
けいく
ｏ
一〇
０
”
一①
）　
の
）

の
創
設
、
第
二
に
、
個
人



ま
た
、
重
要
な
優
先
課
題
の
一
つ
で
あ
る
若
年
者
の
雇
用
保
障
の
た
め
に
、　
三
ハ
才
か
ら
二
五
才
の
、
雇
用
の
な
い
、
職
業
的
ま
た
は
社
会
的
に
排

除
さ
れ
る
危
険
性
の
あ
る
者
を
対
象
と
し
て
、
個
別
職
業
参
入
計
画

（〓
い
”
【お
り
Ｑ
８
日
ｒ”
】ぃ忠
Ｑ
．【房
ｏ『一一ｏ●
づ
８
お
脇
び
目
①】一ｅ

制
度
が
規
定
さ
れ

た
。
同
制
度
は
、
特
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
若
年
者
の
職
業
教
育
訓
練
と
段
階
的
に
雇
用
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
た
め
に
、
国
が
受
け
入

（７
）

れ
機
関
と
協
定
を
締
結
し
、
そ
の
費
用
を
負
担
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
ｃ
）
独
立
事
業
に
対
す
る
援
助

さ
ら
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
、
特
別
連
帯
手
当

（Ａ
Ａ
Ｓ
）、
お
よ
び
、
単
親
手
当

（Ａ
Ｐ
Ｌ
）
受
給
者
が
独
立
事
業
を
営
む
場
合
、
六
か
月
間
、
特
別
連

（８
）

帯
手
当
相
当
額
が
国
の
負
担
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
。

（
１

）

ンヽ
く
”
●
け

‐●
『
ユ

①
け

Ｏ
①

］
ｏ
】
０
．Ｏ
ユ

ｏ
日
一
”
Ｌ
ｏ
●

『
①
】
”
Ｌ
』

”
口

【
Ｑ
Ｒ
び
ヽ
０
０
日
①
い
け

ら
０

】
，

ｏ
２
薫
ど
一
０
●

ｏ
Ｏ
ｏ
い

，
】
ｏ
・
Ｏ
り
ｈ
〓

‘

Ｕ
Ｘ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

一
Ｏ
ｏ

鳳
ｒｏ
由
沖
】

（２
）
夢
ａ
ｔ
“
詳
ヽ
ツ
∞
・

（３
）
ご
〓
ｃ
”
ユ
・【Ｎ
ツ
ト颯
‐”

（４
）
夢
】一
こ
”
諄
。日０
ツ
Ｎ”

（５
）
ご
い↑
・
”
諄
。Ｎト
ツ
Ｎ
”

（６
）
３
】ヽ
・・
“
諄
・Ｐ

（７
）
【げ
い，
・

，
ユ
・Ｐ，

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入

一
三
七
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（８
）
３
一Ｏ
Ｊ
”
ユ
。Ｐ
ｒ

一
三
八

（Ｂ
）
機
構
改
革

他
方
、
社
会
的
統
合
に
関
す
る
法
案
は
、
第
二
部
か
ら
第
四
部
に
お
い
て
、
社
会
的
排
除
に
対
す
る
闘
い
の
た
め
の
機
構
改
革
と
し
て
、
貧
困

・
社

会
的
排
除
研
究
局
の
設
置
、
県
レ
ベ
ル
で
の
機
構
改
革
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
機
構
改
革
、
参
入
政
策
の
財
源
等
に
関
す
る
規
定
を
お
い
て
い
る
。

（１
）
貧
困

・
社
会
的
排
除
研
究
局
の
設
置

ま
ず
、
第

一
に
、
同
法
案
は
、
貧
困
と
社
会
的
排
除
の
拡
大
に
と
も
な
い
、　
一
方
で
介
入
領
域
の
拡
大
、
他
方
で
対
象
者
の
多
様
化
に
対
す
る
総
合

的
効
果
的
政
策
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
情
報
と
政
策
を
収
集
し
分
析
す
る
貧
困

ｏ
社
会
的
排
除
研
究
局
を
首
相
の
も
と
に
お
く
こ
と
を
規
定
し
て

（１
）

い
る
。

（２
）
県
レ
ベ
ル
で
の
機
構

第
二
に
、
県
レ
ベ
ル
で
の
機
構
に
つ
い
て
は
、
参
入
政
策
が
、
従
来
と
同
様
、
知
事
と
県
議
会
の
長
と
の
共
同
責
任
の
も
と
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
確

認
一
雑
と
と
も
に
、
機
構
統
合
に
よ
り
、
総
合
的
、
横
断
的
参
入
政
策
を
可
能
に
す
る
た
め
の
改
革
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
従
来
の
県

参
入
委
員
会

（Ｃ
Ｄ
Ｉ
）
に
代
え
て
、
新
た
に
、
四
つ
の
小
委
員
会
か
ら
構
成
さ
れ
、
参
入
政
策
の
検
討
、
提
案
を
行
う
、
県
参
入
・
社
会
的
排
除
対



（３
）

策
委
員
会

（ｏ
ｏ
樹
①
一】
２
０
“
鼻
ｏ
日
０ュ
Ｌ

稀

】．】３
ｏ
ユ
』ｏ
●
ユ
ｏ
Ｆ

Ｆ
言
０
８
詳
お

【．①
ｘ
ｏ
】湧
一ｏ
Ｐ

ｏ
ｏ
∪
Ｆ
”
）
を
創
設
す
る
こ
と
、
同
委
員
会
に
よ

っ
て

検
討
提
案
さ
れ
る
県
参
入
。
社
会
的
排
除
対
策
計
画

つ
一”う
Ｏ
Ｑり

，ユ
８
Ｐ８
一ユ
Ｏ
①
〓
房
①『け一ｏい
Ｏ
ｏ
ご
ご
一お
８

，
嗜
０
一．ｏｘ
ε
鵬
【ｏ●
一
”
∪
ＨＦ
り

は
、

複
数
年
次
に
わ
た
る
も
の
で
、
義
務
的
事
項
を
含
む
こ（だ
、
さ
ら
に
、
参
入
政
策
の
決
定
機
関
と
し
て
、
財
政
負
担
者
で
あ
る
国
、
県
、
お
よ
び
、
社

（５
）

会
的
保
護
機
関
を
構
成
員
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
会
議

（ｏ
ｏ
ユ
０霧
Ｒ
，ｏ
一
８
マ
‐ｏ鳴
目
目
ｐｅ

を
設
置
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

（３
）
地
域
レ
ベ
ル
で
の
機
構
改
革

第
二
に
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
機
構
に
つ
い
て
は
、
県
ン
ベ
ル
で
の
改
革
と
同
様
、
従
来
の
地
域
参
入
委
員
会

（Ｃ
Ｌ
Ｉ
）
に
代
え
て
、
新
た
に
、
そ

の
権
限
を
拡
充
し
た
、
地
域
参
入
・社
会
的
排
除
対
策
委
員
会

（ｏ
８
日
］【りｏ】ｏ●
一８

，
げ
ら
ｏ
〓
ａ
①諄
一ｏ●
０
０
Ｆ
ご
けお
８
鼻
お
一．①ｘ
ｏ】易

ｏ̈●

ｏ̈
Ｅ
Ｅ
ｕ

（６
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

を
創
設
す
る
こ
と
、
同
委
員
会
の
委
員
長
か
ら
構
成
さ
れ
る
会
議

（ｏ
ｏ■
ｏ８
●
８

０
８
０
お
り一Ｏ
①詳
の
ヽ
ｏ
ｏ
〓
Ｆ
Ｕ

を
設
置
し
、
各
委
員
会
の
地
域
参

入
政
策
を
調
整
す
る
こ（ぇ
、
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（４
）
参
入
政
策
の
財
源

第
四
に
、
参
入
政
策
実
施
の
た
め
の
支
出
と
し
て
県
に
課
さ
れ
て
い
た
、
前
年
度
に
支
給
さ
れ
た
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
総
額
の
二
〇
％
の
枠
は
廃
止
さ
れ
、

参
入
政
策
の
財
源
と
し
て
は
、
前
述
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
会
議
に
よ
り
創
設
さ
れ
る
県
参
入
基
金
を
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
支
出
負
担
は
、
会
議
の
構
成

者

（国
、
県
、
社
会
的
保
護
機
関
）
の
協
定
に
よ
り
、
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
社
会
保
障
法
典
を
改
正
し
、
疾
病
保
険
初
級

（８
）

金
庫
お
よ
び
家
族
手
当
金
庫
が
、
当
該
基
金

へ
の
支
出
を
可
能
と
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一九
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四
〇

（
・
・
）

」Ｐ
く

，
い
一
‥Ｕ
蟄
ヱ
ｏ
一

Ｏ
①

【
Ｏ
】
●
．Ｏ
【
】
ｏ
●
け
”
け
】
Ｏ
●

『
ｏ
中
”
計
¨
〔

”
暉

【
０
●
出
０
」
ｏ
２
３
５
●
け

Ｏ
①

【
”

０
０

，
９
路
Ｏ
●

ｏ
０
０
い
”
【
ｏ
・
Ｏ
●
・０
¨
ｒ

ヽ
”
蜃
口
。Ｎ
Ｏ

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

（２
）
いげ
い０
・
”
ュ
・∞
Ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

（３
）
３
●
・

，
■
〓

２
３
・

（４
）
夢
ａ
ｔ
”
諄
・ωω
無
ωト

（５
）
【げ
【↑
・
”
ユ
・ω”

（６
）
ご
〓
じ
”
ユ
・ω
０
３

ω
ド

（７
）

び̈
】０
一
”
ユ
。ω
”

（８
）
ぎ
〓
ｃ

，
ユ
・ω
ｏ
ツ
ト”

〓
一　
小
括

以
上
、
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
受
給
者
は
、
多
く
の
身
体
的

・
精
神
的

・
家
族
的

・
社
会
的
困
難
を
か
か
え
る
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
単

に
失
業
給
付
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
失
業
者

へ
も
拡
大
し
、
受
給
者
の
増
大
お
よ
び
受
給
者
層
の
多
様
化
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の

機
能
は
、
次
第
に
、
多
く
の
社
会
的
困
難
を
抱
え
る
人
の
所
得

・
生
活
保
障
か
ら
失
業
者
の
代
替
所
得
保
障

へ
と
変
化
し
て
き
て
い
る
。

他
方
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
目
的
で
あ
る
社
会
的

・
職
業
的
参
入
の
実
現
は
、
特
に
、
受
給
者
の
職
業
的
参
入
と
経
済
的
自
立
に
つ
き
、
十
分
な
成
果
を
挙
げ

て
お
ら
ず
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
性
格
は
、
参
入
達
成
ま
で
の
一
時
的
援
助
か
ら
長
期
的
援
助

へ
と
変
化
し
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
制
度
は
、
参
入
実
現
の
た
め
の
制
度

か
ら
扶
助
的
側
面
に
遍
在
し
た
制
度

へ
と
変
容
し
て
い
る
。



こ
の
よ
う
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
独
自
性
と
も
い
う
べ
き
参
入
効
果
が
不
十
分
で
あ
り
、
排
除
さ
れ
て
い
る
者
の
扶
助
さ
れ
て
い
る
者
と
し
て
の
地
位

・
層

の
固
定
化
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
分
析
に
基
づ
き
、　
一
九
九
六
年
報
告
書
は
、
第

一
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
受
給
者
の
多
様
化
に
対
応
す
る
、
効
果
的
な
社

会
的

・
職
業
的
参
入
制
度

へ
の
変
革
、
す
な
わ
ち
、
重
大
な
ハ
ン
デ
イ
を
負
っ
て
お
り
、
即
時
の
職
業
的
参
入
の
望
め
な
い
者
と
、
即
時
の
職
業
的
参

入
が
可
能
な
者

へ
の
参
入
政
策
の
区
別
を
主
張
し
、
前
者
に
対
し
て
は
、
ま
ず
、
そ
の
社
会
的
自
立
を
可
能
と
す
る
社
会
扶
助
的
援
助
の
強
化
を
、
後

者
に
対
し
て
は
、
職
業
的
参
入
政
策
の
強
化
に
よ
る
雇
用
保
障
を
要
請
す
る
。
そ
し
て
、
第
二
に
、
制
度
の
公
正
な
適
用
と
、
給
付

・
参
入
の
実
現
の

た
め
の
機
構

・
制
度
改
革
を
提
言
し
て
い
る
。

ま
た
、　
一
九
九
七
年
二
月
二
六
日
に
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
た
社
会
的
統
合
に
関
す
る
法
律
案
は
、
市
民
権
、
一雇
用
、
住
居
、
医
療
、
文
化
、
と
い

う
基
本
的
人
権

へ
の
現
実
の
ア
ク
セ
ス
を
、
参
入
と
社
会
的
排
除
に
対
す
る
闘
い
の
中
心
と
し
て
位
置
づ
け
、
第

一
に
、
こ
れ
ら
の
権
利

へ
の
ア
ク
セ

ス
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
政
策
、
す
な
わ
ち
、
新
た
な
社
会
的

・
職
業
的
参
入
政
策
、
第
二
に
、
効
果
的
な
参
入
政
策
実
施
の
た
め
の
社
会
的
パ
ー
ト

ナ
ー

（労
使
）
の
積
極
的
関
与
を
含
む
機
構
改
革
を
提
言
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
改
革
案
は
、
基
本
的
な
方
向
と
し
て
は
、
本
来
職
業
活
動
に
よ
り
経
済
的
自
立
が
可
能
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
様
々
な
理
由
で
そ
れ
が

で
き
な
い
者
に
対
し
て
、
最
低
所
得
保
障
給
付
に
よ
り
参
入
達
成
ま
で
の
一
時
的
生
活
保
障
を
行
い
、
参
入
契
約
の
締
結
と
参
入
政
策
の
享
受
を
通
じ

て
、
社
会
的

・
職
業
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
者
を
職
業
活
動
に
よ
る
経
済
的
自
立
と
い
う
ノ
ー
マ
ル
な
社
会
に
包
摂
す
る
と
い
う
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
基
本
理

念
と
現
行
制
度
の
枠
組
み
は
維
持
し
つ
つ
、
手
当
享
受
者
の
参
入
の
促
進
と
そ
の
た
め
の
制
度
的
枠
組
み
の
改
革
を
は
か
り
、
そ
の
目
的
の
達
成
を
は

か
ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

他
方
、
貧
困
と
失
業
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
よ
う
な
所
得
要
件
の
あ
る
補
足
的
所
得
保
障

↑
①♂ヽ
ｏ●
●
８
８
０
ま
８
①
ュ
）
の
持
つ
矛
盾

と
限
界
を
克
服
し
、
新
た
な
制
度
の
創
設
を
求
め
る
主
張
も
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
全
て
の
人
に
対
し
無
条
件
で
付
与
さ
れ
る
、
最
低
生
活
を

保
障
す
る
基
礎
的
手
当

（”
【【８
”
けいｏ
い
Ｏ
①
ぴ
”
器

【Ｒ
ｏ
●
０
〓
８
５
①
【【３
、
ま
た
は
、
普
遍
手
当

（”
】【ｏ
Ｏ
”
け】Ｏ
●
Ｅ
７
①『ｏ①
】ＨＣ

の
創
設
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

一
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（１
）

た
と
え
ば
、　
一
九
九
七
年
四
月
八
日
付
の
ｒ
①
〓
ｏ
●
Ｏ
①
紙
で
は
、
同
制
度
を
肯
定
す
る
論
者
に
よ
る
普
遍
手
当
の
特
集
を
行

っ
て
い
る
。

そ
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
所
得
要
件
を
課
さ
ず
、
全
て
の
人
に
定
額
の
普
遍
手
当
を
給
付
し
最
低
生
活
保
障
を
行
う
と
い
う
制
度
は
、
以
下
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
そ
の
所
得
に
関
係
な
く
給
付
さ
れ
る
手
当
で
あ
る
か
ら
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
手
当
の
よ
う
に
所
得
が
増
え
れ
ば
手
当

が
減
額
ま
た
は
不
支
給
と
な
る
こ
と
は
な
く
、
職
業
的
参
入
へ
の
意
欲
を
失
わ
せ
る
こ
と
も
な
い
。
第
二
に
、
全
て
の
人
に
給
付
さ
れ
る
手
当
で
あ
る

か
ら
、
現
在
Ｒ
Ｍ
Ｉ
受
給
者
が
「”
〓
日のお
（
エ
レ
ミ
ス
ト
と
と
よ
ば
れ
て
い
る
よ
う
な
ス
テ
イ
グ
マ
の
問
題
は
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
第
二

に
、
所
得
要
件
等
を
課
す
Ｒ
Ｍ
Ｉ
他
無
拠
出
性
給
付
は
、
そ
の
手
続
が
複
雑
で
多
額
の
管
理
運
営
費
用
を
要
す
る
が
、
無
条
件
給
付
で
あ
れ
ば
、
そ
の

管
理
運
営
は
簡
素
化
さ
れ
、
費
用
も
少
な
く
て
す
み
、
財
源
を
よ
り
効
果
的
に
給
付
本
体
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
制
度
は
、
大
き
な
所
得
再
分
配
機
能
を
有
す
る
制
度
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
財
源
と
し
て
、
普
遍
手
当
の
水
準
に
も
よ
る
が
、

か
な
り
高
率
の
税
負
担
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
同
制
度
の
導
入
は
、
職
業
活
動
と
は
無
関
係
な
無
拠
出
制
給
付
に
よ
る
所
得
保
障
と
い
う
点
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
現
行
の
社
会
シ
ス
テ
ム
、
す

な
わ
ち
、
職
業
活
動
に
よ
る
収
入
に
よ
り
そ
の
生
活
を
維
持
し
、
社
会
的
リ
ス
ク
の
実
現
に
対
し
て
は
、
社
会
保
険
料
の
拠
出
に
基
づ
く
保
険
給
付
に

よ
り
対
応
す
る
と
い
う
、
い
ず
れ
に
せ
よ
職
業
活
動
と
関
連
す
る
収
入
に
よ
る
生
活
を
原
則
と
す
る
シ
ス
テ
ム
を
大
き
く
修
正
す
る
こ
と
に
な
る
。
た

し
か
に
Ｒ
Ｍ
Ｉ
も
、
そ
の
手
当
自
身
は
、
無
拠
出
制
の
職
業
活
動
に
関
連
し
な
い
手
当
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
職
業
的
参
入
に
よ
り
、
そ
の
職
業
活
動

に
よ
り
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
一
時
的
生
活
保
障
で
あ
り
、
社
会
的

ｏ
職
業
的
参
入
の
た
め
の
努
力
を
給
付
の
前
提
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
は
、
職
業
活
動
に
よ
る
収
入
に
基
づ
く
生
活
維
持
と
い
う
原
則
の
枠
組
み
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
、

普
遍
手
当
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
と
は
そ
の
機
能
を
異
に
す
る
。

ま
た
、
新
た
な
制
度
と
し
て
は
、
負
の
所
得
税

含
日
ｕ
８
●
ｏ”
”
Ｌ
じ

の
導
入
を
唱
え
る
論
者
も
い
る
。
こ
れ
は
、　
一
定
の
基
準
以
下
の
収
入
の
者
に

対
し
て
は
、
そ
の
基
準
に
達
す
る
ま
で
負
の
所
得
税
と
し
て
給
付
を
行
い
、
基
準
以
上
の
者
に
つ
い
て
は
、
積
極
税

（い日
０
９

り
３
〓
じ

と
し
て
課
税



す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
低
所
得
を
保
障
す
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
現
在
の
Ｒ
Ｍ
Ｉ
と
同
様
、
最
低
基
準
と
現
実
の
収
入
の
差
額
補
填

給
付
で
あ
り
、
補
足
的
所
得
保
障
制
度
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
給
付
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
と
の
大
き
な
相
違
は
、
負
の
所
得
税
は
純
粋
な
金
銭
給
付
で
あ
り
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
よ
う
に
参
入
を
直
接
の
目
的
と
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
に
あ
る
。
同
制
度
は
、
最
低
所
得
保
障
制
度
で
あ
り
、
参
入
政
策
は
別
個
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
負
の
所
得
税
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
ス
テ
イ
グ
マ
の
問
題
が
生
じ
な
い
点
お
よ
び
制
度
が
単
純
で
あ
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（１
）
日お
蜜
Ｆ
い
一
ｐ
日８
ｏ
●
ｏ
８
げ
へＦ
∞
”
≦
「庫
〓ｏＯ
い
ｏ
。目
無
】Ｈ”

結
び
に
か
え
て

以
上
、
第

一
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
は
、
完
全
雇
用
が
も
は
や
期
待
で
き
な
い
時
代
に
お
け
る
従
来
の
社
会
的
保
護
制
度
の
不
十
分
性
、

不
適
合
の
認
識
の
も
と
に
、
こ
れ
を
補
完
す
る
た
め
に
、
新
た
な
国
家
的
連
帯
に
基
づ
く
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的

ｏ
職
業
的
参
入
の
実
現
に
よ
る
主

体
的
市
民
と
し
て
の
復
権
を
理
念
と
し
て
、
国
、
県
、
お
よ
び
、
社
会
保
障
機
関
の
連
携
す
る
新
た
な
制
度
的
機
構
の
も
と
で
、
無
拠
出
制
金
銭
給
付

と
そ
れ
に
付
随
す
る
社
会
的
保
護
給
付
の
付
与
に
よ
り
、
最
低
所
得

・
生
活
保
障
を
行
う
と
と
も
に
、
手
当
享
受
者
の
参
入
契
約
締
結
と
参
入
政
策
の

展
開
に
よ
る
享
受
者
の
社
会
的

・
職
業
的
参
入
の
実
現
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
機
能
と
効
果
に
つ
い
て
は
、
最
低
限
の
生
活
・所
得
を
保
障
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、

重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、　
一
方
で
受
給
者
の
増
大

・
多
様
化
と
費
用
負
担
の
増
大
、
他
方
で
社
会
的

・
職
業
的
参

入
、
特
に
職
業
的
参
入
が
進
ま
ず
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
制
度
は
、
参
入
実
現
の
た
め
の
制
度
よ
り
も
む
し
ろ
社
会
扶
助
的
制
度
に
偏
流
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
な

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
低
所
得
保
障
と
社
会
的
・
職
業
的
参
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
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さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
分
析
に
基
づ
き
、　
一
九
九
六
年
報
告
書
、
お
よ
び
、
社
会
的
統
合
に
関
す
る
法
律
案
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
基
本
理
念
お
よ
び
枠

組
み
を
維
持
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
特
に
職
業
的
参
入
を
申
心
と
す
る
参
入
政
策
の
強
化
、
機
構
改
革
等
を
通
じ
て
、　
一
般
的
最
低
所
得
保
障
と

社
会
的

・
職
業
的
参
入
の
実
現
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
他
方
、
貧
困
と
失
業
に
よ
る
社
会
的
排
除
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
よ
う
な
所
得

要
件
の
あ
る
補
足
的
所
得
保
障
で
は
な
く
、
全
て
の
人
に
対
し
無
条
件
で
付
与
さ
れ
る
、
最
低
生
活
保
障
の
た
め
の
普
遍
手
当
の
創
設
も
主
張
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｉ
の
創
設
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
的
保
護
制
度
に
理
．念
、
体
系
、
保
護
の
対
象
と
給
付
の
性
格
、
制
度
実
施
の
た
め
の
機
構
、

参
入
契
約
の
導
入
と
い
っ
た
手
法
等
、
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
雇
用
創
出
を
目
的
と
す
る
労
働
契
約
の
多
様
化
、
す
な
わ
ち
、
公
的
援

助
を
伴
う
有
期

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
契
約
の
創
出
に
よ
る
、
使
用
者
負
担
の
軽
減
と
不
安
定
雇
用
の
拡
大
と
い
う
点
で
、
雇
用
政
策
、
労
働
法
の
分

野
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
同
制
度
は
、
完
全
雇
用
の
期
待
で
き
な
い
時
代
に
お
け
る
社
会
的
保
護
制
度
、
お
よ
び
、
労
働

法
の
あ
り
方
を
改
め
て
考
え
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
を
横
断
的
に
見
る
な
ら
ば
、
同
制
度
は
、
所
得
保
障
シ
ス
テ
ム
、
お
よ
び
、
社
会
的

・
職
業
的
参
入

シ
ス
テ
ム
、
な
ら
び
に
、
社
会
法
の
指
導
理
念
を
修
正
・
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

Ｒ
Ｍ
Ｉ
を
契
機
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
法
の
理
念
と
構
造
に
ど
の
よ
う
な
変
容
が
も
た
ら
さ
れ
、
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
、
そ
の

詳
細
な
検
討
に
つ
い
て
は
、
前
途
の
と
お
り
稿
を
改
め
て
行
う
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
日
本
法
へ
の
示
唆
に
つ
い
て
も
今
後
の

課
題
と
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

―     ― ―
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